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　P鰐雌o砂s爵oo吻あ肺炎（以下Pc肺炎と略）

は種々の原因による免疫不全に乗じて発症するの

であるが，その病理像，臨床像あるいは社会的要

因などから著者の1人，吉田（1981）は古典型

Pc肺炎と近代型Pc肺炎とに分けることを提唱

した。古典型Pc肺炎は，本肺炎がはじめて認識

された今世紀の前半において，主としてヨーロッ

パで戦争や不況などのため栄養状態の低下した乳

幼児や未熟児などの間に流行的に発症し，孤児院

などで集団発生した。その後も韓国，イラン，ベ

トナム，南アフリカなどでやはり上述のような社

会条件の下に発生がみられた（L㎞andMoon，

1960；Post6如ム，1964；Eide㎞an召’砿，1974；

Hugh¢sε緬L，1974b）。このタイプは乳幼児を侵

すこと，流行的に発症すること，間質性形質細胞

性肺炎の像を呈すること，臨床経過がやや長いこ

となどを特徴としている。一方，近代型Pc肺炎

と称するタイプは主として先進諸国にみられ，先

天性免疫不全，抗癌化学療法の経過中，特に白血

病などの寛解期，あるいは臓器移植後や自己免疫

疾患に対する抗免疫療法の経過中，さらには後天

性免疫不全症候群（AIDS）などに併発する。患者

は全年齢層にわたり，散発的ときに院内流行型を

とり，炎症性反応の乏しいこと，経過の急速なこ

と，死亡率の極めて高いことなどを特徴としてい

る。特に副腎皮質ステロイドなど免疫抑制剤の投

与により誘発される例が大半を占めている。

　Pc肺炎の動物実験モデルとして，まず近代型

Pc肺炎のうち薬剤原性のモデルとしてはラッ’ト

（Frenkelθ‘砿，196610gjno，1978），モルモット，

ウサギ（山田ら，1984）などに免疫抑制剤を投与

して発症させ，先天性免疫不全の際の発症モデル

としてはヌードマウスなどが用いられてきた。一

方，古典型Pc肺炎のモデルとしては低栄養動物

が考えられ，すでにHu2hes4砿（1974b）が蛋

白制限飼養による発症実験を発表したが，この種

の実験はこの報告のみに止まっている。そこで著

者らは再度，低蛋白栄養と，Pc肺炎発症との因

果関係についてさらに精細な検討を行った。

材料および方法

　体重350g前後のWistar系雄ラッド30頭を用

意し，表1に示す如く10頭ずつの3群（GroupA，

B，C）に分けた。しかし後にGroupCの1頭が

共喰いされ，成績は9頭となった。GroupAには

無蛋白餌，Group　Bには低蛋白餌を与え飼育した。

GroupCには正常餌を与えると共に，cordsone

acetate125mg／kgを週2回宛皮下注射した。

GroupAとBはcorUsone処理を行っていない。

これらのラットはさらに細菌感染防止のため，塩

酸テトラサイクリンを75mgないし100mg／d’

の割合に含む飲料水を与えた。また体重の測定は

週1回行った。

　cor廊one処理を続けたGroupCのラットは実

験開始後49日目までに全例死亡したが，実験はそ
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のまま継続し，その後GroupAのラットが92日

目までに全例死亡したので，その時点でGroupB

のラットをすべて屠殺し実験を終了した。

　Pcの検索はすべてのラットについて以下の諸

方法を併用し，厳密に実施した。すなわち剖検に

際しては両肺の3カ所から数枚ずつの肺塗抹標本

を作成し，Giemsa染色およびtorhidjneblue－0

（TBO）染色（Chalvardj㎞and　Grawe，1963）を施

して鏡検し，その際のPc感染濃度の評価は吉田

ら（1977）の基準に従った。一方，同じく肺の3

カ所を10％ホルマリン液に投入して固定し，

7μmのパラフィン包埋切片を多数作成し，he㎜一

tox頭ne－eosin（HE）染色，TBO染色および

Gomori’smethenamjnesnvernitrate（GMS）染色

を行って検索した。この切片標本上におけるPc

の感染濃度の評価はHughesα砿（1974a）の方法

に従った。さらに残りの肺は猪飼ら（1977）の集

シスト法を用いて肺1・g中のPcシスト数を算定

し，感染濃度を定量的に示し，各実験群の成績を

比較した。

　各実験群に与えた餌100g当たりの栄養素の組

成と含有量と熱量は表1に示す如く，まずGroup

Aは無蛋白餌で粗蛋白Og，熱量は376．4Kcal，

GroupBは低蛋白餌であり，それぞれ8．2gと

358．3Kcai，GroupCは正常餌で24．1gと349．8

Kcalである。低蛋白餌で不足した熱量は主とし

て炭水化物で補い総熱量は3餌共ほぽ同じくした。

また餌の量は制限を加えず充分な量を補給した。

成 績

　L　ラットの体重および外観の変化

　実験の経過に伴うラットの体重の変化は図1に

示す如く，無蛋白餌群（GroupA）で著しい減少

がみられたが，低蛋白餌群（GroupB）では，そ

の影響はなく順調に増加した。正常餌・co面sone

投与群（GroupC）では，cordsoneの影響による

るいそうが認められ，6週目までに全例が死亡し

た。

　無蛋白餌群のラットの外観は，体重の減少と共

に脱毛が顕著に認められ，皮下脂肪の極度の損失

と削そうがみられた。一方，低蛋白餌群ではその

ような変化は認められなかった。

　2．Pc肺炎の発生状況

　A，B，Cの3実験群におけるPc肺炎の発生状

況ならびにPcシストの検出状況は表2にまとめ

て示した如く，まず無蛋白餌群（GroupA）では

実験開始後81日ないし92日の間にラットはすべて

発死した。その中で81日目に艶死した4頭中2頭』

および92日目に艶死した2頭中1頭にはPcを見

出さなかったが，他の7頭（70％）にPcの感染

を認めた。塗抹（図2，3）および切片標本（図

4）上のPcの濃度をそれぞれ吉田ら（1977）お

よびHughes8’砿（1974a）の評価法に従って判定

したところ，共にGrade1ないしGrade2で，軽

度ないし中等度の感染であった。次に猪飼ら

（1977）の開発した集シスト法により肺1g中の

シスト数を定量したところ，検出数はかなりばら

Table　l　Main　coniponents　of　protein丘ee　diet，10w　protein　die亡，and　nomlal　diet　in100g

　　　　and　schedule　of　exper㎞ent

Rat＊ hlgredientsofdietper1009

Group　　Number　　Protein
　　　　　　　　　　（9）

Carbohydrate　　Fat　Ash　Water
　　（9）　　　　　　　（9）　　　　（9）　　　　（9）

　　　　CortisoneKcal
　　　匂「eat∬1ent＊＊

A
B
C

0
0
0

1
⊥
可
⊥
－
⊥

　0

8．2

24．1

80．6

72，6

57．2

6，0　　　6．0　　　　7．4　　　　376．4

3．9　　　　9．3　　　　6．0　　　　358．3

4．6　　　　7．1　　　　7．0　　　　349．8 十

＊A皿rats　were　provided　with　drinldng　water　containing　tetracycHne75－100mg！dl　to　prevent

　bacter掘憾ection．

＊＊Each　rat　in　Group　C　received125mglkg　cortisone　acetate　twice　a　week

　A：Protein丘ee面et，B：Lowprotein面et，C：Nom醐et
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diet　with　cortisone　treatment．　Each　point　represents　mean±standard　deviation　of　the

mean．

つき1万個ないし185万個で必ずしも日時の経過

に伴って増加するとは限らなかった。一方，病理

組織学的検索によると軽度感染ではごく少数の

Pcが肺胞壁に沿って検出され，肺胞ならびに間

質に病的変化はほとんど認められなかった。しか

し中等度感染ではPcの増加の他に間質における

軽度の炎症反応と肺胞マクロファージの肺胞内遊

出とが認められた（図4）。

　低蛋白餌群（GroupB）では，餌の蛋白質含量

は8，2％で正常餌の1／3であるが，餌の摂取量の制

限をしなかったため，ラットは全く正常であり，

10頭中Pcはすべて陰性であった。

　次に正常餌・cortisone処理群（GroupC）は

24．1％の粗蛋白を含む正常餌を与え，かつcor－

dsone処理をした群であるが，実験開始後40日目

から早くもラットは艶死しはじめ49日ですべてが

死亡し，そのすべてからPcが検出された。感染

濃度は塗抹標本，および切片標本で既述の評価法

を用いたところ，46日目に死亡した1頭がGrade

1と軽度感染であった他はすべて切片標本で

Grade2～3を示し，中等度以上の感染であった。

重症ラットの病理組織学的所見は肺胞上皮の破壊，

蜂窩状泡沫物質の充満，間質における細胞浸潤，

マクロファージおよび好中球の肺胞内遊出，毛細

血管の減少がみられた。集シスト法の結果は軽度

感染の1例を除いては肺1g当たりほぼ200万個

ないし，1，300万個と中等度ないし重度の感染量

であった。

考 察

　低蛋白栄養不良の場合に種々の感染に対して宿

主の抵抗力が低下することは一般的に良く知られ

ており，Pc感染に関しても同様のメカニズムに

よるものと考えられる（G勾dusek，1957；Dutz，

1970）。Hu帥es召’砿（1974b）は南アフリカで

kwashiorkorで死亡した39例の子供の内3例にPc

を見出したが同地方の21例の正常栄養状態の子供

の剖検においてはPcは1例も見出しえなかった。

このことから彼らはPc感染と低栄養との関係に

注目し，ラットを用いて動物実験を行った。その

結果，無蛋白餌群15頭中13頭（87％）にPcを認

め，低蛋白餌群では15頭中1頭（7％）にPcを

認め，さらに低蛋白餌・vitamines投与・cord－

sone処理群では11頭中すべて（100％）にPcを

認めたと報告した。
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Table2 Provoα1廿onexper㎞entof丑oα吻露pne㎜oniainratsbreedingwithprotein
deficient　diet　compa血g　with　no㎜al　diet　with　cortisone　treatment

Group Rat　　　Days
No．　　　suハdved

Grade　of　h猛ection血

　　＊smear section†

Numberofcysts‡
perlgoflung　（×104）

　　A
Prote血丘ee

　diet

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

1
1
1
1
2
1
1
1
2
2

8
8
8
8
8
9
9
9
9
9

0
0
1
2
2
2
2
2
0
0

0
0
1
2
2
2
2
2
0
0

0
0
1
2
5
7
8
8
1
0

　
　
斗
⊥
0
8
3
6
7

　
　
　
1
1
⊥

　　B
Low　proteill

　diet

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

61D

92S

92S

92S

92S

92S

92S

92S

92S

92S

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　　C
Nomal　diet

vdth　cortisone

廿ea勧ment

1
2
3
4
5
6
7
8
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2

D
D
D
D
D
D
D
D
D

40

41

41

43

必
4
5
4
6
4
6
4
6

2
2
2
2
3
2
1
1
1

2
2
2
2
3
2
1
2
2

186

396

690

407

1，327

532

　8
258

629

＊Standar（地ation　by　Yoshida8まoよ（1977）

†　Stmdar（五zahon　by　Hughes8ずσ」．（1974a）

‡Cyst　concentration　method　by　Ikai召’σム（1977）

　D：Died，　S：Sac面ced．

　今回，著者らは，・無蛋白餌群10頭中7頭

（70％）にPcを認め，Hughesα砿（1974b）の成

績とほとんど一致したが，低蛋白餌を与えた群で

はPcはすべて陰性であった。この理由は餌の量

を制限しなかったため，多量を摂取し，結果とし

て蛋白欠乏に至らなかったものと判断された。

　さて蛋白制限食を与えると動物は一般に免疫グ

ロブリンの合成が阻害され，特異抗体産生が抑え

られることが報告されている（Camon，1942，

1945）。Hughes癩乙（1974b）は，protein－calo亘e
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Figure 2 A cyst (o containing 8 intracystic bodies and some trophozoites (arrow) ot P' carinii in the 

lung of a rat breeded with Protein-free diet (tung smear with Giemsa stain' magnification : 

x 2J 200) 

Figure 3 some cysts of P' carinii tound in the same material as mentioned in Figure 2 (tung smear 

with chatvardiian's totuidine btue=0 stain' magnificatiOn : x 960) 

Figure 4 Many c~sts (arrow for some) and some macrophages (M) in the atveoli ot the rat's tung 

breeded with Protein-free diet aung section stained with hematoxyline-e08in and Gomori's 

methenamine silver nitrate' magriification : x 300) 
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m訓mtritionの影響として，種々の抵抗力の低下，

特に免疫グロブリン合成の低下による液性ならび

に細胞性免疫の低下が要因となり，そのため易感

染性になるのであろうと述べている。またC㎞一

dra（1980）は栄養不良が細胞性免疫の低下とりわ

け末梢血丁一ce皿の減少と細胞性免疫の障害をき

たすと述べ，Walzerθ麺盈（1980）も低栄養が体重

の減少，リンパ性臓器の重量の低下，低アルブミ

ン血症，末梢リンパ球数の減少をきたしPc肺炎

の誘発の1つの要因になるという意見を述べてい

る。さらに最近ではラットにPc肺炎を高率に発

症させるためにcorUsone処理に加えて低蛋白餌

を与える方法が行われている（Walzer4認，

1984）。今回の無蛋白餌投与によって重度の体重

減少，脱毛，削そうを示したことからラットの免

疫力はかなり低下しているものと考えられた。し

かし，無蛋白餌群のラットのPc感染濃度が正常

餌・cordsone処理ラットのそれより軽度であっ

た理由は，肺胞腔内に相当数のマクロファージの

遊出がみられたこと，および間質になお細胞反応

のみられたことなどから免疫能の低下はcord－

sone処理には及ばなかったものと考えられる。

　今後，このラットモデルは，Pc肺炎における

栄養の役割を検討するのに有用であると考えられ

る。

要 約

　kwashiorkorのような低蛋白栄養不良の際にPc

肺炎の発症することが知られているのでラットモ

デルで実験を行った。Wistar系雄ラットをA，B，

Cの3群に分け，A群には無蛋白餌，B群には低

蛋白餌（粗蛋白含量8．2％），C群には正常餌（粗

蛋白含量24．1％）とcorhsoneによる免疫抑制を

行い比較した。その結果，A群10頭中7頭に軽度

ないし中等度のPc肺炎が発症したが，B群では

10頭中Pc肺炎を発症するものはなかった。C群

においては強力な免疫抑制剤の作用により，従来

得られた成績と同じく9頭中全例に中等度ないし

高度のPc肺炎が発症した。以上の如くラット実

験モデルにおいても高度の蛋白欠乏下においては，

免疫抑制剤などを与えなくても免疫力低下により

易感染性となり日和見感染症などの顕性化に寄与

するものと思われる。
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MANIFESTATION OF PNEUMOCYSTIS CARINII 
PNEUMONlA IN RATS WITH PROTElN 
DEFICIENT MALNUTRITION 
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The role of protein deficient malnutrition in Pneumorystis carinii pneumonia was examined on rats. 

Twenty-nine Wistar male rats were divided into 3 groups. Of 10 rats fed with protein-free diet (Group A) 7 

manifested light to moderate P. carinii pneumonia, whereas none of 10 rats fed with low (8. 2%) protein diet 

(Group B) showed P. carinii infection probably due to the excess uptake of the diet. On the other hand, all 

of 9 rats fed with normal protein (24. 1%) diet with cortisone acetate treatrnent, 125 mg/kg twice weekly, 

acquired moderate to severe infections with P. carinii. From the results mentioned above, it is apparent 

that P. carinii infection could be provoked by the lack of protein in the diet. 

Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto 602. Japan. 

* Present Address : Tondabayashi Hospital. Osaka Prefecture. 

Contribution No. 538 from the Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine. 

This study was supported by Grant-in-Aid for Scienufic Research (58480170), the Ministry of Education, 

Science and Culture. 
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　　司会　深井孝之助　（阪大・微生物病研究会）

　　　　坪井　誠吉　　　　　　（神戸大・医・

　　　　　　　　　医学研究国際交流センター）

　　司会　藤岡　農宏　　　　　（県立尼崎病院）

　　　　辻守康（広島大・医・寄生虫）
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　　平岡　　修，佐竹　弘靖，綿矢　有佑

　　　　　　　　　　　　　　　（岡山大・薬）
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　　田辺　將信，金子　信明，竹内　　勤，

　　浅見　敬三　　　　（慶応大・医・寄生虫）

23　日本住血吸虫の虫卵一並びに虫体一抽出液

　　の変異原性について

　　石井　　明，松岡　裕之，安治　敏樹
　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　（岡山大・医・寄生虫）

　　早津　彦哉，綿矢　有佑，有元佐賀恵

　　　　　　　　　　（岡山大・薬・薬品化学）

24　各種住血吸虫抗原に対する住血吸虫抗血清

　　のELISA反応

　　伊藤　洋一　　　　（北里大・医・寄生虫）
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　　する治療効果

　　佐藤　克之1，野田　伸一2，嶋田　雅暁1，

　　N．Muhoho3，青木　克己1，佐藤　淳夫2

　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・寄生虫1，

　　鹿児島大・医・医動物2，KEMRI－Kenya3）

26　フィリピン・ボホール島の日本の住血吸虫

　　症の疫学と対策

　　田中　　寛，松田　　肇

　　　　　　　　　　（東大・医科研・寄生虫）

　　安羅岡一男，入江　勇治

　　　　　　　　　（筑波大・基礎医・医生物）

　　荒木　国興　　　　（公衆衛生院・寄生虫）

　　神谷　晴夫　　　　（秋田大・医・寄生虫）

　　下村　　浩　　　　（広島大・医・寄生虫）

　　中尾　　稔　　　　　（旭川医大・寄生虫）

　　Ahedo　T．Santos　Jr．，Juhan　S．Nosenas，

　　Bayani　L　Bめs

　　　　　（フィリピン国保健省・住血吸虫局）

27　ガーナ農村部居住乳幼児の感染症調査（1）

　　定期検診，調査活動基地設立

　　磯村　思元　　　（名古屋大・医・小児科）

　　R　B．B面twum，A．Asoku

　　　　　　　　　　（ガーナ大・医・野口研）

28　ガーナ農村部居住乳幼児の感染症調査（2）

　　生後3カ月一3歳児の血清疫学調査

　　磯村　思元，山口　英明

　　　　　　　　　　（名古屋大・医・小児科）

　　R．B．Biritw皿n　（ガーナ大・医・野口研）

　　鳥羽　和憲　　（横浜市大・医・公衆衛生）

　　根路銘国昭，佐藤　勇治　　　　　（予研）

　　，伊藤　　誠　　（名古屋市大・医・医動物）

29最近のマラウイ共和国における寄生虫症に

　　ついて

　　木村　智子　　　　（元青年海外協力隊員）

　　赤尾　信吉　　　　　（防衛医大・寄生虫）

30エチオピア飢餓被災民キャンプにおける主

　　要疾病について

　　谷荘吉　 （金沢医大・医動物）

　　奥村　悦之　　　　（高知学園短大・保健）

　　今川　八束　　（都立墨東病院・感染症科）

31　海外発展途上国在留邦人の最近2力年の腸
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　　藤田紘一郎，月舘　説子，黒川　憲次，

　　中西　弘有，堀井洋一郎
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32　アフリカ在留邦人の巡回検診にみる疾病

　　力富』直人，永武　　毅，山本　真志，

　　土橋　賢治，鈴木　　寛，松本　慶蔵

　　　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・内科）

33　開発途上国長期滞在者の精神健康管理

　　小原　　博，海老沢　功

　　　　　　　　　　（東邦大・医・公衆衛生）

　　表光代，大谷杉士
　　　　　　　　　　（青年海外協力隊事務局）

　　菅又　　淳　　　　　（初石病院・精神科）

34　奈良県下のベトナム難民の健康調査

　　西山　利正，瀬川　武彦，宇野　豊子，

　　森田　　博，古木　純子，高橋　優三，

　　荒木　恒治　　　　　（奈良医大・寄生虫）

　　天野　博之　　　（天理病院・海外医療科）

　　赤沢　寛治　　　（関西医学検査センター）

35　発展途上国との医学学術交流の現況

　　内山　三郎，古川　直子，岩井　誠三

　　（神戸大・医・医学研究国際交流センター）

36　卵型マラリア赤内型原虫の微細構造

　　松本　芳嗣，松田　信治，吉田　幸雄

　　　　　　　　　　　（京都府医大・医動物）

37　熱帯熱マラリア原虫における生殖母体形成

　　の誘発と誘導物質の解析

　　小野　忠相，中林　敏夫

　　　　　　　　　　　　（阪大・微研・原虫）

38．肋の舵嬬s妙伽s∫2系統のネズミマラリ

　　ア原虫PJαs伽4伽吻ンoθ観”魯8吻ηsisに対す

　　る感受性の比較

　　藤田　和世，栗原　　毅，海野登久子

　　　　　　　　　　　（帝京大・医・医動物）

　　G　B．White，G．A．T．Targett

　　　　　　　（ロンドン大学衛生熱帯医学校）

39東南アジアにおける主要マラリア媒介種群
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　　の系統発生と生物学的諸性状

　　神田　錬蔵

　　　　　　　（聖マリアンナ医大・病害動物）

40　サルファモノメトキシンが無効で，クロロ

　　キンが有効であった三日熱マラリアの1例

　　山村　好弘，上田英之助，橋本　泰吉

　　　　　　　　　　　　　（国療刀根山病院）

41　輸入マラリアの治療成績

　　田辺　清勝　　　　（東大・医科研・内科）

　　大友　弘士　　　　（岐阜大・医・寄生虫）

　　尾辻　義人　　　（鹿児島大・医・二内科）

　　中林　敏夫　　　　　（阪大・微研・原虫）

　　田中　　寛　　　（東大・医科研・寄生虫）

42　輸血マラリアを疑わしめた三日熱マラリア

　　の1例
　　矢野　健一，中林　敏夫

　　　　　　　　　　　　（阪大・微研・原虫）

　　渡辺　知明　（大阪府赤土字血液センター）

　　藤本　輝夫，阪本　俊一

　　　　　　　　　　　　　（藤本病院・外科）

43　アフリカ旅行中に感染したと思われる卵形

　　マラリアの1症例

　　中林　敏夫，小野　忠相，矢野　健一

　　　　　　　　　　　　（阪大・微研・原虫）

　　星加　泰宏，片岡　由幸

　　　　　　　　　　　（県立奈良病院・内科）

44高マラリア抗体価を持続しつつ重症化を避

　　け得た非定型的熱帯熱マラリアの1例

　　天野　博之　　　（天理病院・海外医療科）

　　西山　利正，瀬川　武彦，高橋　優三，

　　荒木　恒治　　　　　（奈良医大・寄生虫）

　　田村　遵一，鈴木　　守

　　　　　　　　　　　（群馬大・医・寄生虫）

45西アフリカ・ガーナの一地方村におけるマ

　　ラリア感染状況の調査

　　伊藤　　誠，高柳　　担，佐藤　重房

　　　　　　　　　（名古屋市大・医・医動物）

　　R　K　Anteson，M．八Appawu

　　　　　　　　　　　　（ガーナ大・野口研）

46　ナイジェリア，耳ebu－Odeにおけるマラリ

　　アの調査

　　堀　栄太郎　　　　　（埼玉医大・寄生虫）

　　天野　皓昭　　　（横浜市大・医・寄生虫）

　　前田龍一郎　　　　（帝京大・医・寄生虫）

　　稲岡徹　 （旭川医大 3一寄生虫）

　　E．0．Ogunba　　　　　　　（イ』バダン大）

47　インドネシア共和国北スマトラ州アサハン

　　県におけるマラリアの疫学的調査

　　糸川　英樹　　（東京医歯大・医・医動物）

48　ナイジェリア国プラトー州におけるブユ相

　　角坂　照貴，塩飽　邦憲，金子　清俊

　　　　　　　　　　　　（愛知医大・寄生虫）

　　D．M．Roberts，M．0．E．Iwuala

　　　　　　　　　　　　　　　　（ジョス大）

　　高橋　　弘　一　　　　（国際協力事業団）

49　長崎県で発生した慈虫病患者2例の感染経

　　路と媒介種について

　　鈴木　　博

　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・ウイルス）

　　藤田　宣士，福田　博英，鳥山　　史

　　　　　　　　　　（健康保健諌早総合病院）

　　鈴木　　寛　　（長崎大・熱帯医研・内科）

50　長崎県におけるリケッチア・ッツガムシに

　　関する血清疫学的研究

　　福本　美枝，鈴木　　寛，松本　慶蔵

　　　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・内科）

　　麻生　卓郎　　　　　　　　（有川医師会）

51東アフリカ，モザンビークのフィラリア症

　　について

　　藤田紘一郎1，小田　　力2，月舘　説子1，

　　森　　章夫1，上田　正勝1，黒川　憲次1

　　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物1，

　　　　　　　　　　　　長崎大・医技短大2）

52バンコック産ネッタイイエカの1系統にお

　　けるテトラサイクリンによる四〇必㏄h∫o

　　ρψ加漉の駆除と和合性の変化

　　末永　　敏　（長崎大・熱帯医研・資料室）

53京都市・洛北において採取したユスリカ類，

　　力類について

　　正垣　幸男　　　　　　（京大・医・病理）

54　暑熱順化に関する研究一温熱負荷による発

　　汗反応の解析一

　　萢　　育仁，小坂　光男，大渡　　伸，

　　岩元　　純，菅原　正志，藤原真理子，



　　Ye－Win＊　　　　　　（長崎大・熱帯医研・

　　　　　　　　　　環境生理，JICA研修生＊）

55　長期暑熱暴露ウサギの温熱負荷に対する反

　　応

　　藤原真理子，大渡　　伸，小坂　光男

　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・環境生理）

56　海外発展途上国における最近2力年の飲料

　　水検査成績

　　月舘　説子，藤田紘一郎，．中西　弘有

　　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物）

　　奥脇　義行　　　　（女子栄養大・微生物）

　　杉山　雅俊　　　　（順天堂大・医・衛生）

　　小笠原ヤス子，朝倉　健夫

　　　　　　　　　　　　（日本熱帯医学協会）

57パプア・ニューギニア各地における飲料水

　　の細菌学的研究

　　奥脇　義行，矢内　寿恵，豊　　経子

　　　　　　　　　　　（女子栄養大・微生物）

　　藤田紘一郎，月舘　説子

　　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物）

　　杉山　雅俊　　　　（順天堂大・医・衛生）

　　朝倉　健夫　　　　　（日本熱帯医学協会）

58エチオピア，Ma㎞le市周辺の飢餓被災民

　　テント村における飲料水の水質検査成績

　　奥村　悦之　　　　（高知学園短大・保健）

　　谷荘吉　 （金沢医大・医動物）

59　腸アメーバ症の6例（特に内視鏡診断につ

　　いて）

　　山村　　誠，筋師　　満，堀　　信治，

　　櫓林　　尚，大野　忠嗣，下山　　孝

　　　　　　　　　　　　（兵庫医大・四内科）

　　西村猛　 （兵庫医大・医動物）

60　アメーバ性肝膿瘍の3治験例

　　千原　久幸，安宅　啓二，岡田　昌義，

　　中村　和夫　　　　（神戸大・医・二外科）

　　本田　雅之　　　　　　　（高砂市民病院）

　　佐野　　均　　　　　　　　　（住友病院）

61　日本国内で感染したと思われるメジナ虫症

　　の1例について

　　小林　昭夫，片倉　　賢，浜田　篤郎

　　　　　　　　　　　　（慈恵医大・寄生虫）

　　鈴木　昭男，幡場　良明
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　　　　　　　　　　　　（慈恵医大・附属研）

　　田代　　直　　　　　（慈恵医大・二外科）

　　吉田　　昭　　　　　　（東芝沼津診療所）

62　リベリアからの農業研修員に認められたマ

　　ンソン住血吸虫症の1例

　　松村　武男，宇賀　昭二，小西　英二，

　　中尾　雅春　　　　（神戸大・医・医動物）

　　佐伯　　進，馬場　茂明

　　　　　　　　　　　（神戸大・医・二内科）

63Praziquantel，NiclosamideおよびMebenda－

　　zoleの小形条虫に対する駆虫効果の実験的

　　研究　’

　　牧　　　純，斉藤　七瀬，柳沢十四男

　　　　　　　　　　　（北里大・医・寄生虫）

64　兵庫県下における児童の寄生虫卵保有者の

　　疫学調査

　　中尾　雅春，松村　武男

　　　　　　　　　　　（神戸大・医・医動物）

　　角田　沖介　　　　　　　（神戸逓信病院）

　　前島　健治　　　　（兵庫県予防医学協会）

65　タイ国で分離された病原性大腸菌と赤痢菌

　　の薬剤感受性とβ一ラクタマーゼ産生性

　　田中　　光，河野　　茂，重野　芳輝，

　　山口　恵三，斉藤　　厚，原　　耕平

　　　　　　　　　　　（長崎大・医・二内科）

　　S．Wongwanich，S．Ramsiri，

　　K　Vatcharas血蜘，0．Rachtrac㎞chai

　　　　　　（タイ国医科学局・臨床病理学部）

66　最近のらいの新患について

　　熊野　公子，村田　洋三

　　　　　　　　　　　（神戸大・医・皮膚科）

　　原田　禺雄　　（国立癩療養所邑久光明園）

67　膠原病患者における抗ATLA抗体

　　中山　志郎，石川　隆之，矢部　博樹，

　　永井　謙一

　　　（神戸市立中央市民病院・免疫血液内科）

　　矢田　久美

　　　　　　（神戸市立中央市民病院・輸血部）

68ELISAによる局所筋肉中のハブ毒の定量
　　（2）一局所における抗毒素の中和効果につ

　　いて一

　　野崎　真敏，山川　雅延，冨原　靖博
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　　　　　　　　（沖縄県公害衛研・ハブ支所）

69　ハブ毒とその筋壊死因子による血圧降下作

　　用一低濃度の場合一

　　鎭西　　弘　　（東京医歯大・医・医動物）

　　峰下　　哲，山本　憲男

　　　　（東京医歯大・難治疾患研・臨床薬理）

　　中西均　 （帝京大・医・薬理）

70　ヤマカガシ抗毒素の試作およびその臨床効

　　果について

　　川村　善治，沢井　芳男

　　　　　　　　　　　　　（日本蛇族学術研）

71　虫刺創の病理組織学的研究（第2報）

　　E．1LJalall・2，谷　荘吉1・2，

　　佐藤　喜一1，堀田　　進1，上村　　清3

　　　　　（金沢医大・熱帯医研1，同医動物2，

　　　　　　　　　　　　富山医薬大・病理3）

72　広東住血線虫卵の微細構造について

　　宇賀　昭二，荒木　万嘉，松村　武男

　　　　　　　　　　　（神戸大・医・医動物）

　　　　　　学　生　講　演

　　　　　　懇　　話　　会一

　　　　　　（次号掲載予定）
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一　般　講　演

1　蚊の系統間におけるウイルス感受性の違い

　の解明一ヒトスジシマカにおけるチクング

　ニアウイルス高感受性系統について一

　　山西　　浩　　　　（神戸学院女子短大）

　　小西　英二　　　（神戸大・医・医動物）

　ヒトスジシマカ数系統でチクングニアウイルス

感受性をプラック定量法で調べた。調べた系統の

うちオアフ系は，特に感受性が高い系統であった。

この系統で経口感染のウイルスの消長を平均感染

価でみると，感染後1日目で103・9PFU／mosq，3

日目　104・o　PFU，5日目　105・4PFU，7日目105・2

PFU，14日目に106・3PFUと変動した。このウイ

ルス変動を唾液腺，脳，前腸，中腸の器官別に観

察した。感染後3日目に中腸で7個体中全個体に

ウイルスが検出された。感染価は102・OPFUから

104・4PFUに分布していた。前腸では2個体から

検出され，唾液腺，脳からはウイルスは検出され

なかった。感染後7日目には中腸で6個体
（103・3～103・8PFU），前腸で2個体（10a7～1030

PFU），唾液腺，脳で7個体中1個体より検出さ

れ，感染価は低かった。14日目には中腸では全個

体でウイルスが検出されたが前腸で5個体，唾液

腺，脳で4個体から検出された。いずれも感染価

は高く，唾液腺で103・7～105・3PFU，脳で103・5～

105・1PFUであった。ウイルス感受性の低い兵庫

系では感染後14日目に中腸で7個体中5個体
（102・4～103・9PFU）で，中腸で2個体，唾液腺，

脳より1個体ウイルスが検出された。感受性の低

い仙台系でも，中腸と体液でウイルスの消長を比

較した。オアフ系では中腸の感染とともに体液も

感染するが，仙台系では体液に感染する個体は少

なかった。このようにウイルスの増殖において中

腸の役割は重要であった。

2　蚊におけるアルボウイルス感受性の電子顕

　微鏡的研究

　1．　ヒトスジシマカ（ノ46鹿s認加ρ露伽s）唾

　液腺にけるチクングニアウイルスの増殖

　　S㏄darto　S㏄㎞

　　　　　　　　（1翫㎞gga大・医・寄生虫）

　　松村　武男　　　（神戸大・医・医動物）

　　山西　　浩一　　（神戸学院女子短大）

　　小西　英二　一（神戸大・医・医動物）

　ネッタイシマカ（46伽㎎ψだ）と共に，ヒト

スジシマカG464肉8」δの勿伽ε）は，デングおよび

チクングニアウイルス（DENおよびCHIK）の重

要なベクターである。これらのベクターにおける

DENおよびCHIKの伝播機構については，現在

なお未解決の点が多い。今回，CHIK感染ヒトス

ジシマカの唾液腺を，電顕法と螢光抗体法によっ

て観察し，従来のDEN感染ネッタイシマカおよ

び哺乳類感染培養細胞における増殖像と比較検討

した。ヒトスジシマカは，CHIKに最も高い感受

性を示した実験室継代のOAHU系（L　Rosen博

士より分与），CHIKはアフリカ株（マウス脳お

よびBHK－21細胞継代）を供試した。成蚊を

CHIKを含むヒッジ脱線維血を用いてfeeding法

によって感染させ，26℃，相対湿度70％，長日条

件下で飼育した6最も蚊体内で高い感染価を示す

14日目に，低温麻酔後，実体顕微鏡下で，唾液腺

のみを採取した。そして1％オスミウム酸，およ

び2％グルタールアルデヒドで二重固定後，アル

コール脱水し，型どおりEpon包埋を行った。な

お，DEN－2型胸部接種によるネッタイシマカ唾

液腺（D．G　Gubler博士による）も同様に試料を

作成し，前者と比較した。現在までの観察によれ

ば，CHIK感染ヒトスジシマカ唾液腺の腺房細胞

細胞質matrix，およびその周辺のva㎝oleに散在

するウイルス粒子が観察されたが，Vero，KB，

BHK－21，感染培養細胞で観察された様な細胞表

面膜からの出芽は全く観察されなかった。この所

見は，DEN－2感染ネッタイシマカ唾液腺の観察
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所見と類似していた。

37侃o漉“ηeゐ’‘θ8婁pJθπ一επ8のDengue

　virus　type2に対する感受性

　　，山本　典巳，大山　昭夫

　　　　　　　　　　　（関西医大・微生物）

　ウイルスの分離，同定については感受性の高い

宿主を用いる事は論をまたない。従来，哺乳マウ

ス，および培養細胞がこの目的に用いられてきた

が，1974年以降，蚊を用いたウイルス分離，同定

も行われている。既に我々はDenguevi皿stype2

（D－2）のToエo吻％c厩εs砂」ε”吻郷体内での増殖

に関する報告を行ったが，今回は更に丁飢5ρ伽一

伽s成虫を用いて本蚊のD－2に対する感受性の

強弱を哺乳マウス，並びに培養細胞と比較した。

なお，実験には，107・5PFU／mJのD－2野生株

（BROO6，BR116），並びに固定株（Tr1751）が用

いられた。

　供試ヴイルス株を鴛．砂伽伽s，哺乳マウス，

Vero細胞を用いてassayした。その結果，BR

OO6株では108・8MID50／m1（翫．砂18”48郷），10L9

LD50／mJ（哺乳マウス），107・5PFU／m’（Vero細

胞）であり，BR116株に於てもほぼ同様の結果

を得た。ゴ方，Tr1751株では，109・2MID50／mJ，

108・1LD50／m1，107・8PFU／m’であった。

　次に丁瓢．功16”4伽s，哺乳マウス，Vero，並びに

C6／36細胞でのD－2のyieldをVero細胞にて求

めた。その結果，両野生株はほぼ同様の値を示し

平均108・3PFU／g（丁写．ゆ」6”吻πs），106・5PFU／g

（哺乳マウス），107・2PFU／mJ（Vero，C6／36細胞）

であった。一方，Tr1751株では哺乳マウス脳内

で108・2PFU／gと高いyieldを示したが丁彫．砂伽一

伽s，並びに培養細胞では野生株と大差がなかっ

た。

　更に丁瓢．砂伽4伽s頭，胸，腹部でのD－2の増

殖を検討したところ，D－2各株ともに胸腔内接

種後15日目に108・o－108’4PFU／gに達する事が判

明し，頭部でのD－2の増殖が他の部位と比較し

て優れている事が判明した。

　以上の結果より，丁飢功’伽伽sは従来Dengne

virUSの分離，同定に用いられてきた哺乳マウス，

および培養細胞の中では最も感受性が高い宿主と

判明した。また，丁飢釧伽4伽sを部位別に検討す

ると頭部の感受性が優れていると判明した。更に，

ル．ψ」ε％4吻sでのD－2のyieldを検討したとこ

ろ，Aε4εsα必の‘c伽s（GublerandRosen，1977），

五α励o伽銘廊（Ros6n，1981）のyieldと比較し

て低い値であった。この理由としてyield測定の

際のassayhostの違いに起因する事と推察され

た。

4　カラチ地方における蚊と脳炎に関する疫学

　調査
　　上村　　清（富山医薬大・医・寄生虫）

　　高須　俊明　　（日本大・医・神経内科）

　1983年7月から，科研海外学術調査のカラチ脳

炎調査隊で，パキスタン国カラチ地方で蚊と脳炎

に関する疫学調査を行った。カラチ市の民家寝室

3定点で，昼間Spraysheet法で蚊成虫を1年問

採集したのに加え，19地点で7－9月に随時蚊採

集を行った。その結果，雌蚊12，636匹，雄蚊

7，952匹が採集された。日脳媒介蚊コガタイエカ

は海岸寄りのアザム地区で最高1寝室に雌1，613

匹，雄571匹が採集された。7，8月に多く，河床

の水溜りや湧き水の溜りに発生しており，カラチ

市内に数は少ないが広く分布していた。カラチ市

郊外の湿地から，ハイデラバードにかけての水田

地帯には多発していた。

　マラリア媒介蚊．4ηψhε伽s妙擁’は屋内には

非常に少なかった。Aη．s幼卿伽sは屋内に多く，

河床水溜，地表汚水溜などに多発していた。ネッ

タイシマカはカラチ市都心部に分布し，用水槽，

壺などの小容器に発生していた。ネッタイイエカ

は年間を通じて市街部に多く，地表汚水溜，どぶ

に多発していた。

　カラチ市民病院神経科の年問脳炎症例55例のう

ち，急性脳炎30例，SSPE8例，他の亜急性脳炎

6例，その他11例で，血清学的に原因を推定でき

たのは14例で，そのうち日脳は3例であった。

　健常者などの血清抗体価の測定から，日脳その

他のアルボウイルス陽性率と抗体価は7月から3

月に向けて著しく上昇し，その後4月から6月に

向けて減少した。

　以上のことから，カラチ地方にはブタが宗教的
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理由から飼育されていないが，コガタイエカが少

数分布していて，日脳の小流行を水牛などで維持

できていると考えられた。

5　1984年タイ国チェンマイ地区における日本

　脳炎の臨床的調査

　　宍戸　春美（長崎大・熱帯医研・内科）

　　五十嵐　章，分藤　桂子

　　　　　　（長崎大・熱帯医研・ウイルス）

　Pien　Chiowanich，　Boonson　Poneprasert，

　Pinit　L㎞sukon，Jirapom　Supawadee，SuPhl

　Matheedol（Fa㎝lty　of　Medicine，Ch㎞g　Mai

　University）

　日本脳炎（JE）は，他の感染症に比較して死亡

率が高く，かつ救命しえたとしても重篤な神経学

的後遺症を残すことが少なくない。日本における

JEは，1966年の大流行以来激減しているが，日

本を除くアジア各地では，JEと思われる脳炎の

流行が多発している。今回，私共は，Chimg　Mai

Province（CMP）とChang　Mai　University　Hospital

（CMUH）における脳炎の統計を調査し，ウイル

ス学的にJEと診断しえた患者の臨床像を，デン

グウイルス感染症と対比して報告した。

　日本脳炎およびデングウイルス感染症の診断は，

患者の血清および髄液の抗体価測定，およびウイ

ルス分離により行った。

　CMUHにおける脳炎（1982年）の統計では，月

別患者数で5月一9月にピークがあり，男性が女

性の約L8倍で，11－15歳が最も多かった。死亡

率は16．2％（12／74）であった。cMP内のDis一

面ct別の統計では，Mae　Ai，Fang，Chiang　Dowの

脳炎罹患率が特に高率であった。CMUHにおけ

る日本脳炎では，デングウイルス感染症と比較す

ると，神経症状が主体で，白血球増多および

SIADHによると考えられるNa＋，crの低下が

特徴的であった。発熱は，両疾患ともに全患者で

認められたが，日本脳炎の方が高熱を呈する傾向

を示した。日本脳炎患者の初診時髄液所見では，

単核球を主体（75．2土24．1％）とする細胞数の中

等度増加（249．5±163．6／㎜3），および蛋白量の

軽度増加（67．1±31．3mg／d’）が認められ，糖量

は正常範囲（60．0±12．Omg／d’；同時血糖値は

102．4±34．4mg／d1）であった。急性期の脳波は

基礎波が高振幅徐波が主体で，経過中，高振幅鋭

波が一過性に認められる症例もあった。頭部CT

scan所見（急性期）では，generahzed　brain　ede一

㎜のための脳室内腔の狭小化が認められた。日

本脳炎患者の血清，髄液における血清学的検査で

は，IgM－ELISAの特異性が高く，また，血清よ

りも髄液の方が早期に本症と確定診断可能であっ

た。

　タイ国チェンマイ地区における日本脳炎の臨床

像は，本邦でのそれと一致する。髄液のIgM－

ELISAにより，第4－5病日という発病初期に本

症と確診可能であることが初めて明らかにされた。

現在，日本脳炎の本邦での発生は少ないが，今後

は，交通網の発達によって輸入感染症として発生

する可能性も考えられる（本研究は，昭和59年度

文部省科学研究費海外学術調査補助金の援助を受

けた）。

6　タイ国北部の山地民族居住地およびチェン

　　マイ市周辺における日本脳炎媒介蚊の調査

　　とウイルス分離

　　森章夫（長崎大・医・医動物）
　　五十嵐　章

　　　　　　（長崎大・熱帯医研・ウイルス）

　先にタイ国北チェンマイ地区で行った脳炎の調

査で，平地民のみならず山地民族にも，しばしば

脳炎患者が発生していることがわかった。一般に

山地民族は高地に住み，平地民とは異なった農耕

文化を持っている。この山地民族における日本脳

炎ウイルスの伝播様式を調べるため，1984年6月

から7月にチェンマイ県チョムトムのカレン族の

村パーモン，チェンダオのモン族の村サンパキア，

およびメアイのラフー族の村ローパクライにライ

トトラップを設置して，飛来する蚊を採集した。

採集された蚊は種類を同定した後，日本脳炎媒介

蚊からはウイルス分離を試みた。また山地との比

較のため，チェンマイ市周辺のメリムとハンドン

の2カ所の豚舎で採集した蚊についても，同様の

処理を行ってウイルス分離を試みた。パーモンは

海抜1，200mの山腹にあり，住民は水田耕作を

行っている。ここではコガタアカイエカ，C％伽
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望翅πsが採集されたがウイルスは分離されな

かった。サンパキアは海抜1，300mで山の尾根

にあり，焼畑に依存している。最も近い水田から

は35㎞隔たっている。日本脳炎媒介蚊は，極

くわずかしか採集されなかった。ローパクライは

海抜500mにあり，住民は水田を耕作している。

ここではコガタアカイエカをはじめ媒介蚊が採集

されたが，ウイルスは分離されなかった。これに

対し，チェンマイ市周辺で採集された蚊のうち

Cエ吻soooの加Zα1，641匹，20プール，コガタアカ

イエカ5，899匹，64プール，C鬼g顔伽s8，964匹，

82プールをウイルス分離に供し，コガタアカイエ

カ7プール，Cエルsoo6砂加臨C飢g痂吻sそれぞ

れ1プールから，日本脳炎ウイルスを分離した。

以上の結果から1，200m以上の山地民族の居住

地域では媒介蚊が少ないことから日本脳炎に感染

する可能性は低いものと思われる。また平地では

広大な水田耕作と大規模なブタの飼育が，日本脳

炎の流行をもたらしていぐが，蚊のウ，イルス保有

状況からみて感染の機会が多いのは，一雨季の初め

ではないかと思われる。

7　免疫電子顕微鏡法による日本脳炎ウイルス

　　の検出一蚊からのウイルス分離の迅速化に

　　ついて一

　　　降井佐太郎，若城　謙二，田辺　　巌

　　　　　　　　　　　（京都府衛生公害研）

　近年，コガタアカイエカからの日本脳炎ウイル

ス（JEV）の分離には，乳のみマウスに代って，

C6／36細胞が用いられている。この方法でJEV

を確認するには，血球凝集反応（m），血球凝集

抑制反応（Hl），および補体結合反応（CF）試験

を実施し，更にこれらの試験で陽性となった材料

を乳のみマウスの脳内に接種して発症を確認しい

ている。今回，我々は，これらのJEV確認試験

の代りに免疫電顕法を採用し，検査の迅速化を試

みたが，良好な成績を得た。

　その方法は，ブドウ球菌プロテインAを用いて

Andersonら（1973）のs㎝m－in－agar法を改良し

たもので，抗JEV血清を1％に含有した寒天を

マイクロトレイ中で固化させたものを用意してお

き，検査に際して試料をこの寒天上に重層した。

次いでプロテインAで処理したメッシュを試料上

に浮かべ，トレイごと37。Cに60分間放置した。

その後メッシュを寒天上から取り出し，ネガテイ

ブ染色して鏡検した。試料としては，本年6月上

旬から9月下旬にかけて採取したコガタアカイエ

カの乳剤をC6／36細胞に接種し，培養後CPEの

認められた培養液を濃縮・精製することなく，そ

のまま用いた。

　以上の方法で検査した結果，CPE陽性検体14

のうち13検体にJEVとみられる粒子が観察され，

1検体は，JEV様粒子を認めなかった。これらの

結果は，HAおよびCF試験の成績と一致した。

また，観察された粒子は，5分以内（多くは1分

以内）の鏡検で認められ，対照として検査した

CPE陰性検体では，そのような粒子は全く認め

られなかった。これらの粒子は，そのほとんどが

単在であったが周囲に抗体の付着が認められ，一

部に凝集しているものがあり，JEV粒子と判定さ

れた。

　以上の結果，本法でJEVの確認が約1．5時間で

実施できることが判明し，検査の簡易化および迅

速化に有効であると考えられた。

8　Dengue　vi㎜s　type2野性株の哺乳マウ

　　ス継代による宿主感受性の推移

　　大山　昭夫，大杉　幸男，前田　耕平，

　　　吉城　豊子　　　　（関西医大・微生物）

　ICR系1－2日齢の哺乳マウスの脳内，あるい

は腹腔内に継代を繰り返し，死亡率，ウイルス量，

感受性の差異，plaque性状の変化，温度感受性，

脳組織の病理的変化等を検討し，株間のv㎞一

lence，病原性の指標，評価に有効なmarkerを得

ることを目的とした。その結果，

　L　両野性株何れも初代の脳内接種では死亡率

は0～10％であったが，5代目には両野性株共に

60－70％となり，10代以降には100％に達し，脳

内ウイルス量は継代1－5代目までは105・o～107・o

PFU／g（Vero細胞）を示し，BROO6の方がvirus

titerは高く，10代以降では何れの株も108・o～

109・OPFU／gを示した。

　2．　腹腔内接種による継代では9代目までは発

症はみられなかったが，BROO6では11代目から，
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BR116では15代目から脳内ウイルス量は何れの
株も106・o～7・OPFU／gであった。

　3．BROO6－Scloneの脳内継代では親株とほぼ

同種の死亡率のパターンがみられ，L－cbneでは

親株よりやや死亡率の高い傾向がみられた。

　4．初代でのplaquesizeを比較すると，BR

OO6株ではs剛sセe（平均値0．25㎜）と血ter－

me曲tesize（0．93㎜）が多く，5代目になると

intemlediatesizeは激減し，圧倒的にsma皿size

（0．30㎜）が優位となり，いわゆるp曲ole様の

plaqueを呈した。10代以降も同様の分布を示した。

一方BR116株の場合，初代ではintemlediate

size（0．78mm）が多数を占めた。10代目以降で

はs圃size（0．66㎜）が顕著であるが，BROO6

株にみられたpinhole様のplaqueではなく，15代

目でも0．4－0．6㎜（0．53㎜）のsセeが優位で

あった。

　5．BROO6－Scloneの脳内継代ではL－clone

に較べ2代目で既に直径0．3㎜の鋤olesセe

が90％以上みられ，腹腔内接種の継代の場合，脳

内にみられるplaqueは何れの株でも殆どすべて

phlholesizeであった。

　6．　BR　OO6株脳内10代継代株において38，5。C

の培養にてウイルスの増殖抑制がみられた。

　7．BROO6株の初期の継代においてpiamat－

ter，cortexに軽度の円形細胞浸潤があり，継代が

増すにつれperivascular㎝ffs，edema，necrosisが

認められた。BR116株においても中等度の炎症

性変化が観察された。

9　Dengue　virus脳内接種マウスの聴覚障害

　　に関する研究（第1報）

　　佐藤　喜一，堀田　　進，酒井　博美

　　　　　　　　　　（金沢医大・熱帯医研）

　第2次大戦中にデング熱に感染した既往を持つ

人の中には，難聴，耳鳴，視力障害などの後遺症

が認められた（操，1944）という報告がある。一

方，流行性耳下腺炎に罹患した小児に，いわゆる

「おたふくつんぼ」とよぶ感音難聴の発症が臨床

的にみられることは既知の事である。そこでデン

グウイルスによる難聴発症機構を明らかにする目

的で以下の実験を行った。

　材料および方法：実験動物として，3週齢の

DDYマウス11匹（雄）を用いた。6匹はデング

ウイルス（以下DVと略記）接種群とし，5匹は

対照群として生食水の注射をうけた。実験処置を

施す前，いずれのマウスもPreyer耳介反射が正

常であることを確認し，両群から1匹ずつ，ABR

（AuditoryBrainstemResponce聴性脳幹反応）を測

定し，刺激音10，000Hzに対する最小域値と波

形を求めた。DV（mouse－adapte吐1型，望月株，

10％感染脳乳剤，LD50＝107／m1）をマウス1匹当

たり0．02mJあて，頭皮経由で脳内に接種した。

対照群のマウスには1匹当たり生食水0．02m’を，

DV接種群と同じく頭皮経由で脳内に注射した。

　両群とも実験室内で飼育し，経日的に1日最小

2回，肉眼的に全身状態を観察し，またPreyer

耳介反射を観察した。DV接種マウスは全例，接

種後5日目から6日目にかけて下肢の麻痺，不規

則な全身痙攣，不規則な呼吸並びに眼脂貯留によ

る開眼不能状態等，定型的なデング感染徴候を示

した。この時期に，ネンブタール麻酔後ABRを

測定し，続いて2．5％グルタールアルデヒド液で

生体還流固定を行った。その後断頭し，頭部を同

じ固定液で1週間固定し，脱灰後，定法に準じて

セロイジン標本を作成し，聴器と大脳を検索した。

　成績：ABRの変動；DV接種マウスでは対照

群に比較して約10dB域値上昇した。この事は

DV感染により難聴が惹起されたことを示唆して

いる。聴器の組織像；中耳腔粘膜の著明な浮腫が

DV感染動物全例にみられた。

10　Snowshoehareウイルス（ブニヤウイル

　　ス属）のMRNAのクローニング

　　　江下　優樹　　　（帝京大・医・寄生虫）

　　　D．H．L．Bishop

　　　　　　　（英国NERCウイルス研究所）

　蚊媒介性のsnowshoe　hare（SSH）ウイルスは，

カナダなどの北米に分布しており，小児の間で脳

炎を起こす病原体として知られている。そのゲノ

ムは，3本のマイナス鎖RNAで構成されていて，

分子量の違いによって，S（sma皿），M（medi㎜），

およびL（蛤rge）セグメントに分けられる。S

RNAには，ヌクレオカプシッド蛋白質（N：
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26，8x103ダルトン）と非構造蛋白質（NSs：

10．8x，103ダルトン）の2つの蛋白質がviral－

complementary　sequence　に　over蛤PP血1g　reading

丘amesとして，コードされている。また，その

mRNA（メッセージ・センスのRNA）のクローニ

ングによって得られたクローンの塩基配列から，

その5’末端には，宿主細胞由来のRNAと思われ

る，塩基数約14の非ウイルス性の配列がある事が

わかった（Bishopら，1982）。MRNAでは，ウイ

ルスを感染させた宿主細胞内に産生される蛋白質

の解析から，2つのウイルス性糖蛋白質（G1：

115×103ダルトン，G2：38×103ダルトン）と2

番目の非構造蛋白質（NSM：15×103ダルトン）

をコードしている事がわかった。しかし，M

RNAのcDNAクローンはまだ得られていなかっ

た。LRNAには，ウイルスを感染させた細胞内

に特異的に認められる比ge　protein（L：200×103

ダルトン）がコードされていると考えられている。

著者らは，MRNAのクローニングを行い，その

塩基数と配列を決定した。クローニングまでの手

順は，次の通りである。1．BHK－21細胞へのウ

イルス感染，2．フェノール抽出法によるウイル

スRNAの調製，3．合成したプライマーと各種酵

素を用いた2本鎖の相補的DNA（cDNA）の合成，

4．cDNAを組み込んだプラスミド（pBR322）を

大腸菌（MC－1061）に挿入，5．得られたコロ

ニーのスクリーニング，6．マキサム・ギルバー

ド法（1980）による塩基配列の構築。その結果，

MRNAは4，527個の塩基（1．5×106ダルトン）を

持つことがわかった（本研究は，アラバマ州立大

学微生物学部門において行われた）。

11・Snowshoehareウイルス（ブニヤウイル

　　ス属）のM　RNAの塩基配列

　　　江下　優樹　　　（帝京大・医・寄生虫）

　　　D．H。LBishop

　　　　　　　（英国NERCウイルス研究所）

　snowshoe　hare（SSH）ウイルスのM　RNA（塩

基数：4，527）に相補的なDNA（cDNA）の塩基配

列を解析して，次のことが明らかとなった。SSH

のviral　MRNAに相補的な塩基配列（メッセー

ジ・センスのRNA）の中に，唯一のコード配列

が見い出された。このgene　productは，1，441個

のアミノ酸からなり，＋27の電荷を持ち，分子

量は162，391ダルトンであった。これは，MRNA

にコードされている2つの糖蛋白質（G1，G2）と

2番目の非構造蛋白質（NSM）を合計した値にほ

ぼ一致した。この蛋白質を構成する全アミノ酸の

5％はシステインであったが，分子内のS－S結

合が何処で起こっているかは現在のところ明らか

でない。また，アスパラギンと連鎖したglycosy－

ladonの個所が5つ推定され，その内の4つはア

ミノ末端側にあった。この蛋白質のアミノ末端側

には疎水性のシグナル配列があり，またカルボキ

シ末端側には長い疎水性のトランスメンブレン配

列があった。さらに，3ないし4つの疎水性の長

いアミノ酸配列がその内部にもあった。これらの

事から，ウイルスの成熟場所としてのゴルジ体に

ウイルスの糖蛋白質を留めておく機能を持つこと

が推定された。M　v丘a1－complementaly　RNA（メッ

セージ・センスのRNA）の5’末端の非コード領

域の塩基数（61）は，3’末端のそれ（142）より短

かく，SRNAのそれらと同様であった（本研究

は，アラバマ州立大学微生物学部門において行わ

れた）。

12ヌードマウスにおけるPπε研πoo“8‘ε8

　　eαr∫ηεεおよびPπε混〃aoe脚伽cαrJπ記肺

　　炎に関する透過型電子顕微鏡的研究

　　　山田　　稔，松本　芳嗣，吉川　尚男，

　　　吉田　幸雄　　　（京都府医大・医動物）

　ステロイドなど免疫抑制剤の投与により発症す

るヒトのP麗％吻oσs痂昭吻∫f（以下Pcと略）肺

炎の研究には，ラットが実験モデルとしてよく用

いられる。一方，ステロイド非投与Pc肺炎の研

究には，先天的胸腺欠損動物であるヌードマウス

が好適な実験モデルになる。正常なヌードマウス

（BALB／cnu／nu）をビニールアイソレーター内で

Pc感染ヌードマウスと同居させておくと感染が

移行し，ステロイドなどを投与しなくても15週目

位を過ぎると重篤なPc肺炎を呈し死亡する。そ

こで今回，我々は同居10週以上経過したヌードマ

ウスの肺を，グルタールアルデヒドとオスミウム

酸により二重固定し，その後常法通り包埋，薄切



し，JEM－100S透過型電子顕微鏡を用いてPcの

寄生態度およびPcと宿主細胞との関係，Pcの

微細構造などについて観察した。①Pcの寄生態

度およびPcと宿主細胞との関係：軽度感染肺胞

ではPcは1型肺包上皮に密接に付着し単層をな

し，次第に虫体数が増加して中等度感染になると

二重，三重に重なって1型肺胞上皮を覆うように

なり，重度感染肺胞になると，Pcは石垣状に肺

胞内に充満する。Pcは皿型肺胞上皮内に付着す

ることはなかった。また，まれにPcが1型およ

び狂型肺胞上皮内に観察されることもあった。

Pcは一般に肺胞上皮を覆う肺胞被覆層中に存在

した。また肺胞腔内に遊走したマクロファージや

好中球が，Pcを貧食している像が観察された。

②微細構造と生活史：虫体の殆どが栄養型で前

嚢子や嚢子が少ないのがヌードマウスにおける

Pc肺炎の1つの特徴であった。虫体は微細形態

上，ラットのPcと殆ど異なる所がなかった。栄

養型においてしばしば核分裂像が観察されたり，

2個の核の断面を認めた。以上の所見より，ラッ

トでは栄養型から嚢子への発育が顕著に認められ

るのに比べ，ヌードマウスでは栄養型による分裂

増殖，特に従来より想定されている2分裂による

増殖が，頻回に起こっているものと推察された。

13Pπe麗肌oe“8εε8cα”πε’のfreeze・fracture

　　法による微細構造　1．栄養型の細胞内器

　　官について

　　　吉川　尚男，吉田　幸雄

　　　　　　　　　　（京都府医大・医動物）

　　　森岡　宏行

　　　　　　　（京都府医大・中研・電顕室）

　P翅％伽σs漉o碑擁のフリーズフラクチャー法

による微細構造の研究は，Yonedaε’砿（1982，

1983）の報告しかなく，我々はP．08吻∫∫の生理，

生態などを知る目的で詳細に観察を行っている。

今回は，主に栄養型の細胞内器官について報告す

る。

　栄養型の細胞質内で割断された場合，種々の細

胞内器官の膜面，または割断面が観察できた。核

はその特徴的な核膜孔の存在により容易に他のも

のと区別できた。核膜孔は直径約95㎜と一定
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で，ほとんどの虫体において核全体に均一に分布

していたが，時に核の一部に集まっている虫体も

認められた。50虫体の核膜孔の平均値は，1μm2

当たり8個と今までに報告されたヒト病原性原虫

の中で，もっとも少ない部類に属した。

　核膜孔数と核の代謝との関係については多数の

報告があり，一般的に核膜孔の多いことは機能的

に活発な核を意味していると言われている。P．

偲吻露は，その核膜孔数が他の原虫と比較して少

ない事から，核の代謝が低い生物であると思われ

た。

　一方，核膜の膜内粒子の分布は，P面では凝集

像を示し，それに対しE面ではほぼ均一に分布し

ていた。このような膜内粒子の分布は小胞体にも

見られ，核膜と小胞体とがつながっている場合に

は，両者に差違は見出せなかった。この結果は，

一般に述べられている粗面小胞体が核膜由来であ

る事と一致しいている。

　その他，細胞質内には，ミトコンドリア，

vacuole，一定の大きさのroundbodyが認められ

た。ミトコンドリアは分岐像を示し，その外膜の

膜内粒子の分布は，P面・E面ともにやや不均一

に分布していた。vacuoleは，膜内粒子を有する

ものと，欠除しいているものとに大別され，粒子

を有するvacuoleは，他の細胞内器官よりもはる

かに少ない粒子数を示した。

14抗寄生原虫作用を有するヌクレオシド・ア

　　ナログとその作用機構

　　　平岡　　修，佐竹　弘靖，綿矢　有祐

　　　　　　　　　　　　　　（岡山大・薬）

　　　松田　　彰，上田　　亨　　（北大・薬）

　寄生原虫感染症に対する治療薬は，現在Pen－

tostamやAmphotehcin　Bが使用されている。し

かしいずれも強い副作用を有するために，より有

効で副作用の少ない，簡便に使用できる抗原虫剤

の開発が望まれている。我々は，寄生原虫の核酸

代謝系が宿主とは異なりプリンヌクレオチドの新

生（磁”oびo）合成系が完全に欠損し，かつ寄生原

虫特有の宿主と異なるsalvage系路を有すること

に着目しプリンヌクレオシド・アナログの抗原虫

作用の検索を行った。
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　これまでに130種のヌクレオシド・アナログ

の抗寄生原虫作用をL廊h卿伽勿伽砂吻および

L廊h翅θ物吻”o槻痂を用いて増殖阻害を指標と

してスクリーニングしたところ3’一deoxyinos㎞e

（3’＿dI）に高い選択毒性があることがわかった。

3’一dIの五．伽吻6σに対するEC50値は，4．43×

10－7（初で，宿主のモデルとして用いたマウ

ス乳癌由来FM3A細胞に対するEC50値は，

1．25×10－4（λので原虫に対して約300倍の選択

毒性があった。3’一dlのL．伽の加内でのヌクレ

オチドヘの代謝を高速液体クロマトグラフィーを

用いて調べたところ，毒性の弱い3’一dlが原虫内

で毒性の強い3’一dATP（cordycepin－5’一tdphos－

phate）に代謝されていることが解った。このよ

うに毒性の弱いイノシン型のヌクレオシド・アナ

ログが，原虫内で代謝されて毒性の強いアデノシ

ン型のヌクレオチドに変換されるために，高い選

択毒性が得られることが解った。さらに今回スク

リーニングした結果から次のようなことも解った。

1）ヌクレオジドの糖部がribose，3－deoxyゴbose

およびcarbocychcriboseが有効であり，2－

deoxyriboseは有効ではなかった。2）ピリミジン

ヌクレオシド・アナログは，有効ではなかった。

157亀四αη080配α6剛c初gα腕配ε麗εの血流

　　型培養：マウス各臓器線維芽細胞の影響

　　　PeterJ．M㎞do，柳　哲雄，

　　　中澤　秀介，福間　利英，神原　廣二

　　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・原虫）

　Tりψα”os㈱伽κ8J　speciesの血流型原虫の長期

連続培養は蛭海ら（1977）のbovine飾roblast－Hke

ce皿sをfeeder　layerに用いて成功して以来他のと

ころでも，一般の研究室には入手困難な哺乳類の

細胞や血流を用いて成功しているが，今般私たち

はICRマウスから分離後極めて新しい（3カ月

以内）脳由来と，筋肉由来の線維芽細胞を艶eder

layerに用いて，丁互8襯δ伽s6（We皿come　strain）

を2カ月間にわたり2×107parasites／mJ／dayの

収量を得ながら簡便に培養できることを見い出し

た。さらに次の諸点も判明した。すでにTamer

（1980）が指摘するように，原虫はfeeder　layer

の細胞間と細胞層下に侵入して増殖しclusterを

形成するのを本実験でも同様に見た。マウスの他

の臓器の心臓，腎臓，皮膚由来の線維芽細胞，樹

立化した筋肉由来の線維芽細胞，ならびにL－ce皿

らを‘eeder　layerに用いると，いずれの場合も原

虫は増殖しなかった。培養液に5％jetalsemm

と5％磁se㎜加MEMを用いたとき原虫の
増殖が可能であったのに対して，10％誼se㎜

加MEMでは2週を超えて培養し得なかった。

光顕レベルでは培養原虫は感染マウスの血流型原

虫と形態学的に差異がなかった。培養60日後の原

虫をマウスに接種したとき，マウスで継代してい

る原虫を接種した場合と等しい日数でマウスを死

亡せしめたので，感染力に関して明らかな差異は

認められなかった，などである。

　脳由来，ならびに筋肉由来の線維芽細胞が，7㌃

互8の長期培養のfeeder　layerとして適する要因

の解明は今後の課題である。

16　トリパノソーマ・クルージに対するSpra・

　　gue・Dawleyラットの感染抵抗性

　　　三浦左千夫，竹内　　勤，浅見　敬三，

　　　小林　正規，奥沢　英一

　　　　　　　　　　（慶応大・医・寄生虫）

　演者らは従来の研究より，Sprague－Dawley　Rat

（SD－mu／＋）がTりψ4”oso㎜o瓶z’（丁伽切感

染に対して自然抵抗性を示す事を報告した。その

メカニズムの一部として，非免疫マクロファージ

が強く関与している事を超微形態学的に示唆した。

今回は更にSD－mu／＋ラットのマクロファージ

の貧食能について，ルミノール依存性科学発光

hm曲noldependentchemilumhlescence，（CL）を利

用し，貧食の際に産生される活性酸素について，

T㈱」に高い感受性を示す同系のathymic　nude

rat（mu／mu）を対照に検討を行った。マクロ

ファージの培養は，Hank’s　medi㎜ユ／37℃／CO2艀

卵器にて行った。T‘摺z∫虫体はTulahuen株で

マウス，およびヌードラットを用いて継代維持し

ている虫体を，DE52カラムを通してTrypo－

mas廿goteを分離して用いた。また同虫体をグル

タールアルデヒドにて固定後，死虫体として調製

した。一方，LIT　medi㎜にて培養を行ったEpi－

mastigote，およびFMLPを用いおのおののマク
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ロファージのCL量の変化と，その最大値を示す

迄の時問等を検討した。その結果，SD－mu／＋

ラットマクロファージに比べ，ヌードラットマク

ロファージ内に多数虫体が存在する事は明らかと

なり，CL量の変化もmu／muラットマクロ

ファージに対して，SD－mu／＋ラットマクロ

ファージのそれは明らかに高い値を示し，活性酸

素量が多い事を示唆した。またT　o郷zゴEp㎞sh－

gote虫体を作用させた時のCL値はSD－mu／＋

ラットマクロファージにおいて，Trypomastigote

虫体を作用させた時の1／25以下を示し，最大値

を示すまでの時問の延長が見られた。

　以上の今回得られたデータは，SD－mu／＋

ラットとmu／muラットのT‘㎎’感染に対する

感受性の差異の点で，感染初期の貧食殺虫機能が

大きく関与している事を，強く示唆するもので

あった。

17　トキソプラズマ溶解抗原投与マウスのバベ

　　シア感染時に示した臓器中リンパ球の動態

　　　宮上　禎肇，関口　信一，桜井　治久，

　　　斉藤　篤志，鈴木　直義

　　　　　　　　　　（帯広大・獣医・生理）

　　　佐藤　基佳，広瀬　恒夫

　　　　　　　　　（帯広大・獣医・放射線）

　To卿ρ」σs甥σ溶解抗原（TLA）とFIAの乳剤投

与により，．Bαわεs伽猶04肱謝（致死性）に対する抵

抗性がICR∬CLマウスで成立することを，第25

回本大会で報告した。引き続き，TLAと軽質鉱

物油（LMO）乳剤投与による，バベシア感染に対

する宿主の応答を検討した。

　TLA（100μg）一LMO乳剤を14日おきに2回マ

ウス腹腔内に投与し，初回投与より28日目にB．

御伽α編感染赤血球102個を，腹腔内に接種した。

接種前1日目と接種後10日目にTLA投与群と非

投与の対照群の胸腺，脾臓，肝臓の病理組織学的

検討を行った。さらに螢光抗体法により，血液，

および各臓器中のリ．ンパ球（Thy－1陽性細胞・

lg＋細胞）の動態を検索した。

　血液：両群とも感染まえに比べ，感染後のリン

パ球の増数がみられた。胸腺：TLA投与群では

感染前に胸腺の腫大がみられ，胸腺細胞の増数が

みられた。感染後10日目では両群ともに胸腺の萎

縮がみられた。TLA投与群では，胸腺皮質にお

いて細網細胞の増殖がみられた。対照群では，結

合織と細網細胞が大部分を占め，さらにリンパ球

の崩壊像がみられた。肝臓：感染前1日目の

TLA投与群では，一部に肝細胞の溜濁腫張，囲

管性リンパ球集籏RES系の活性化が認められた。

感染前，および感染後の肝臓切片を，螢光抗体法

を用いて検討したところ，囲管性に集籏していた

細胞は，主にThy－1（＋）細胞であった。対照群

では感染10日目に同様の細胞集籏がみられたが，

これらは主にThy＿1（一）細胞であった。脾臓：

TLA投与群では感染前1日目において軽度の腫

大がみられ，リンパ濾胞の活性化が認められた。

感染10日目では腫大はさらに増して，T・B細胞

以外の増数が認められた。対照群においても感染

後の腫大は著しく，一部にはリンパ濾胞の疎髪化

とリンパ球の変性がみられた。また細胞細胞の増

殖もみられた。

　以上の所見より，TLAは免疫担当細胞の生体

内での動きに大きな影響を与えている事が推測さ

れ，原虫感染によって引き起こされる宿主の免疫

応答に，変化を与えうる物質ではないかと推察さ

れた。

18　ヒトにおけるトキソプラズマ抗体量の年次

　　変動について

　　　高橋一純子，小西　英二，松村　武男

　　　　　　　　　　（神戸大・医・医動物）

　三木市住民の健康診断で集められた血清を対象

とした，トキソプラズマ（Tp）抗体保有調査の結

果，ELISA抗体値の頻度分布は陽性集団と陰性

集団から成る2峰性を呈し，男女間，年齢間で陽

性率は異なっていても，陽性集団の平均抗体値に

は差が認め∫られなかった（第25，回本総会，1983

年）。このことは，集団として捉えたとき，一度

感染を受ければ排除することができない宿主と，

本虫の片利共生関係に液性免疫上，一種の平衡状

態が存在することを示す。今回，1982年から1984

年にかけて三木市の健診で20歳か・ら83歳の男女

636人から採取したペア血清を対象として，Tpに

対するELISA抗体値の1年間の変動を数量化し，
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2峰性分布がどのように維持されているかを解析

した。

　1年間のELISA値変動が0．1以上を有意変動

とすると，全体で増加は13検体（2．0％），減少は

27検体（4．3％）であり，陽性者の中でも66．4％

は変動がなかった。この変動は抗体値の低いもの

に増加，高いものに減少の傾向があり，増加した

検体の平均ELISA値（0．496）は減少したもの

（0．920）と有意差が認められた。抗体の平均変動

量は，0．273（増加），0．204（減少）であった。増

加した検体の抗体値は0．2～0．8の範囲であり，減

少は0．3以上の検体に認められた。減少したもの

の割合は抗体値の上昇とともに増加したが，増加

したものは20％を越えなかった。

　以上の結果，2峰性分布が維持されたのは，全

体の93マ％が無変動であったことと，増加群と減

少群が見合っていたこ，とによる。特に抗体値の低

い血清で噌加，高い血清で減少する結果，これら

の抗体値は陽性集団のピークである0・5～0．6に集

中する傾向があり，逆に0．5～0．6の集団は大きな

変動をとり分布の分散に寄与することが示された。

19　マンソン裂頭条虫の新しい実験的終宿主に

　　ついて

　　　内田　明彦，村田　義彦

　　　　　　（麻布大・環境保健・環境生物）

　マンソン裂頭条虫5♪吻耀惚爾η㏄εゴの終宿主

は現在までに犬科（犬，狼，狸，狐），猫科（猫，

虎，ライオン）の動物が知られており，それ以外

の哺乳動物は中間宿主，あるいは待機宿主のあつ

かいを受けている。本条虫の生態を研究する上で

上記の動物よりさらに小型の実験動物モデルの探

索は，今後免疫学，生化学的研究の上からも，絶

対的に必要と考えられている。我々は数年来，本

条虫の小型実験動物化に向けて研究を進めている

が，今回，ハムスターで成虫となることが明らか

になったので報告する。

　材料および方法はシマヘビの皮下より採集した

P伽㏄就o毎を，ゴールデンハムスター（体重

120－180g，8週齢）にそれぞれ50匹ずつ経口感

染し，後日剖検により虫体を回収した。その結果

感染9－11日目より糞便内に虫卵を排出し，感染

15日目の剖検により1－2匹の成虫を回収した。

虫体は体長25～65cm，成熟片節での体幅10－14

㎜を測定した。内部形態は犬，猫から得られた

成虫と形態学的に一致しマンソン裂頭条虫5亟許

伽θ伽副η㏄8ゴと同定された。また成虫になれな

かったP伽oo鷹o躍は，その大部分が皮下組織内

に移行し，マンソン裂虫症となっていた。

　従来ハムスターは，非固有宿主といわれてきた

が今回の結果より固有宿主にもなりうることが明

らかとなったと同時に，成虫にならなかった虫体

は裂虫となったことから，ハムスターは固有宿主

であると同時に非固有宿主と言う非常に特異な動

物である。マンソン裂頭条虫は人では，その報告

例の大部分がマンソン裂虫症で幼虫寄生であるが，

少数例ながら成虫寄生例があり，今回のハムス

ターの結果とよく似ている。この人に於ける成虫

になるメカニズムについてはまだ不明であり，今

後ハムスターを使用して解析できることを期待す

る。

20　実験的マンソン孤虫症における虫体の体内

　　移行経路と末梢血中好酸球の出現状況

　　　内田　昭彦，堀川　真弓，内田紀久枝

　　　　　　（麻布大・環境保健・環境生物）

　マンソン裂頭条虫プレロセルコイド（Pl）の第

2中間宿主体内，あるいはparatenec　host内にお

ける体内移行経路に関しては，安藤・伊藤（1920，

1921），江口（1924），名越（1928），岩田（1932）

が報告しているが，いずれもPlがいかにして消

化管を穿通して皮下組織内に移行してゆくかを究

明したもので，近年に入りK㎞ら（1984）はマウ

スを用いて体内移行を調べているが，やはり前記

の報告と同様である。そこで，我々はマウス腹腔

内にPlを移植し，ここをPlの出発点として，体

内移行経路を調べた。また鳥類における体内移行

に関しては全く不明であることから，マウス同様

の実施を行った。一方，人におけるマンソン孤虫

症で，末梢血中の好酸球は一般に殆ど増加はみら

れないと言われているが，今回実験的にラットに

マンソン孤虫症を作り，末梢血中の好酸球も調べ

た。その結果，マウスでは移植後6時問までは移

行は認められず腹腔内に留まっていたが，ニワト
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リでは移植2時間後より移行が認められた。マウ

ス体内での移行経路は，腹腔→皮下→筋肉内と移

行し，最終移行部位は背部および頸部の脂肪塊付

近，前肢腋下および大腿部内側で，K㎞ら
（1984）の結果と一致した。ニワトリでの体内移

行経路は，腹腔→皮下と腹腔→胸腔→皮下と2つ

の経路があると考えられる。これらのことからマ

ウス，ニワトリを比較すると，ニワトリはマウス

よりPlの移行開始は早いものの，最終移行部位

までの到達時間は遅いことが明らかとなった。一

方，ラットにおける実験的マンソン孤虫症での末

梢血液中の好酸球の出現状況は，移植後2週目に

おいて最大に増加し，その後緩やかに減少し11週

で正常に戻った。

21　各種寄生蠕虫の好酸球および好中球遊走活

　　性の比較

　　　堀井洋一郎，中西　弘有，藤田紘一郎

　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物）

　　　大橋　　真　　　　（宮崎医大・寄生虫）

　　　石井　　明　　　（岡山大・医・医動物）

　多くの寄生蠕虫症，ことに組織内寄生虫症にお

いては，炎症細胞の浸潤が著明である。最近これ

らの炎症細胞の集積に関与する物質（ECF，NCF）

が寄生虫それ自身から証明された。これらの物質

の各寄生虫種間の分布を知ることは，多くの異

なった病理像を呈する様々の寄生虫性炎症像を整

理するうえで，有効な方法の一つであると考えら

れる。そこで今回酬吻伽，吻加痂爵成虫，、肋砂’一

〇sホo脚oα”∫”％伽成虫，ノ4so副ss％％御成虫，丁短一

〇h伽〃α砂伽鳩3期幼虫，0加伽sホ㎜8伽猶o猶副成

虫の5種線虫，助加耀伽ε吻㏄8ゴプレロセルコ

イド，0ψ弼4伽魏‘砺伽脚成虫の2種条虫，日本

産Fαso観αsp．成虫，P伽㎎～o痂翅％sI〃εsホε””伽∫成

虫と幼若虫，、P．卿加εσ航成虫，S訪溺oso吻α彿伽一

so痂成虫，εノの伽伽吻虫卵の5種吸虫の計12種

についてECF，NCFの活性を比較検討した。ホ

モジナイズした材料はPBSに抽出し，10万gで

遠心後の上清を，Lowry法にて蛋白量を調整し

た。ブラインドウェルチャンバーと，ミリポア

フィルター（径3μm）を用い，モルモット腹腔

細胞を用いて従来の方法通りケモタキシスを行っ

た。コントロールとして馬血清，ovalbuminを用

いた。G．4．，S訊，Eψ，P．蹴，P．徽およびS。

ブ虫卵は非常に強い好酸球遊走活性を示した。こ

れらの寄生虫はいずれも組織侵入性の寄生虫であ

り，局所に著明な好酸球浸潤をひき起こすことが

知られていることから，これら寄生虫の持つ好酸

球遊走活性の関与が強く示唆される。一方，好酸

球遊走活性はすべての寄生虫にみられた。実際の

寄生虫性病変でも多くの好酸球浸潤がみられ，ま

た宿主の免疫応答（抗体産生等）の発現しない極

く初期の感染においても，．好酸球浸潤のみがみら

れる現象はこれらの物質で良く説明できることが

わかった。

22　マンソン住血吸虫卵に対する肉芽腫の宿主

　　尿素サイクル酵素活性への影響

　　　田辺　將信，金子　信明，竹内　　勤，

　　　浅見　敬三　　　（慶応大・医・寄生虫）

　マンソン住血吸虫感染ICRマウスにおいて，

肝内尿素サイクル酵素，carbamoylphosphate
synthe惚se　I　（CPS－1），　onオ廿血1e廿anscarbamylase

（OTC）およびarghlase活性が著明に低下する。

この機構を生化学的に解析した結果について報告

する。実験にはICR♀マウス（7～8週齢）を

使った。プエルトリコ産マンソン住血吸虫セルカ

リアを100隻／マウス感染させ，実験に供した。結

果：1）正常マウスの腹腔への肉芽腫の移植によ

り，肝内CPS－1，0TC活性が有意に低下した。

2）正常マウスの腹腔への虫卵の注入により，肝

内CPS－1活性が有意に低下した。3）正常マウス

の腹腔への肉芽腫の粗抽出液，あるいは培養上清

の注入により，肝内CPS－1活性が有意に低下し

た。4）初代培養マウス肝細胞培養液への肉芽腫

粗抽出液の添加により，培養細胞のCPS－1活性

が有意に低下した。5）正常マウスの腹腔への感

染マウス脾細胞，あるいは脾臓粗抽出液の注入に

より，肝内CPS－1活性が有意に低下した。6）以

上の結果に対し，正常マウス肝臓粗抽出液，非感

染マウスの脾細胞，および脾臓抽出液，虫卵の粗

抽出液，感染，非感染マウスの血漿の投与は，い

ずれも効果を示さなかった。7）肉芽腫粗抽出液

から活性物質の精製を行い，硫安塩析（33～
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65％），イオン交換クロマト法，ゲル濾過法によ

り部分精製が可能となった。

　以上の成績から，マンソン住血吸虫感染で形成

された虫卵生肉芽腫あるいは脾細胞中に，宿主肝

細胞に作用し，その尿素サイクル酵素，特に

CPS－1活性を低下させる作用を持つ物質が含ま

れていることが推測された。本物質の物理化学的

性質，肝細胞への作用機序，本症における肝線維

化への関わりあい等についてはなお不明である。

現在，本物質をより高度に精製しており，高純度

の活性物質を用いて，以上の問題点を解析してゆ

く予定である。

23　日本住血吸虫の虫卵一並びに虫体一抽出液

　　の変異原性について

　　　石井　　明，松岡　裕之，安治　敏樹

　　　　　　　　　　（岡山大・医・寄生虫）

　　　早津　彦哉，綿矢　有佑，有元佐賀恵

　　　　　　　　　（岡山大・薬・薬品化学）

　住血吸虫と癌との関連については，従来疫学

的にまたは実験動物において，論ぜられてきてい

る。我々は日本住血吸虫の変異原性について，伽

ッ∫加で観察を行った。方法はAmesらの報告に

よった。S4伽o麗伽帥痂翅％吻吻のうちヒスチジ

ン要求性であるTA98株，またはTA100株に日

本住血吸虫の虫卵抗原（SEA），または成虫抗原

（SAWA）を加え，菌がヒスチジン非要求性に突

然変異する数をみた。SEAでは1～400μg／plate

で，SAWAでは4．4～1，100μg／plateの蛋白量に

おいて変異原性は認められなかった。試料虫にあ

る種の不飽和脂肪酸が含まれると，仮に変異原性

が存在してもその発現が妨げられるという議論が

あるので，変異原物質を能率よく吸着するblue－

cotton（フナコシ薬品）を用いてSEA，SAWAよ

り変異原物質の吸着を試みた。この方法でも，変

異原物質は検出されなかった。Sムの別株であ

るTA97，TA102，Es伽吻肋ω」∫のWP2株，

およびWP2uvrA－pKM101株も用いて検討した

が同様であった。すなわちAmes　testで調べた限

りにおいてSEA，SAWA中に変異原物質は存在し

なかった。

　また日本住血吸虫感染マウスの肝よりミクロ

ソーム分画（S－9）をとり出し，これによって変

異原性を発揮するようになるといわれている

2－acetylaminofluorene（2AAF）やaflatoxinB1

（AFB1）を用いて，その変異原性への役割を

Amestestで観察した。感染後15週のマウス

（C3H）の肝S－9＋2AAFの系は，正常マウスの肝

S－9＋2AAFの系に比べて，突然変異菌数が明ら

かに少なかった。時間的経過でみるとその差は感

染後7，9週後のマウス肝ではみられず，13，15週

と進むにしたがって広がる傾向を示した。AFB1

を用いた実験でも，同様であった。正常マウスで

は代謝による変異原物質の産生は多いものの，さ

らに早く別の代謝がすすめられて，これら変異原

物質は代謝され排泄されてしまうのではないか。

一方感染マウスは変異原物質の産生は多くないが，

代謝・排泄系が鈍く，変異原物質が長時間肝内に

とどまり，そのために肝細胞のDNAの変異をき

たし易くするのかも知れない。

24　各種住血吸虫抗原に対する住血吸虫抗血清

　　のELISA反応

　　　伊藤　洋一　　　（北里大・医・寄生虫）

　住血吸虫症の免疫診断法の1つとして，ELISA

反応が最近よく用いられ，その感度と信頼性につ

いて高い評価を受けている。しかし，各種の住血

吸虫および各発育段階の虫体を抗原として用い，

その交差反応や，特異性について調べた報告はあ

まりない。演者は各種住血吸虫より得た抗原と抗

体を用い，その特異性につき解析を試みたので報

告する。使用抗原：マンソン住血吸虫成虫抗原

（Sm－AWA），同虫卵抗原（Sm－SEA），日本住血

吸虫成虫抗原（Sj－AWA），同虫卵抗原（Si－SEA）

の4種類であった。いずれも感染マウスより採取

後，エーテル脱脂，PBS（pH7．2）抽出の可溶性

蛋白を用いた。抗血清：Sm－AWAまたはSm－

SEA免疫マウス血清，およびSm，SjおよびSh

感染マウス血清を用いた。また，Sm感染マウス

の脾細胞とミエローマ細胞から作成した融合細胞

の分泌抗体も用いた。標識抗体：ペルオキシダー

ゼ標識プロテインA，ペルオキシダーゼ標識抗マ

ウスIgG，lgM，IgG1，IgG2、，IgG2bを用いた。EL－

ISA反応：抗原濃度2．5μg／mJ，血清希釈は20倍



より2倍希釈系別，microplate法で行った。基質

にはo－phenylened㎞neを用いた。結果：1）プ

ロテインAを用いた場合，Sm＿SEAではいずれ

の感染血清とも，高い抗体価が示された。また，

S皿一SEA免疫血清でも抗体価が高かった。2）

Sm＿AWAではSm－AWA免疫血清と強く反応し
たが，感染血清とは弱い反応しか認められなかっ

た。3）＄SEAはSj感染血清で強い反応がみら

れたが，Sm，Sh感染血清ではその反応が弱かっ

た。4）以上の結果はプロテインAを標識抗体と

して用いた場合であり，抗マウスIgG1を用いた

場合には結果がかなり異なり，いずれの抗原およ

び抗血清を用いた組み合わせでも非常に強いEレ

ISA反応が認、められた。

25Metrifbnateのビルハルツ住血吸虫症に対

　　する治療効果

　　　佐藤　克之1，野田　伸一2，

　　　嶋田　雅暁1，N，Muhoho3，

　　　青木　克己1，佐藤　淳夫2

　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・寄生虫1，

　　　　　　　　　鹿児島大・医・医動物2，

　　　　　　　　　　　　　KEMRI－Kenya3）

　ケニア国クワレの人口約1，200名の村で，1984

年2月Metrifonateによる治療を行い，4カ月後

にその効果を判定した。投薬対象者は住民のうち

過去4回の検査で一度でも虫卵陽性になった者と，

5－15歳の者全員（陰性者も含む）との合計813名

とし，投薬は1回当たり7．5mg／kgで2週置き

に3回投与した。対象者の内完全に3回の投薬を

受けたものは50．8％，2回のみの者19．6％，1回

だけの者14．5％で，全く治療を受けなかった者

15．1％であった。

　治療後，村全体の陽性率は69％から53％に，

10－14歳の者でも94％から80％と軽度の低下を示

した。しかし虫卵の排泄数でみると，全体では

53／時間が9／時間，10－14歳の集団でも936／時間

が61／時問へと著明に減少していた。

　治療前後の検査を両方とも受けた者330名につ

いて，治癒率と（虫卵陰転率）排泄虫卵数の減少

の2つの観点から更に検討した結果，患者の性に

よる治療効果の差は見られなかったが，年齢，治
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療前の虫卵排泄数の違いで治療の効果に差がみら

れた。治癒率は14歳以下が18．7％に対し15歳以上

では54．1％，また治療前の排泄虫卵数が9／時間

以下の者の治癒率は70％だが，10－999／時間の者

では46．9％，1，000以上の者では15．1％であった。

そこで排泄虫卵数を一致させた上で年齢別に検討

したが，それでも，大人に比べて子供（14歳以

下）では治癒率も低く，排泄虫卵数の減少も少な

かった。

　以上，Metr面nateによる治療は大人に比し，

子供でその成績が悪かったが，その理由について

は現在検討中である。

26　フィリピン・ボホール島の日本住血吸虫症

　　の疫学と対策

　　　田中　　寛，松田　　肇

　　　　　　　　　（東大・医科研・寄生虫）

　　　安羅岡一男，入江　勇治

　　　　　　　　（筑波大・基礎医・医生物）

興
夫
浩
稔

国
晴
木
谷
村
尾

荒
神
下
中

（公衆衛生院・寄生虫）

（秋田大・医・寄生虫）

（広島大・医・寄生虫）

　（旭川医大・寄生虫）

A廷redo　T．Santos，Jr．，Julian　S．Nosef血s，

Bay㎞L．Blas

　（フィリピン国保健省・住血吸虫局）

　ボホール島の日本住血吸虫症流行地は，島の北

東部のTr回dadとTa肋onの2つの町にまたがる

6村落に限られ，流行地人口は約6，000に過ぎな

い。また媒介貝が棲息する水系はいずれも小さく，

しかも数カ所に限られている。そこで，症例の検

出とPraziquantelによる集団治療と殺貝作業に

よって，この島から本症を駆逐することを目標と

する計画が，1981年度に開始された。

　1984年度までに流行地6村落（SanRoque，Sto．

To㎜s，M．Cabigo㎞，San　Agustin，San　Vicente，

K㎞一〇an）の住民の家族構成の調査が終了し，家

屋数1，109，人口5，735名の登録が行われ，各人に

IDナンバーがつけられた。住民4，117名の検便を

行い，210名（5．1％）の虫卵陽性者を検出した。

セロファン厚層塗沫法（Kato－Katz法）による検

便は，これを繰り返し行うと虫卵陽性率が大巾に
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上昇するのを認めた。野外で集団を対象してた感

染者検出法としては，先ずCOP反応によるスク

リーニングを行い，反応陽性者を繰り返し検便す

る方法が最も有効な方法と考えられた。

　Praziquantelによる治療はRuralHealthOf且ce

によって行われており，1984年度までに虫卵陽性

者をも含む475名が投薬を受けている。

　貝学的調査はOmaguin，Kinan－oan，Kasihonお

よびCaombokanの4水系で実施され，除草と殺

貝剤散布による媒介貝コントロールの可能性が確

認された。1983－1984年度以降，除草と合成殺貝

剤（niclosamideおよびphebrol）および植物殺貝

剤（1σ蜘ρ加‘％鴬αs）による殺貝作業が実施され

ているが，少なくとも年2，3回の散布が必要と

思われる。

　特筆したいのは，得られた疫学的データから新

しい媒介貝のコロニーが発見されたことである。

1984年のSan　Vicente村落の調査で，COP反応陽

性者の家屋の分布状況から，未知の媒介貝コロ

ニーの存在が推定された。調査の結果，本村落内

のApaoのパラワン湿地帯とその周辺に多数の媒

介貝の棲息が確認され，感染率も8．8％と高率を

示し，これが本村落住民に対する重要な感染源と

なっていることが明らかにされた。

27　ガーナ農村部居住乳幼児の感染症調査　（1）

　　定期検診，調査活動基地設立

　　　磯村　思元　　（名古屋大・医・小児科）

　　　R．B．B面twum，A．Asoku

　　　　　　　　　（ガーナ大・医・野口研）

　西アフリカ・ガーナ農村部定着集落居住小児の

感染症，低栄養と下痢，小児期の発育発達の実態

調査を継続的に実施するための，モデル地区設定

と調査基地を設立し，乳幼児検診と予防接種の定

着化を試みた。

　対象地区は，ガーナ中央州，ゴモアフェテ地区，

人口約1，750名の半農半漁の自給可能な人口動態

の安定した集落であり，1982年5月から7月の予

備調査の結果から，母系集団を基本とした大家族

制をとっていて，乳幼児の保育は主として祖母と

年長の兄や姉ないし伯母叔母があたっていること，

両親特に母親の就業率（農業，商業）の高さがそ

の傾向を強くしていること，早婚の傾向はみられ

ないのでその面での悪影響はないこと，青年層の

就学率は良好であるが主たる保育者である祖母達

の学歴が低いこと，ほぼ全員が母乳栄養であり，

離乳期の食品と離乳時期に問題があることなどが

わかって来た。疾病概念調査から，下痢の定義，

下痢の原因についての概念などは我々のものとほ

ぼ一致し，いわゆる衛生概念についてはほぼ良好

といえるが，麻疹などについての疾病単位概念は

かなりずれがあり聞きこみ調査上，言葉の問題が

大きい。

　1年問を通じて（1982年8月一1983年8月）の

週1回の検診，月1回の体重身長計測の参加率は

5歳以下の登録小児の95％について継続調査可能

であり，予防接種率も90％以上を確保出来た。現

在もなお調査継続中であるが最初の1年間につい

ての問題点を検討した。

28　ガーナ農村部居住乳幼児の感染症調査　（2）

　　生後3カ月一3歳児の血清疫学調査

　　　磯村　思元，山口　英明

　　　　　　　　　（名古屋大・医・小児科）

　　　R．B．B面twum

　　　　　　　　　（ガーナ大・医・野口研）

　　　鳥羽　和憲（横浜市大・医・公衆衛生）

　　　根路銘国昭，佐藤　勇治　　　　（予研）

　　　伊藤　　誠（名古屋市大・医・医動物）

　ガーナ農村部集落居住生後3カ月一3歳児約

150名を対象として，各種感染症の血清疫学調査

を行った。ロタウイルス（抗原はWa株，IAHA

法）は3歳までにほぼ全員が感染していた。ワク

チン未実施地区であるがポリオウイルス1，2，3

型，麻疹は乳児期後半から自然感染によると思わ

れる抗体上昇を示すものがかなりみられ，麻疹に

ついては臨床的にもそれをうらづける発生がみら

れた。ただ年齢的にみると3歳児でも抗体陰性，

未感染のものがかなりみられ，集落全域に伝播し

ない傾向があり，ポリオの抗体分布などからこれ

らのものは家族集積性がつよいことが示唆された。

パラインフルエンザウイルス1，3型も同様で

あった。百日咳とパラインフルエンザ2型につい

ては，3歳以下では抗体陰性者がほとんどで，最



近数年間この集落に流行はなかったものと考えら

れる。

　個々の小児発育状況，栄養状態と，抗体価の間

に相関はみられなかった。

　単純な聞きこみ調査の段階，乳幼児検診の段階

ではともすると均一な小児集団と思いやすいこの

ような小集落の乳幼児群においても，生活様式の

差ないし保育環境の違いに由来すると思われる伝

播様式の差が各疾患の間にみられること，本邦に

おける乳幼児群における伝播状況とも異なった結

果が得られたことなど，興味ある知見である。

29　最近のマラウイ共和国における寄生虫症に

ついて

　木村　智子

　赤尾　信吉

（元青年海外協力隊員）

　（防衛医大・寄生虫）

　マラウイ（東アフリカ）における寄生虫感染症

の中で，ビルハルツ住血吸虫，およびマンソン住

血吸虫に感染している患者数は，かなりの数にの

ぼっている。これはアフリカ諸国ほとんどの国に

広く分布している風土病の1つでもある。中間宿

主の棲息している川や泥，湖が，住民の日常生活

の場（洗たく，水くみ，水浴等）であったり，ま

たは漁業や農業で生活の糧を得ているという理由

から，人々は感染と常に背中合わせの状況におか

れているといえる。地域によっては，かなり高い

寄生率を持つ土地もある。特に子供達の間には，

しばしば重感染症の例に遭遇する機会が少なくな

いo

　住血吸虫症の調査にあたっている検査室では，

訓㎞a（首都リロングウェから東へ100㎞）地

区を流れる川を中心に中問宿主，および水中の

セルカリアを調査した結果，9・10月（hotdry

season）に高い検出率を認めた。また，この地区

の村落部に住むプライマリースクールの生徒達，

第1学年から第8学年までを対象に検便・検尿を

行い，虫卵陽性者の薬剤投与後のその後の経過

を，繰り返し検査し追跡した。治療薬はS．勉ε一

吻α励∫％吻にはMethfonate10mg／kg，S．郷α”so初

にはOxamniquine20mg／kgを使用。Senga－bay

School：SH陽性率32．9％（52／161）。うち投薬を

受けた47名の生徒（1回投与）の1カ月後の検査
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で71．8％（28／39），3カ月後同数値，6カ月後

83．9％（26／31），11カ月後80％（16／20），14カ月

後95．7％（22／23）の陰転率を示した。Kapha－

tenga　School：SM陽性率81．3％（91／112）。初回

投薬後6カ月で28．6％（16／56）の陰転率。再治

療後3カ月で40．6％（13／32），初回治療しか受け

なかった生徒では45．5％（10／22），7カ月後

27．6％（8／29），初回のみでは50．0％（8／8）。

　この結果，同一生徒を追跡する難しさと投薬量

の問題，生徒達の再感染等が浮きぼりにされた。

30　エチオピア飢餓被災民キャンプにおける主

　　要疾病について

　　　谷荘吉　（金沢医大・医動物）
　　　奥村　悦之　　　（高知学園短大・保健）

　　　今川　八束（都立墨東病院・感染症科）

　我々は，日本国際救急医療班JMTDR（Japan

Medical　Team　for　Desaster　ReHef）の隊員として，

昭和60年1月23日から2月27日まで，エチオピ

ア・マカレ市郊外の被災民キャンプで，救急医療

に従事した。

　1985年1月24日一2月23日までの1カ月問に治

療に当たった入院患者総数は351名で，そのうち

の死亡者は38名（11％）であった。14歳以下の子

供群における死亡者は，122名中8名（0．65％）

で，15歳以上の成人群の死亡者230名中30名

（13％）に比べ，子供群の方が有意に低率であっ

た。子供群の方が，生命力が強く，治療によく奏

効し，救命効果が著明であったといえよう。主要

3大疾患は，回帰熱94，赤痢31，肺炎23であった。

大多数の患者が複数疾患に罹患しているので，主

要症状から重症度に従って，単一病名を決定した。

その他，不明熱18，腸チフス16，アメーバ赤痢16，

低栄養・脱水6，肺結核6，肝炎6，気管支炎5，

ジアルジア症4などが認められた。その他，診断

可能であった疾病は，マラリア，髄膜炎，水痘，

麻疹，中耳炎，膿瘍，分裂症，ヒステリーなどで

あった。死亡例の分析では，30症例について，低

栄養・脱水8，回帰熱7，赤痢6例となっている。

入院から死亡までの期間をみると，低栄養・脱水

患者は，第3，4，5病日に死亡しているのが特徴

であった。下痢便の培養では，Sh膨砺勲聯副
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4aが分離同定できた。回帰熱が多かったのは，

テント内の集団生活でシラミ（head－hce）の発生

が生じたためで，採取したシラミは，Pε4加1欝

加耀鰯sであることが同定された。

31海外発展途上国在留邦人の最近2力年の腸

　　管原虫・蠕虫感染状況

　　　藤田紘一郎，月舘説子，黒川　憲次，

　　　中西　弘有，堀井洋一郎

　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物）

　　　杉山　雅俊　　（順天堂大・医・衛生）

　　　奥脇　義行　　　（女子栄養大・微生物）

　　　小笠原ヤス子，朝倉　健夫

　　　　　　　　　　　（日本熱帯医学協会）

　我々は，世界の海外発展途上国に在留する邦人

の腸管原虫・蠕虫感染の状況と飲料水汚染との関

連について経年的に調査している。今回は，1983

年および1984年度の海外在留邦人の腸管原虫・蠕

虫感染の状況について報告する。対象は，アジ

ア・オセアニア地区，中近東・東アフリカ地区，

中南米地区に在留する日本の商社，メーカーの駐

在員およびその家族である。全員より小指頭大の

糞便を採り，10％ホルマリン加バイアル瓶に入れ

日本に持ち帰り，MGL集卵法にて糞便内寄生虫

卵を，ヨード染色によって原虫をそれぞれ鏡検し

た。また，邦人の子供達を対象にセロファン紙に

よる嶢虫検査を施行した。1983年度の結果は次の

通りである。原虫感染率を国別でみると，アジ

ァ・オセァニァ地区ではタイ，フィリピン，イン

ドネシアの在留邦人の間で高く，原虫の種類では，

ランブル鞭毛虫感染が多く見られた。中近東では

トルコ，ヨルダン在留邦人に見られ，ランブル鞭

毛虫のほか，大腸アメーバや小型アメーバが検出

された。蠕虫感染はアジアの国で多くみられ，特

にインドネシア在留邦人においては702名中48名

（6．8％）の人々が回虫，鞭虫，肝吸虫，異形吸虫

などに感染していた。嶢虫は，香港，シンガポー

ルなど都市在留の子供達に高率に認められた。

1984年の結果は，大略では前年度と変化はなかっ

た。しかし，フィリピン在留の健康成人2名より

赤痢アメーバ嚢子が発見された点は注目される。

また，邦人が在留している国により，感染する原

虫や蠕虫の種類が異なっていることも明らかに

なった。たとえば，フィリピンでは邦人の感染が

原虫優位であったが，インドネシアにおいては逆

に蠕虫感染が多く見られた点など，興味深い事実

が明らかにされた。

32　アフリカ在留邦人の巡回検診にみる疾病

　　　力富　直人，永武　　毅，山本　真志，

　　　土橋　賢治，鈴木　　寛，松本　慶蔵

　　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・内科）

　東西アフリカに居住する在留邦人の疾病調査を，

巡回健診において行ったので報告する。対象は

1982年から1983年が東アフリカのスーダン，エチ

オピア，ケニア，タンザニア，ザンビァ，ジンバ

ブエ，マダガスカルで，1984年と1985年がナイ

ジェリア，ザイール，カメルーン，中央アフリカ，

ガボン，アイボリーコースト，セネガル，モロッ

コであった。まず1985年の西アフリカにおいての

調査では受診者数202名で，成人男82人，女60人，

小児男29人，女31人であった。年齢分布0－5歳

にピークと25－30歳に2峰性にピークがみられた。

受診時に何らかの急性，および慢性の疾病を有し

ていたものは加齢と共に上昇し，40歳を越えると

50％を越し，高齢になるほど成人病保有者が多く

なった。小児，成人の疾病の種類を比較すると，

小児では下痢2名，アレルギー性鼻炎2名，成人

では肝炎・肝腫大8名，高血圧7名，胃炎・胃潰

瘍7名などが多かった。成人の男女を比べると，

男の有病者は67％，女は40％と男が多かった。男

の疾病はアルコールに起因する肝炎・肝腫大，高

血圧，胃炎，胃潰瘍が多いのに反し，女性に特徴

的なのは心因性と思われる脱毛症1名，無月経1

名，過呼吸症候群1名であった。その他関節症3

名が女性にみられた。

　次に1982－1983年の東アフリカと1984－1985年

の西アフリカを比較すると，前者の受診数387名，

後者389名とほぼ等しく，性別，年齢層もほぼ一

致していた。有病者の率も西が47．3％に対し，東

が43．7％とほぽ同様であった。西の上位5位は消

化器16．5％，皮膚疾患16．4％，呼吸器14．8％，必

尿生殖器f1．5％，感染症・寄生虫10．9％に対し，

東では感染症・寄生虫18．8％，循環器15．9％，呼
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吸器12．9％，皮膚疾患12．9％，消化器11．2％で若

干の相違がみられた。しかしマラリア，ハエ，ウ

ジ症などの熱帯地特有の疾患は予防，衛生環境が

良好で東西アフリカとも少なかった。

33　開発途上国長期滞在者の精神健康管理

　　　小原　　博，海老沢　功

　　　　　　　　　（東邦大・医・公衆衛生）

　　　表　　光代，大谷　杉士

　　　　　　　　　（青年海外協力隊事務局）

　　　菅又　　淳　　　　（初石病院・精神科）

　昭和59年度における青年海外協力隊員に発生し

た主要疾患をみると，マラリア54例，下痢性疾患

47例，交通事故13例，腸チフス11例，急性肝炎10

例などが上位を占めている。精神疾患は3例報告

されただけだが，軽度の精神疾患，および海外生

活不適応の例はかなり多いと予測されている。開

発途上国滞在中の精神健康管理に役立てるため，

長期滞在中に発症し治療を要した精神疾患の例に

ついて検討を試みた。

　症例1：コスタリカ在住の男性。地方の工科大

学で農業機械の技術指導に従事していた。60年2

月，不眠と言動の異常で発症。その後幻聴，関係

被害妄想も出現し，精神分裂症と診断された。

　症例2：マレーシア在住の男性。開拓地の村で

野菜栽培の指導を行っていた。60年1月幻聴，被

害妄想，思考化声を主な症状として発症。精神分

裂病と診断された。

　症例3：パラグアイ在住の女性。日本人移住地

の中学校教師。59年12月うつ状態で発症。その後，

興奮，錯乱，喘泣状態が続き心因反応と診断され

た。

　過去3年問に精神疾患のため帰国療養を要した

者12例中，出国前に実施したTPIテストの結果，

軽度の異常が認められた者は3例で，他の者はす

べて正常所見であった。一方，テストで異常がみ

とめられても問題無く過ごす例も多く，事前に

チェックすることはかなり難しいように思えた。

　西アフリカ地方長期滞在者の健康調査を行った

結果，精神的疲労や心気症状を訴える者はかなり

多いことが判明した。生活環境，気候，言語の異

なる地域に長期問滞在する際には，不適応が誘因

となって各種の心因反応や精神病が発症すること

がしばしば認められる。開発途上国滞在者の精神

健康管理は，感染症に対する予防と同様に，極め

て重要であるといえる。

34　奈良県下のべトナム難民の健康調査

山
田
木
野
沢

西
森
荒
天
赤

利正，瀬川　武彦，宇野　豊子，

　博，古木　純子，高橋　優三，

恒治　　　　（奈良医大・寄生虫）

博之　　（天理病院・海外医療科）

寛治　　（関西医学検査センター）

　我々は，昭和55年度より奈良県下におけるベト

ナム難民施設に収容されている難民の，健康調査

を続けている。今回昭和58年度と59年度の調査結

果を報告する。調査対象：奈良県御所市御所カト

リック協会内ベトナム難民収容所に，昭和58年6

月現在入所している難民56名，ならびに昭和59年

10月現在入所している難民27名である。調査項

目：内科検診，末梢血検査，白血球分類，血清蛋

白分画，各種血清生化学検査，HBs抗原，HBs

抗体，梅毒検査，lgE，EKG，検尿，検便，マラリ

ア原虫の検索，肺吸虫，ならびに日本住血吸虫抗

原による皮内反応，赤痢アメーバ抗原に対するオ

クタロニー法による抗体の検索を行った。

　結果（昭和58年度）：内科学的検診にて第皿音

の固定性分裂，並びにEKGにてIRBBBを呈し，

ASDと診断された難民1名，その他内科検診，

EKGにて病的所見無し。貧血無し。栄養失調無

し。肝機能異常2名，HBsAg陽性7名（14．9％），

HBsAb陽性13名（27．7％），白血球増多13名

（27．7％），梅毒検査陽性5名（10．4％，男4名，女

1名），好酸球増多11名（23．4％），高IgE血症33

名（70．2％），鞭虫卵陽性8名（14．3％），鈎虫卵陽

性7名（12．5％），回虫卵陽性3名（5．4％），住血

吸虫皮内反応陽性4名（8．5％），赤痢アメーバ抗

体陽性9名（19．1％）。（昭和59年度）：内科検診，

EKGともに病的変化無し。貧血，栄養失調無し。

肝機能異常1名。HBsAg陽性1名（4．8％），

HBsAb陽性3名（14．3％），白血球増多5名
（23．8％），梅毒検査陽性1名（4．8％，男），好酸

球増多4名（19．0％），高IgE血症13名（61．9％），

鞭虫卵陽性4名（13．8％），回虫卵陽性1名

り
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（3．4％），赤痢アメーバ抗体陽性3名（14．3％）。

　以上，ベトナム難民は栄養状態には問題無く，

回虫，鉤虫，鞭虫の寄生を認め，好酸球増多，

IgE高値を関係づけていた。また，HBウイルス，

梅毒の高率の不顕性感染を呈している点注目しな

ければならない。

35　発展途上国との医学学術交流の現況

　　　内山　三郎，古川　直子，岩井　誠三

　　　　　　　　　　　　　（神戸大・医・

　　　　　　　　医学研究国際交流センター）

　目的：日本と発展途上国との医学分野における

学術交流の現況を明らかにする。

　方法：昭和58年9月，全国155の医学教育研究

機関に，1．昭和54年以降の発展途上国との医学

研究，医科学技術研修，医療協力の有無と今後の

交流計画，2．学術交流の内容は，課題名，日本

側機関，および相手機関の研究従事者数，期問，

財源に関するアンケート調査を依頼し，1カ月後

に返送してもらった。

　結果と考察：調査を依頼した155機関のうち，

108機関から回答が寄せられ，回収率は69．7％で

あった。これら108機関のうち，学術交流の有無

についての回答を分類すると，回答時点の昭和58

年9月現在，交流を行っている機関は67（63．8％），

回答時に交流はないが調査対象期間（5年）のい

ずれかの時期に交流があった機関は8（7．4％）で，

この2つを合計すると75機関（69．4％）となった。

過去のみならず，今後も交流するつもりはないと

回答したのは，9機関（8．3％）であった。

　7地域の研究課題総件数は1，186であった。内

容としては，病原微生物学が105で最も多く，全

体の8．9％を占めた。以下，感染症・伝染病102

（8，6％），寄生虫病学85（7．2％），公衆衛生看護・

保健指導66（5．6％），消化器一般・胃・腸63

（5．3％），免疫・血清49（4．1％），衛生学・公衆

衛生学46（3．9％），病理学44（3．7％），癌・腫瘍

41（3．4％）であった。総課題件数の半数以上に

あたる585課題が各地域1各国における保健の現

状から種々の課題に分かれたことは，発展途上国

の現状を反映しているものといえる。7地域間で

も研究課題の順位には差がみられた。

　交流件数の年次推移をみると，1979年以降，

年々増加しており，医学分野における国際交流は

着実に拡大されていることがわかった。

　結びと今後の課題：発展途上国との医学学術交

流は，病原微生物学，感染症を中心に年々盛んに

なりつつある。今後は直接に研究に関与した人々

の意見や現地への研究成果の応用など，より詳細

なデータ分析をすすめたい。

36　卵型マラリア赤内型原虫の微細構造

　　　松本　芳嗣，松田　信治，吉田　幸雄

　　　　　　　　　　（京都府医大・医動物）

　前回（第26回日本熱帯医学会総会），演者らは

P　o槻」θ感染ヒト赤血球の微細構造的変化につい

て報告した。今回は，前回と同一材料を用いP．

oッσ」召赤内型原虫の微細構造を観察した。Asexual

parasiteの微細構造：虫体は一般にcompactness

を示したが，時にhnear，あるいはcircularな細胞

質突起が虫体より突出していた。虫体は一枚の細

胞膜とその外側の宿主由来のparasitophorous

vacuole　membraneにより全周を被われていた。

これらの膜はcytostomeより虫体内部に嵌入し，

cytostomal　cavityを形成していた。cytostomeの

内径は50－90㎜であった。虫体細胞質には，

1～2個のma㎞alpigmentを含む一枚の単位膜で

囲まれた‘ood　va㎝01eが辺縁に沿って観察され，

またmitochondriaequivalentと考えられるdouble

membrane－bounded　structureも多く観察された。

単核のtrophozoiteには遊離ribosomeが顕著で

あったが，presegmendngschizontにはvesicle状

の小胞体が多く観察され，ribosomeはpolymeric

fo㎜として存在することが多かった。核にはし

ばしば核膜に接して高電子密度の領域が観察され

仁であると考えられた。presegmentingschizont

の核にはしばしば核分裂像も観察された。Game－

tocyteの微細構造：gametocyteはその特徴的な

pe皿icleとosmioph血c　bodyの存在により，容易に

asexualparasiteと識別し得た。虫体はparasit－

ophorous　vacuole　membraneに加え，全周を被う

一枚の外膜と不連続な2枚の平行して走る膜によ

り取り囲まれていた。osnオoph血cbodyは径80－

150mユで円ないし卵円形を示し，一枚の単位膜
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により囲まれ，細胞質に多数観察された。rib・

osomeはfree　fo㎜として多く観察され，mito－

chondhaには明らかなvesicle状のcristaeが観察

された。核は大きく，常に細胞質の一側に偏在し，

しぱしば核膜に接して仁と考えられる高電子密度

の領域が観察された。なお今回観察されたgame－

tocyteはAikawa6如乙（1969）の定義に従えば全

てmaCrOgametOCyteであった。

37　熱帯熱マラリア原虫における生殖母体形成

　　の誘発と誘導物質の解析

　　　小野　忠相，中林　敏夫

　　　　　　　　　　　（阪大・微研・原虫）

　マラリア原虫生殖母体はその形成が誘導される

機序が不明であり，人為的に形成を誘導すること

が出来ない。従って生殖母体の形成過程を調べる

研究は，これが自然に誘発される原虫を用いて行

われている。私達は熱帯熱マラリア原虫に対する

抗体を産生するhybhdoma細胞の培養上清液を用

いて，原虫の増殖阻止効果を検討している際，培

養上清液が生殖母体形成を誘導することを見出し

た。用いた原虫は熱帯熱マラリア原虫FVO株と

FUP株であり，hybridoma細胞（＃219．5および

D21）はミエローマ細胞P3－X63－Ag8．653およ

びSP2／10－Ag14から作った。

　hybhdoma細胞培養上清液による生殖母体形成

の誘発は新しい培地へ原虫を継代する時用いても，

また培養4－5日後，Parasitemiaが10％位になっ

た時用いても見られ，形成される生殖母体の数は

concamvahnA5－20γ／mJの添加により増加した。

誘発効果は，抗赤血球抗体を産生するhybridoma

細胞の培養上清液中や，MEM液で培養したマウ

スL細胞培養上清液中にはみられなかった。しか

し，ミエローマ細胞の培養上清液にはわずかにみ

られた。次に生殖母体形成誘発物質の性状を調べ，

これが分子量10，000以下であること，80℃，10分

の加熱によってもそこなわれず，耐熱性であるこ

とを認めた。またこの物質がsephadexG－25カ

ラムで分画出来ることも見出された。なお，hy・

bridoma細胞を超音波によって破壊し，これを

hybridoma細胞培養上清液と共に用いると成熟し

た生殖母体が出現し，ca丘ein1－5mM／m’，cal一

modulin2．5－10γ／mJの添加によりそれが増強さ

れた。電顕によって微細構造を観察すると，生殖

母体や赤血球の細胞質で膜系の増殖が顕著にみら

れた。生殖母体ではendoplasmic　redcu1㎜が著し

く膨大し活性化しいている像がみられ，赤血球の

細胞質では虫体をとり囲むようにして多数の

mul廿stranded－layer　bke　structureが見出された。

38盆切ρゐθ」888掬勲επ8’2系統のネズミマラ

　　リア原虫P伽s肌o面研πgoθ碗漉gεバεπ8」8

　　に対する感受性の比較

　　　藤田　和世，栗原　　毅，海野登久子

　　　　　　　　　　（帝京大・医・医動物）

　　　G．B．White，G　A．T．Targett

　　　　　　（ロンドン大学衛生熱帯医学校）

　蚊のマラリア伝播能力に関する研究の一環とし

て，ネズミマラリア原虫を用いて，実験室内で，

、肋励6伽s妙h㎝sゴの2系統のマラリア感受性テ

ストを試みた。実験は帝京大学およびロンドン大

学衛生熱帯医学校において，4回行われた。

　2系統のうち，Astrainは1970年代にアメリカ，

イリノイ大学より聖マリアンナ医大に導入された

もので，その一部が1975年日本化薬上尾研究所に

維持され，さらに帝京大学医学部にて継代飼育さ

れているものである。この間少なくとも最近10年

間は，マラリア原虫の感染の機会をもっていない。

一方，Beechstrainは1947年にインドのデリー市

で採集され，以後ロンドン大学衛生熱帯医学校で

飼育されて今日に至った。本系統は，ネズミマラ

リア原虫に対し，高い感受性をもつことが知られ

ている。そのため，頻繁にマラリア感染実験に供

されてきた。ネズミマラリア原虫はPJαs郷04伽甥

yo召」∫伽ゆ吻”s∫s　N67系統を用いた。

　凍結保存されていたマラリア原虫は，DDY系

およびTO系のメス，4－6週齢マウス内で起こ

され，一回のマウスpassageの後，4日間のin－

cubation　periodをおき，蚊の吸血実験に供した。

その時点のparasitaemiaは14．91～23．08％，

gametocytae価aは0．31～0．58％であった。吸血

後，蚊は25±1。C，70％RH条件下の飼育室で

8－9日問飼育された後，解剖し感染率とOocyst

の数を個々に記録した。その結果，Ast面nはス
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タンダードとして供したBeech　strainと同程度に

高い感受性を示した。

39東南アジアにおける主要マラリア媒介種群

　　の系統発生と生物学的諸性状

　　　神田　錬蔵

　　　　　　（聖マリアンナ医大・病害動物）

　東アジアにおけるマラリア媒介種群内諸分類群

を進化遺伝学的に解析し，分類群間の遺伝的相互

関係が，それらの持つ諸生物学的性状に表れてい

ることがわかって来た。今回はハマダラカ類の

∫ε卿卿肋s，痂η加欝，および錫αo％勉伽sについて，

形態的変異，交配実験による生殖的隔離状態，細

胞遺伝学上の染色体多型，アロザイム多型，ミト

コンドリアDNAの制限酵素によった分割の比較

から相互の親和性を調べた。」ε鷹o砂肋s種群12

分類群の遺伝的関係はマレーシア・サラワク州の

燃o砂廓s．＄とビルマの2分類群は，生殖的

隔離が明確で種としても独立性を持つことが明ら

かとなった。タイ国分布の4伽s型マレーシア・

サバ州分布のわσ励σo㎝廊，そして半島部分布の

2分類群ではいずれの性質も前二者の間に半島部

の分類群が位置し，三者を種として独立とは解釈

し得ない関係にあることがわかった。なお各分類

群とも染色体heterochromadnは多型が見られる

点など分化の多様性がうかがわれた。痂”加粥群

は加吻伽4昭剛鳩痂”加欝complexの3種にわ

かれるが，多糸染色体は同型を示している痂磁

卿粥complexではさらに加吻α痂型が部分的生殖

隔離を示し形態的多様性，アロザイム多型，およ、

びheterochro㎜tin多型も見られる。㎜％」σ嬬

は形態上2型にはっきり分けられる分類群につい

て生殖的隔離を認めcomplex内同胞種であると

解釈した。これら主要3種群は遺伝分化の過程が

多様に見られた。以上とは別に生理学的に性的分

化の表と見られる羽音に表れる羽の振動数を調べ

たところ，分類群間に雌蚊雄蚊ともに分類間相違

を認めた。’㎝‘o砂肋s群では，IMR＝477±5．1，

KTDニ504±9．8，CTB＝・・530±10．2，KCH＝・519±

10．4，SWK・＝476±8．2と有意差を示した。痂π∫一

勉％scomplexではKCH－1＝464±7．6，KCH－2ニ

473±5．2，TSG＝482±8．4と相互の重合をみたが

而η加欝ε＄内分類群問の近い関係を示した。

瑠o％」必欝ではW型462±3．4，M型418±7．4で

あった。かくて性的隔離が，遺伝的諸性質に先ん

じて表れている。これら羽音は，雄蚊の誘引に用

いられよう。

40　サルファモノメトキシンが無効で，クロロ

　　キンが有効であった三日熱マラリアの1例

　　　山村　好弘，上田英之助，橋本　泰吉

　　　　　　　　　　　　（国療刀根山病院）

　わが国では，マラリアの代表的治療薬であるク

ロロキンの入手は極めて困難である。しかし市販

されているSulfamonomethoxine（SFM，ダイメト

ン，第一製薬）が熱帯熱マラリアに有効であるこ

とは，吉永ら，村上ら，山本らによって報告され

ている。また演者らも，この静脈注射が熱帯熱マ

ラリアに極めて有効であった事を前回に報告した。

三日熱マラリアに対しては，海老沢が4／8例に有

効であたと報告しているが，熱帯熱マラリアに比

べるとその効果は弱い。今回はインドより帰国し

た三日熱マラリア患者にSFMを使用したが効果

なく，クロロキンで治癒せしめた例を報告する。

　入院までの経過：患者は22歳の男の歯学生であ

る。59年7月16日大阪空港発にてニューデリーに

着き，バスで北上してカンゴトリーを基地として，

7月21日から8月18日までヒマラヤで登山活動を

した。その後バスでニューデリー，ジャイプール

方面を旅行した後，9月1日大阪空港に帰着した。

ヒマラヤ登山中，および帰国直後に38。Cの発熱

があったが，アスピリンで解熱した。旅行中マラ

リア予防薬は服用しなかった。その後週3回10

㎞のマラソンを行っていたが何事もなかった。

最近勉学のため3時間睡眠が4－5日続いたとこ

ろ，60年6月7日40。Cの発熱が3日持続し，抗

生物質無効のため6月10日本院に入院した。

　入院後の経過：41℃の隔日発熱に変化した。

血液標本にてP如s魏04伽卿伽砿の原虫を認めた

ので，SFM10％10m’1日1回の静注を5日間
行ったが解熱しないため，オロチン酸クロロキン

1，200mg（Baseで600mg），ついで4時間後に

600mg，その後600mgを3日問投与したところ

直ちに解熱，マラリア原虫も消失し，6月20日退
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院した。その後プリマキン15mgを毎日2週間

投与を行った。現在のところ再発は認められない。

なお赤血球は20％減少したが，1カ月後には正常

値に復帰した。

　結論：三日熱マラリアの患者にSFMを使用し

たが効果なく，クロロキンで治癒した。SFMは

熱帯熱マラリアには有効であるが，三日熱マラリ

アには効果が弱いと考える。但しこの場合，サル

ファ剤耐性マラリアであった可能性は否定出来な

いo

41　輸入マラリアの治療成績

勝
士
人
夫
寛

清
弘
義
敏

辺
友
辻
林
中

田
大
尾
中
田

　（東大・医科研・内科）

　（岐阜大・医・寄生虫）

（鹿児島大・医・二内科）

　　（阪大・微研・原虫）

（東大・医科研・寄生虫）

　厚生省「輸入熱帯病の治療薬に関する研究」班

が昭和55年から60年までに取り扱ったマラリア治

験薬について，その成績をまとめた。治験例の延

べ数は244例あり，回収できた治験成績は116例

（回収率52％）であった。三日熱の症例で治療後

3例に再発があり（クロロキン＋プリマキン1例，

ファンシダール＋プリマキン2例），また熱帯熱

では2例に再燃（ファンシダール＋キニーネで治

療）がみられた。これらの症例はいずれもタイ・

カンボジアでの感染症例であった。治療開始の

遅れた2例（いずれも熱帯熱）に死亡例がある。

抗マラリア薬の効果のうち解熱時間は，三日熱の

場合クロロキンで治療した12例の平均は1．6日，

ファンシダールで治療した12例の平均は2．4日と

1日遷延していた。熱帯熱の場合は両薬剤とも3

日間で差はなかった。また，原虫消失時間は三日

熱，熱帯熱とも3－4日程度で，両薬剤に差はな

かった。両薬剤投与前後の臨床検査成績を検討し

てみると，薬剤による副作用の指標となる白血球

の増減，好酸球増多，赤沈充進はクロロキン投与

例では（3／34，3／28，4／34），ファンシダール投与

例では（3／27，1／22，5／25）にみられた。また，貧

血，GPT，ZTTに異常をきたした例は，クロロキ

ン投与例では（3／34，7／31，6／20），ファンシダー

ル投与例では（5／25，5／23，7／14）に出現したが，

これらの異常が薬剤による副作用によるものか，

或いはマラリア感染による直接の肝，赤血球の破

壊によるものかの判別は難しいと考えられる。マ

ラリア治療薬による重篤な副作用は認められてい

ない。

42輸血マラリアを疑わしめた三日熱マラリア

　　の1例
　　　矢野　健一，中林　敏夫

　　　　　　　　　　　（阪大・微研・原虫）

渡辺

藤本

知明

　（大阪府赤十字血液センター）

輝夫，阪本　俊一

　　　　　　（藤本病院・外科）

　私達は輸血により感染したと考えられる三日熱

マラリアの1症例を経験した。

　患者は60歳の男子で職業は包装工。既往歴：昭

和21年10月シベリア捕虜収容所にて約1カ月問黄

疸で入院，家族歴に特記すべきことなし。現病

歴：・昭和60年1月30日雪道で自転車に乗っていて

転倒し入院。右大腿骨頸部骨折修復手術を行う。

その後6月19日右股関節形成（人工骨頭に置換）

を行い，そのため濃厚赤血球（6月10日採血）を

6月19日3本， 6月20日2本の計5本輸血された。

7月5日（術後16日目）より微熱，7月10日より

高熱続き悪心，食欲不振を来たした。7月13日よ

り貧血，血小板減少。血小板の検査時にマラリア

原虫と思われるものを検出。7月15日貧血強く，

軽度黄疸出現。マラリア原虫陽性。7月17日三日

熱マラリアと同定。ファンシダール2錠投与する

も悪心強く嘔吐。塩酸キニーネ（400mg）を点滴

に加え静注する。7月‡8日解熱。悪心もなくなり

ファンシダール1錠3日問投与。末梢血のマラリ

ア原虫は，7月13日1．0％，7月15日0．68％，7月

18日0．13％，7月19日0％（厚層では陽性），7月

20日以後は厚層塗抹でも陰性。7月26日より貧血

も回復傾向を示した。濃厚赤血球5本の献血者中

4名は日本人で海外渡航歴なく，本人も含めて身

近にマラリアの発症はなし。1名は来日している

外国人でマラリアは否定。

　考察：シベリア捕虜収容所では，寒さと栄養失

調での死亡が多くマラリア発症の噂は聞かず，外
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国人の献血者はマラリア流行地域で28歳まで生活

し昭和60年4月来日した。本人はマラリアを否定

したが，Hyponozoitesより低濃度の赤内発育の存

在を否定できない。近年海外との交流量の激増で，

外国人の献血者も増加し，輸血マラリアの危険性

に対処する必要がある。

43　アフリカ旅行中に感染したと思われる卵形

　　マラリアの1症例

　　　中林　敏夫，小野　忠相，矢野　健一

　　　　　　　　　　　（阪大・微研・原虫）

　　　星加　泰宏，片岡　由幸

　　　　　　　　　　（県立奈良病院・内科）

　トラックによるアフリカ旅行中に感染したと思

われるP．o”此の1症例を報告する。24歳男子，

1984年1月に南アを出発し，4月末にカメルーン

に到着，そこからヨーロッパを経て8月に帰国し

た。以後は健康で発熱等を来すことはなかった。

1985年7月11日発熱，16日に県立奈良病院に入院

した。17日の血液標本中にマラリア原虫を検出，

検査所見では軽度肝障害，貧血を認めた。原虫所

見は当初，原虫体が緻密なこと，少数の寄生赤血

球が縮小していること，繁殖体の核数が12以内，

シュフネル斑点が見られぬこと等から，帯状体は

検出できなかったが四日熱原虫を考えた。一方，

卵形原虫を思わす寄生赤血球も多く，翌日の標本

をpH7．2のギムザ液で染色した。この標本には

シュフネル斑点が見られ，典型的な卵形原虫所見

が多数に検出されたので，卵形原虫と同定した。

患者は塩酸キニーネ錠1．5g／日，分3，5日間，

プリマキン15mg塩基／日，14日間の投与で治癒

した。原虫は第3日目に1‡消失した。

　本症例は想定感染時期より1年余を経て発症し

たが，旅行中はマラプリムによる予防内服を行っ

た（アフリカを去るとともに中止）ことから，今

回の発症は再現re㎜enceの形で起こったもの

と考えられる。一般に卵形原虫は三日熱原虫に類

似性が高いという概念があるが，この原虫所見は

当初，四日熱原虫を想起させるもので，再検査の

結果，卵形原虫と同定されたことは興味深い。今

回の標本中で典型的卵型原虫所見を呈したものは

36％，非典型的なものは29％，中間的なもの35％

であった。この数値は教室保存の卵形原虫標本に

おけるものと同様であった。なお，シュフネル斑

点の染出においてはギムザ染色液のpHに留意す

べきことが強く教示された。

44　高マラリア抗体価を持続しつつ重症化を避

　　け得た非定型的熱帯熱マラリアの1例

野
山
木
村

天
西
荒
田

博之　　（天理病院・海外医療科）

利正，瀬川　武彦，高橋　優三，

恒治　　　　（奈良医大・寄生虫）

遵一，鈴木　　守

　　　　（群馬大・医・寄生虫）

　症例は29歳女性。1982年10月一1984年9月（2

年間），チンパンジー研究の夫に同行し，タンザ

ニア国カソゲ（タンガニーカ湖畔）に滞在した。

この間，マラリア予防内服は規則正しく行ってい

たが，蚊に刺されることが多く，都合5回の発熱

発作を来し，その都度サルファメトキシン，ピリ

メサミン合剤にクロロキンを併用し軽快していた。

帰国後マラリア予防内服を打切ったところ，1984

年10月20日，11月1日に発熱し独自加療後，当院

受診するもマラリア陰性で放置観察とされた。同

年11月24日より再び悪寒を伴う微熱を来し，26日

に至りマラリア原虫を発見され，翌日入院となっ

た。入院時，体温36．8。C，貧血なく，黄疸なく，

下肢に痒疹を認めるも出血傾向なし。意識清明で

神経学的異常を認めない。肝脾腫を認めず，表在

リンパ節腫脹なし。心肺異常なし。RBC384万，

Hb　IL6g，Redcs2．6％，PLT16．4万，WBC

4，500（Lymph．17％，Mon。4％，Eos．1％，Bas．

1％，N．Seg．70％，N．Band．7％），CRP（一），

PT10．5sec，PTT22．O　sec，Fbg300mg，FDP

（一），Haptglb127．5mg，LDH3301U，T．B．0．7

mg，GOT17KU，GPT19KU，Al－P　O．8BU，γ一

GTP14mJU，chE　O．78ムpH，T．P．7．2g，Alb3。9

g，Glb　3．3g，α1－G　3．5％，　α2－G　7、1％，β一G

12．5％，γ一G22．8％，lgE1，140U／m’，Choleste－

rol148mg，Glucose94mg，Urea－N8．4mg，Cr

O．7mg，便潜血（一），虫卵（一）。尿異常所見なし。

胸部レ線像，ECGとも正常範囲。エコー上，肝，

脾，膵に異常を認めず。ma1副parasitemia461／

㎜3で価gfo㎜のみを認め，その形態のみか
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らは種の同定不能であった。熱型は午後に37℃

台に体温上昇するも，発作感を自覚せず，軽い頭

痛以外の訴えもなく経過し，入院後3日目に熱帯

熱マラリア生殖母体発見され，診断が確定した。

同日よりSalf㎜onomethoxine4g／日，3日間に続

き，DOXY200mg／日，8日間，Quinjne　L5g／日，

4日間を併用，さらに，Primaquine15mg，14日間

を追加し，有意なParasitemiaの減少を認め，入

院14日目には，生殖母体も消失し，症状改善し軽

快退院した。その後，外来にて同様の治療を1

クール行い，1985年8月現在まで，再発の徴はな

く治癒せしめたと考えている。群馬大学寄生虫学

教室にて実施されたマラリア抗体価などの検索で

は，間接螢光抗体法にて，入院時血清は三日熱マ

ラリア抗体陰性，熱帯熱マラリア抗体×1，024と

高値で，その後，1985年3月まで同値は×256の

高値を持続し，6月に至り×16に低下した。ま

た，クロロキン感受性テストで，本例熱帯熱マラ

リア原虫は耐性を示さなかった。“本例は，本邦で

は興味の持たれる重症化しなかった熱帯熱マラリ

ア例で，その非定型的な症状と，非定型的環状体

の出現，および罹患地の点から猿マラリアの可能

性をも疑われたが，これらの非定型性には，マラ

リア流行地における感染の反復と，本邦人として

は稀な獲得免疫の成立が関与したと考えられた。

また，治療後のマラリア抗体価を長期にわたり観

察し得た点も興味のもたれる症例であり，ここに

報告した。

45　西アフリカ・ガーナの一地方村におけるマ

　　ラリア感染状況の調査

　　　伊藤　　誠，高柳　　担，佐藤　重房

　　　　　　　　（名古屋市大・医・医動物）

　　　R．K．Anteson，M、A．Appawu

　　　　　　　　　　　（ガーナ大・野口研）

　我々は，今回JICAのガーナ大学野口研究所プ

ロジェクトに参加し，現在のガーナにおけるマラ

リア感染状況を調査したので報告する。

調査地区：首都アクラの西方約70㎞の海岸

沿いに位置する村（人口約2，000人）で，野口研の

FieldSta廿onとなっている。方法：1984年1－2

月の乾季に388人，同年7－9月の雨季に298人よ

り，Finger　Prick法により採血，厚層・薄層標本

を作り，同研究所にて固定染色後検鏡した。赤血

球ヘモグロビン型は，雨季に，ヘマトクリット管

に採血した血液を用い，セルロースアセテート膜

電気泳動法により判定した。結果および考察：乾

季・雨季を通じ，熱帯熱（P．∫），四日熱（P．燃）

と卵型（P．α）の3種のマラリア原虫が検出され

た。中でもP．∫が最も優性であり，その陽性率

は，雨季において乾季のそれの2倍に上昇してい

た。しかしP．吻，にはこの傾向はみられなかった。

P．∫の陽性率を年齢別にみると，乾季では4－6

歳でピーク（36％）となり漸減したが，雨季では

ほとんどの年齢群で乾季を上まわり，10－14歳で

66％と高い陽性率を示した。また乾季には陽性者

のみられなった1歳未満で，33％が陽性となった。

この村で行ったマラリア媒介蚊の予備調査では，

雨季に多数の、4πの舵伽即励吻の幼虫が発見さ

れたが，乾季には全く発見できなかった。また

P．ノ：のgametocyteの出現率も乾季にはP．∫陽

性者中6．8％であったのが，雨季には18．6％と有

意に増加しており，媒介蚊数の増加とともに雨季

のP．∫陽性率の増加の原因となっていると思わ

れる。住民の赤血球ヘモグロビン型は，16％が

AS型，AA型72％，AC型10％，その他2％で
あった。それぞれの型のP．∫陽性率は，AA型

37％，AS型20％，AC型30％で，AS型がAA型に

比して低い値であったがその差は有意ではなかっ

た。

46　ナイジェリア，Ijebu・Odeにおけるマラリ

　　アの調査

堀　栄太郎

天野　皓昭

前田龍一郎

稲岡　　徹

E．0、Ogunba

　　（埼玉医大・寄生虫）

（横浜市大・医・寄生虫）

　（帝京大・医・寄生虫）

　　（旭川医大・寄生虫）

　　　　　（イバダン大）

　1984年9月14日より10月13日の約1カ月の間に

ナイジェリア南西部で，ロア糸状虫症の調査を

行った際に，中学・高校生，および住民を対象に

マラリア原虫の調査を行った。調査を行った地区

はオヨ州，イバダン市より南へ約100㎞のオグ

ン州，恥bu－Ode周辺の3つの中学・高校（A，B，
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C校），首都ラゴスよ・り東へ約100㎞のラゴス州，

Epe周辺（D），およびオヨ州，イバダン州（E）

であった。環境は南のEpe市周辺はマングロー

ブ帯に接する熱帯雨林帯で河畔林が多く，恥bu－

Ode地区はEpeよりさらに北へ続く熱帯雨林帯，

イバダン地区は市街地であった。マラリア原虫の

検査は恥bu－Ode地区のA校（15－19歳）および

B校（12－19歳）の中学・高校生ではFinger

Prick法による採血，恥bu－Ode地区のC校（16－

46歳）生徒，Epe（D）の給水施設住民（29－60

歳）およびイ・バダン（E）の住民（17－40歳）では

静脈採血により薄層塗抹標本を作り，ギムザ染色

して原虫の有無を調べた。静脈採血した材料につ

いて血清学的検査も行ったが，今回は塗抹標本に

ついての成績である。マラリア原虫保有状況は地

区別では・Eebu－Ode地区（A，B，C校）で，生徒

595名中（男子241名，女子354名）陽性者は154名，

陽性率は平均25．9％（24．5－28．3％）の高率で

あった。Epeの給水施設（D）住民では11名中陽

性者1名，イバダン（E）の住民では15名中陽性

者2名，総計621名（男子255名，女子366名）中

陽性者は157名（男子58名，女子99名），陽性率平

均25．3％（男子22．7％，女子27．0％）であった。

年齢別陽性率は10歳台で27．6％と多く，20歳台で

22．0％，30歳台で5．3％，40歳以上で20％であっ

た。マラリア原虫種は3種が検出され，陽性者は

大部分が熱帯マラリア原虫132名（陽性率21．3％）

で，そのほか，四日熱マラリア原虫9名（陽性率

1．4％），卵型マラリア原虫14名（陽性率2．3％）

および熱帯熱マラリア原虫と四日熱マラリア原虫

の混合感染2名（陽性率0．3％）であった。

47　インドネシア共和国北スマトラ州アサハン

　　県におけるマラリアの疫学的調査

　　　糸川英樹（東京医歯大・医・医動物）

　インドネシア共和国との共同事業として進めら

れてきたアサハン地域保健対策プロジェクトにお

いて，演者は1984年10月より1985年5月にかけて

小学校低学年児童を対象としてマラリア疫学調査

を行った。調査地域は，海岸地帯，水田地帯，山

地の畑作地帯および山地の森林部の4つの地域で

あり，総数5，011名が調べられ，178名の陽性が見

い出された（3．6％）。各地域の結果は以下の通り

である。

　海岸地帯（KecamatanTa可ungtiramandL㎞a

puluh）：原虫保有率5．7％（133／2，315），熱帯熱

マラリア（41），三日熱マラリア（91），混合感染

（1），脾腫率3．1％。水田地帯（Kecamatan　Pulau

rakyat）：原虫保有率2．2％（20／926），熱帯熱マラ

リア（2），三日熱マラリア（18），脾腫率0．1％。

山地の畑作地帯（Kecamatan　Buntu　pane）：原虫

保有率0．5％（5／999），熱帯熱マラリア（0），三

日熱マラリア（5），脾腫率0．1％。山地の森林地

帯（KecamatanBanderpuluh）：原虫保有率2．7％

（21／771），熱帯熱マラリア（17），三日熱マラリ

ア（4），脾腫率5、1％。

　以上の結果より，北スマトラ・アサハン県では

海岸地帯，山地の森林地帯にマラリア流行が常在

し，水田地帯では脾腫率が低いけれども，マラリ

ア患者が見い出されることが判明した。

48　ナイジェリア国プラトー州におけるブユ相

　　　角坂　照貴，塩飽　邦憲，金子　清俊

　　　　　　　　　　　（愛知医大・寄生虫）

　　　D．M．Roberts，M．O．E．Iwuala

　　　　　　　　　　　　　　　（ジョス大）

　　　高橋　　弘　　　　　（国際協力事業団）

　1982年から1987年までの予定で実施されている，

国際協力事業団によるナイジェリア国ジョス大学

医学研究プロジェクトの一環として，プラトー州

ジョス周辺地域においてオンコセルカ症の調査を

している。ジョス地区は，ナイジェリアのほぼ中

央に位置し標高600～1，200mのギニアサバンナ

地域である。西アフリカにおけるオンコセルカ症

媒介ブユはε吻耀o躍吻1種と考えられている

（近年S．吻耀osπ錫は，8種に再分類されている

がここではε吻耀os㈱complexとして扱う）。

我々は，ジョス周辺地域でのS．吻規鱒梛卿の分

布を知る目的で1984．10－1985．3の間にブユ相

の調査を行った。

　方法：この調査期間は，乾期に当たり成虫の動

物への飛来が少ないため，河川よりブユ幼虫，踊

を採集し同定した。採集河川は，18カ所としS・

吻耀os耀の分布地点では数回の採集を行った。



193

ε血窺πo梛卿は幼虫，蝸で同定し，他のブユは蠣

のみで同定した。

　結果：18カ所の河川より得られたブユは1属

16種であった（S．α’oooゐ∫Pomeroy，S．s‘ho％ぬ6‘伽ゴ

Wanson，S．勉㎝励傭de　Mei皿onβ．o召甥∫σ佛％伽甥

Pomely，S．御競o魏％伽卿Pomery，S．吻！oo甥8Mac－

quart，S．側泥os伽漉Pomel’y，S．扉欝％伽勉Pomery，

．S．α4θ短Pomery，S．ωαJsh∫，S．4伽鰯osπ吻Rou－

baud，S．Jo痂8彰ηsεGrenier＆Ovazza，S．吻卿”os％”3

Theobald，complex，S．σo猶砿　Pomery，S．oo’αs一

わ召Jooz‘擁Grenier＆Ovazza，S．”z．加惚惚副εs∫Gib－

bins）。S。吻惚”oε％卿の幼虫，蠕が採集されたの

は2カ所（RiverAssob，BachiとRiverB可a，

Ibandi）であり，表面の滑らかな岩板，あるいは

水没した植物の葉，茎，根に付着していた。乾期

の初期に比べ水量の減少する後期では幼虫，蠕共

に減少していた。

49　長崎県で発生した蒜虫病患者2例の感染経

　　路と媒介種について

　　　鈴木　　博

　　　　　　（長崎大・熱帯医研・ウイルス）

　　　藤田　宣士，福田　博英，鳥山　　史

　　　　　　　　　（健康保険諌早総合病院）

　　　鈴木　　寛（長崎大・熱帯医研・内科）

　近年，全国的に蒜虫病患者が多発しているが，

長崎県下でも1982年度5名，1983年度8名，1984

年度10名の患者届出があった。これらの発生期間

は8月31日一11月20日の間で，特に10－11月に集

中し，発生地は県下に広く散在している。患者発

生後の感染経路，媒介種の調査に関しては，これ

までにも試みられているが，患者の行動圏が広く，

特定の場所にのみ関与した確証が得られず，確実

な感染場所，媒介種の決定が困難で疫学上問題と

なっている。今回経験した2名の患者は，海岸に

面し物理的に防潮堤とアスファルト道路で遮断さ

れた林内で，ほぼ同一日にキャンプして発症した

点で感染場所が限定されていると判断された。

そこで，キャンプ地の蒜虫相を調査し媒介種を決

定することを試みた。調査は，1984年9月一1985

年6月（1985年1月一3月を除く）の問，月1回

シャーマントラップ30個を設置し，野鼠を捕獲す

ると同時に，土壌採取による直接採集法も併用し

た。キャンプ地は長崎県西部の橘湾に面した防風

林で，長さ700m，幅40m，前面を防潮堤，後面

を7～8mのアスファルト道路で遮断され完全に

隔離された環境であった。林内は樹齢の古い照葉

樹が繁茂し，大小の岩が散在して野鼠の生，息、環境

に好適な場所と思われた。調査の結果，アカネズ

ミ46個体を捕獲し，これらからフクオカ，フトゲ，

クロシオ，ミヤジマ，コウチ，サダスクの3属6

種6，963種の蒜虫を得た。特に，新型蒜虫病の主

要媒介種とされているフトゲが調査したすべての

月に採集され，優占順位もフクオカに次いで高

かった。これらの結果より，2例の患者は発症前

後の行動も併せて，海岸のキャンプ地でフトゲッ

ッガムシ刺咬による発症であると判断された。

50長崎県におけるリケッチァ・ツツガムシに

　　関する血清疫学的研究

　　　福本　美枝，鈴木　　寛，松本　慶蔵

　　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・内科）

　　　麻生　卓郎　　　　、　（有川医師会）

　長崎県におけるツツガムシ病の報告例は，1950

年より1981年までの間みられなかった。しかし，

1982年以降長崎県各地でッッガムシ病の散発的発

生例が報告されるようになった。そこで，長崎県

におけるリケッチア・ツツガムシ汚染地区を知る

目的で本研究を試みた。

　対象および方法：対象地域は長崎市（120名），

島原市（50名），大瀬戸町（50名），福江市（50名），

若松町（44名），有川町（210名），新魚の目町（60

名）の7地域で，対象総数は584名であった。各

対象からの血清は1983年と1984年の冬期における

定期健康診断時に無作為に採取された。リケッチ

ア・ツッガムシに対するIgGおよびIgM抗体は

ギリアム株を抗原として用いた㎞muneperox－

idase法により測定された。抗体レベルは血清の

1：20希釈に始まる2段階希釈法により決定され

た。

　成績：1）各地におけるIgG抗体陽性率は2％

（島原市）から60％（新魚の目町）に分布し，新

魚の目町（60％）と有川町（49％）の陽性率は他

の地域よりも有意に高値を示した。2）IgG抗体
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分布をみると，高い抗体陽性率を示した地域（新

魚の目町と有川町）の抗体は1：20から1：1，280

に分布していたが，低い抗体陽性率を示した地域

（長崎市・島原市・大瀬戸町・福江市・若松町）

の抗体はすべて1：80以下に分布していた。3）

1喜M抗体は高い陽性率を示した地域においての

み検出されたが，その抗体価は1：80以下であっ

た。

　要約と考察：新魚の目町（60％）と有川町

（49％）の陽性率は本邦における流行地の陽性率

と類似のものであり，さらに，lgG抗体は1：20

から1：1，280に分布し，一部の対象からはIgM

抗体も検出されたので，これらの地域では比較的

最近リケッチア・ツッガムシの流行があったと推

定した。

51東アフリカ，モザンビークのフィラリア症

　　について（3）

　　　藤田紘一郎1，小田　　力2，

　　　月舘説子1，森　　章夫，

　　　上田　正勝1，黒川　憲次1

　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物1，

　　　　　　　　　　　長崎大・医技短大2）

　演者らは1981年と1982年に，モザンビークの海

岸に面したケリマン地方で，フィラリアの調査を

する機会を得た。8人の現地人男子について夜間

採血を実施すると共に，伝搬蚊の調査をも行った。

このうちの1人からミクロフィラリア（mf）が検

出されたが，種類はわからなかった。これらの

mfの約半数はsheathを持たず短く，残りの半数

は尾端にsheathを持ち長かった。今回はmfの

大きさについて，変異を起こした要因について検

討すると共に，ケリマン地方での主要伝搬蚊につ

いてこれまでの知見等を含めての考察を行った。

血液の塗抹標本を，現地の高温多湿の自然条件下

で約24時間おいた後に，70％アルコールで固定し，

ギムザ染色し，mfの大きさと脱鞘率の変異は，

この様な標本処理によって生じたものと想像され

る。この点を確かめるため，B噛加h伽ゆの

mfを含むスナネズミの血液塗抹標本を，wet

c㎞berの中に入れて27℃に24時間保存した後，

70％アルコールで固定，ギムザ染色した。mfの

脱鞘率と大きさを調べた。その結果，少数の㎡

が脱鞘し，大きさにも変異が認められた。長い

mfは総てsheathを持っていたが，短いmfには

脱鞘したものもかなりみられた。このことから，

この現地人から採取された長いmfと短いmfは，

同一種であろうと思われる。また約半数のmfが

脱鞘したことや，夜問（9時）に採血した事実を

合せて考えると，このmfはバンクロフト糸状虫

であると思われる。一方，採集された蚊の多くは

A槻飴ε∫εSCO”S如痂，アシマダラヌマカ，ネッタイ

シマカの3種であった。アシマダラヌマカからは

1期と皿期の幼虫がみつかったが，これは動物に

寄生するフィラリアと思われる。ネッタイイエカ

からは，1期の幼虫がみつかった。東アフリカで

のバンクロフト糸状虫の主要伝搬蚊は，A肱

gロ励吻，ノ肋．ル％5伽εおよびネッタイイエカとい

われている。従ってケリマン地方では，ネッタイ

イエカが主要伝搬蚊であろうと想像される。

52バンコック産ネッタイイエカの1系統にお

　　けるテトラサイクリンによる昭o必αc配α

　　、画ゆεπ伽の駆除と和合性の変化

　　　末永　　敏

　　　　　　　（長崎大・熱帯医研・資料室）

　バンクロフト糸状虫症の主要媒介者として知ら

れるいるアカイエカ群の蚊は，その生殖細胞中に

リケッチア様の微生物，四bJ伽肋ρψ伽廊を保

有しており，この微生物がこの蚊群の細胞質不和

合性の出現に関わっていることが明らかにされて

いる。演者は1978年以降，この細胞質不和合性が

この蚊群の生物的防除に役立つ可能性が有るかど

うかを確かめるために，一連の野外調査と交雑実

験，およびこの微生物の駆除実験を行っている。

この中，微生物の駆除実験については，テトラサ

イクリンで処理した長崎産のアカイエカ1系統と，

チカイエカ1系統について，微生物の駆除に成功

したことを既に報告したが，今回はバンコック産

のネッタイイエカ1系統について，艀化直後の幼

虫を20％という高濃度のテトラサイクリン水溶液

で24時間処理することにより，あるいは更に引き

続き10％の溶液で24時間（合計48時間）処理する

ことにより，微生物の駆除に成功したので，その
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概要について報告した。薬剤処理後，第2世代に

おける戻し交雑実験の結果は，微生物を保有して

いる雌と保有していない雄との交雑では産まれた

卵は極めてよく艀化したが，微生物を保有してい

ない雌と保有している雄との交雑では産まれた卵

は全く艀化せず，そのほとんどが全く発育しな

かった。薬剤処理後，第5世代における戻し交雑

実験の結果も，第2世代の場合とほぼ同様で，不

和合交雑の結果産まれた卵はそのほとんどが発育

せず，テトラサイクリン処理によって変わった和

合性が維持されていることが確認された。今後，

この元の系統と本来不和合性のほかの系統につい

ても，微生物を駆除し，微生物がいなくなった両

系統問の和合性が，どのように変わるかを調べた

いと考えている。

53　京都市・洛北において採集したユスリカ類，

　　力類について

　　　正垣　幸男　　　　　（京大・医・病理）

　京大・胸部研の大島教授がユスリカ類と吸入性

アレルギーとの関連の解明を計画され，ユスリカ

成虫の採集を依頼されたので，演者がかつて米軍

に在籍した頃に，蚊の調査の1つのセンターにし

ていた洛北・深泥池畔にドライアイス・ライトト

ラップとライトトラップを，更にユスリカ類の外

部生殖器の検討のために，市植物園横の京都府大

農場にライトトラップを設置し，1983年3－11月

間に，5夜毎の夜間採集を実施し，ユスリカ類の

分類については静岡大学・橋本碩教授の指導を受

けたので，その概要を報告したい。

　ユスリカ類は14種，943個体，そのうちセスジユ

スリカが57．4％を占める優占種で，ついでヤマト

ユスリカであり，力類は13種，25，505個体，その

うちコガタアカイエカが97，1％を占める優占種で，

ついでキイイロヌマカであった。ユスリカ類と力

類のおのおのについて，ドライアイス・ライトト

ラップ（A1）とライトトラップ（A2）による採集

個体数を12検定により比較すると，ユスリカ類

については，A2＞A1となり，ライトトラップに

よる採集結果の方がドライアイス・ライトトラッ

プによる採集結果より有意差が大であり，力類に

ついてはA1＞A2となり，ドライアイス・ライト

トラップによる採集結果がライトトラップ採集結

果より有意差が大であった。ユスリカ類の雄の外

部生殖器の形態を比較調査中であり，モンユスリ

カ亜科Tar直podhlae，エリユスリカ亜科Orthocladi・

inaeの底節は強大であり，前者の把握器は後者の

それより長く，ユスリカ亜科Chironon血aeの底

節と把握器は結合しており，上部付属器の形態は

種により細かく異なる。

54　暑熱順化に関する研究一温熱負荷による発

　　汗反応の解析一

　　　萢　　育仁，小坂　光男，大渡　　伸，

　　　岩元　　純，菅原　正志，藤原真理子，

　　　Ye－Win＊　　　　（長崎大・熱帯医研・

　　　　　　　　　環境生理，＊JICA研修生）

　暑熱順化のメカニズムを究明する目的で，熱帯

地住民と，日本人スポーッマンの暑熱負荷時の発

汗反応を比較検討した。今回は被験者に熱帯地住

民12名，日本人スポーッマン12名を選び，温度

28。C，湿度60％の人工気象室内で両下肢を43℃

の循環温水に30分間浸水負荷させて皮膚局所加温

刺激とし，誘発させる前胸部・腹部の発汗反応を

サーモグラフィ装置を使って記録，同時に口腔

温，背部体表皮膚温をサーミスタにて測定した。

前胸部の平均発汗潜時は熱帯地住民で11．6分，腹

部では10．8分。日本人スポーッマンでは胸部・腹

部とも8．6分を示し有意（p〈0．05）の差を示した。

熱帯地住民の発汗時の口腔温上昇率と口腔温変化

は0．045。C／mjn，0．27～0．24。Cを示し，日本人ス

ポーツマンではそれぞれ0．035。C／min，0．18～

0．19。Cを示し，共に前者が高い。腹部発汗は胸

部発汗に先行し，温度下降も顕著で温熱負荷後も

更に下降，腹部と胸部皮膚温の間で温度解離現象

が見られた。この解離現象の成因には，1）交感

神経の地域性支配，2）腹部皮膚のactive　vaso・

constrictionによる血流変化，3）腹部と胸部の皮

下脂肪層の差異，4）座位による啓部皮膚圧迫反

射の効果，5）座位姿勢による内臓と皮膚の血流

分布の差，6）腹部と胸部皮膚の能動汗腺の密度

や分布の差異，7）実験室内の気流の影響などが

挙げられるが，その生理学的意義は不明である。

以上の結果の如く，暑熱順化の形成過程では体温



196

調節反応の出現温度閾値の上昇や反応量の変化が

誘起されるが，更に熱産生としての代謝性反応の

測定のほか，今回の結果にみる腹部・胸部皮膚温

の解離現象など，温度順化・体温変化の神経性調

節の面からのデータ集積が望まれる。

55　長期暑熱暴露ウサギの温熱負荷に対する反

　　応

　　　藤原真理子，大渡　　伸，小坂　光男

　　　　　　（長崎大・熱帯医研・環境生理）

　暑熱環境として，室温30。C・相対湿度60％を

設定し，そこへ成熟雄性ウサギを6カ月にわたり

連続暴露して，これを暑熱順化の動物モデルとし

た。この暑熱順化ウサギに，無麻酔・頸部のみの

軽固定下で環境温を0．5。C／minの変化率で25。C

→40。C→25。C→10。C→25。Cと変える温熱負荷を

加え，それに伴う直腸温や耳介皮膚温，呼吸数，

心拍数等の変化を，中性温域（室温25。C・相対

湿度60％）で飼育した対照ウサギのそれらと比較

した。暑熱刺激（25℃→40。C→25。C）によって直

腸温は変動をみるが，その最高値と最低値の差は，

暑熱順化群で平均0．7℃，対照群で平均1．3。Cで

あった。一方，寒冷刺激（25。C→10。C→25。C）に

よって変化した直腸温の最高・最低値の差は，順

化群で平均0，7。C，対照群で平均1．2。Cであった。

この事から，暑熱順化により暑熱側のみならず，

寒冷側の温熱負荷に対しても，直腸温の変化幅は

小さくなる事がわかった。指標として，耳介の皮

膚温の動態をみた時，耳介皮膚血管の拡張発現時

の外気温の閾値は，暑熱順化群で平均28．9。Cで

あったが，、対照群は実験開始時の25。Cの中性温

域ですでに閾値に達し，血管拡張が起こっていた。

一方，耳介皮膚血管の収縮発現時の外気温の閾値

は，暑熱順化群が平均16．奪。C，対照群が平均

12．8℃であった。両群にみる末梢血管の拡張・

収縮発現閾値の差と，深部温の変動は密接な関係

があると思われる。ところが，この様な反応の差

は，あらかじめ投与したSodim　Pentobarbital（20

mg／kg，Lp．）による麻酔下における温熱負荷時に

は消失するにもかかわらず，麻酔が完全にさめて

から同様の温熱負荷を加えると再現した。この事

から，暑熱順化による機能的変化の成因には，麻

酔により一過性に影響を受ける機序が関与してい

る事が推察される。

56　海外発展途上国における最近2力年の飲料

　　水検査成績

　　　月舘説子，藤田紘一郎，中西弘有

　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物）

　　　奥脇　義行　　　（女子栄養大・微生物）

　　　杉山　雅俊　　（順天堂大・医・衛生）

　　　小笠原ヤス子，朝倉　健夫

　　　　　　　　　　　（日本熱帯医学協会）

　熱帯各地の発展途上国においては感染症，特に

経口感染症が現地人のみならず在留邦人について

も罹患の上位を占めている。我々は，これまで，

これらの疾病の感染源の1つとして飲料水の重要

性を強調してきた。今回は，1983年3月から1984

年9月までの2年間に東南アジア，中近東，東ア

フリカ，中南米の多くの国々を訪れ，在留邦人が

実際に使用している飲料水を採取し，化学的およ

び細菌学的検査を行ったので，その分析結果を報

告する。

　飲料水は，あらかじめガス滅菌したポリ容器に

直接採取し，直ちに細菌学的検査（一般細菌数，

大腸菌群）を実施した。検査は，ウリカルトセッ

トにて30。C，24時問培養後判定した。化学的分析

は，日本に持ち帰り，水質基準に関する省令に定

められている方法に準じて行った。

　1983年度の調査結果は，次の様であった。末端

において殺菌消毒された水が得られたのは，ヨル

ダン（83．3％），パナマ（44．4％），トリニダードト

バコ（33．3％），マレーシア（27．3％）の国々にす

ぎず，他の国々においては全く検出されなかった。

また，糞便系汚染の直接的指標である大腸菌群は，

ほとんどの国々の飲料水から検出された。その中

でも特にタイ（26．7％），インドネシア（25．4％），

フィリピン（13．4％）の水道水は，検出率，含有

菌量が共に高値を示していた。その他，銅，鉛，

鉄の金属類，アンモニア性窒素はほとんど検出さ

れなかった。硬度は地質により大きく特徴づけら

れている。マレーシア，ビルマ，ケニア，コロン

ビア，パナマの国々には，かなりの軟水が供給さ

れていた。他方，クウェート，イラク，ヨルダン，
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トルコ，エジプトなどの国々の飲料水は，総硬度

が100mg／」以上の硬水であった。

　1984年度は，前年度と同様の傾向を示していた。

すなわち，最も大腸菌群が検出されたのはインド

ネシアで，約半数の検体が陽性を示し，依然とし

て衛生環境が改善されていないことが示唆された。

57　パプア・ニューギニア各地における飲料水

　　の細菌学的研究

　　　奥脇　義行，矢内　寿恵，豊　　経子

　　　　　　　　　　（女子栄養大・微生物）

　　　藤田紘一郎，月舘　説子

　　　　　　　　　　（長崎大・医・医動物）

　　　杉山　雅俊　　（順天堂大・医・衛生）

　　　朝倉　健夫　　　　（日本熱帯医学協会）

　熱帯地における衛生環境を知る研究の一環とし

て，我々はその国の飲料水の水質に注目している。

今回は，1984年9月の約2週問にわたり行ったパ

プア・ニューギニアの本島，NewBdtain島，

New　Ire㎞d島で採水した飲料水，計40検水の細

菌学的成績を報告する。

　飲料水の由来は40検水中13検水が水道水で，そ

の他はほとんど天水または河川水であった。醐一

hpore　Samplerを用いて行った一般細菌数，およ

び大腸菌群数の算定の結果は，一般細菌数では

102／mJ以下であったものが64．5％にみられ，一

方大腸菌群数でも今回の方法では算定されなかっ

たものが70％にも認められた。

　検出された菌群について鑑別したところ，腸内

細菌科の菌種はみられず，ほとんどがPseudo－

monas属であり，そのうち多く検出された菌種は

Ps8z‘伽oηαsα8㎎勉osσとPs8π40”30”¢s翅αあo一

ρh∫磁であるという興味ある成績であった。また，

検出された菌類についてBen2ylpenic皿n，Sulbeni－

c麺hn，Mezuloc皿hn，Tetracychne，Chloramphenicol，

Kanamych1，Gen㎞ych1，Cephaloddine，Cefoxiti11，

Co且stin，N証dixicacidの11種の化学療法剤の感受

性試験を実施し，MIC近似値を求めたところ，

Ps8幼吻㎜sσθ㎎勉osαはGentamydnに対して

L6μg／mJという良好な成績が得られた。

58　エチオピア，Makale市周辺の飢餓被災民

　　テント村における飲料水の水質検査成績

　　　奥村　悦之　　　（高知学園短大・保健）

　　　谷荘吉　（金沢医大・医動物）

　飢餓被災民のおかれた環境は，概ね伝染病罹患

の可能性は増す。即ち，彼らの使用する生活水が

病原微生物の汚染源となる危険を含んでいるため，

飲料水の水質検査を行った。

　対象と方法：JMTDR第3次派遣団業務期間の

1月21日より3月3日迄のうち，無作意に日を選

び，わが国援助のAdy㎞s，イタリア国のQuiha

とNo2＿Tenben，ICRCのWaereb，西ドイツの

Maydhaの各shelter内の被災民共同上水道を対

象とし，水道蛇口を開き約3分後の水を無菌的に

採水，NO2－N，NH3－N，Cl一，KMnO4消費量，硬

度，pH，大腸菌，および一般細菌群の項目を分析

した。

　成績：日本チーム医療援助のAdy㎞s，および

他のQuiha，Maydha各shelter内の水道水は，い

ずれの日にもNO2－N，NH3－Nが同時検出された。

汚染指標となるCl一はいずれも高値を示さな

かったが，一般細菌，大腸菌群は最小L4×104，

最多32．4×104個の範囲にあった。全地域共硬

度は400から1，280ppmで基準値を越え異常に

高い。これらshelter内の共同上水道は水源を

50～70m掘った地下水に求めており，かねてよ

りの旱魑の為朝夕2回のコントロールシステムに

よる時間給水制であった。

　まとめ：一般細菌および大腸菌群は，全地域の

飲料水において許容基準値を遙かに越えた。更に

同時に，検出されてはならないNO2－N，NH3－N

の検出地域が多かった。これらの事実は，病原汚

染となりうる還元環境にある上水道であると推察

された。また硬度が異常に高いことは，日常生活

にも支障をきたし，生体内における物質代謝障害

を惹起する可能性がある。いずれにしても人為の

局地的条件の影響を大きく受け，水脈が浅い故，

人類活動による汚染を示唆する成績である。
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59　腸アメーバ症の6例（特に内視鏡診断につ

　　いて）

　　　山村　　誠，筋師　　満，堀　　信治，

　　　槍林　　尚，大野　忠嗣，下山　　孝

　　　　　　　　　　　（兵庫医大・四内科）

　　　西村猛　（兵庫医大・医動物）

　我々は過去8年間に6例の腸アメーバ症を経験

したので，その臨床所見，内視鏡所見について報

告する。

　性別では男性5例，女性1例で，年齢は38歳一

53歳と壮年層の男性に多くみられた。臨床症状は，

全例に粘血あるいは粘血下痢便がみられ，3例に

腹痛もみられた。海外渡航歴は4例にあり，渡航

先はビルマ，香港，ヨーロッパ，ハワイ，世界各

地となっている。2例には渡航歴はなかった。

　アメーバ赤痢は，最近再び増加する傾向があり，

血便の鑑別診断に是非あげておくべき疾患である。

本症は慢性に経過することが多く，臨床症状から

も潰瘍性大腸炎と誤診されることがある。近年血

便をきたす疾患に対し，ほとんど大腸ファイバー

スコピーが施行され，診断に役立っている。本症

は，タコイボ型潰瘍という特徴的な内視鏡所見を

示すことが多いため，本症の存在さえ念頭にあれ

ばその診断も可能と思われる。本症の確定診断は，

もちろん赤痢アメーバの証明であるが，これにも

内視鏡は有用である。1つは生検によりアメーバ

を証明する事ができる，1つは内視鏡を通して採

取した粘液や，スコープに付着した粘液中に，栄

養型赤痢アメーバを証明できるからである。生検

は必ず潰瘍部から取り，しかも腸粘液を付けて生

検することが重要で，PAS染色なども有用であ

る。粘液中に栄養アメーバを検出する場合，採取

直後保温して生鮮塗抹標本で鏡検し，専門家に相

談する事が大切だと考える。

60　アメーバ性肝膿瘍の3治験例

原
村
田
野

千
中
本
佐

久幸，安宅　啓二，岡田　昌義，

和夫　　　（神戸大・医・二外科）

雅之　　　　　　（高砂市民病院）

　均　　　　　　　（住友病院）

年間にアメーノ牲肝膿瘍3例を経験したので，診

断や治療法について考察を加えて報告する。症例

1は31歳の男性。右季肋部痛と全身倦怠感で発症，

既往に2回の海外渡航歴がある。入院時，体温

36．6。C，右季肋部に腫瘤と圧痛を認め，一WBC

12，300，胸部X線で右横隔膜の挙上を認めた。内

科的治療で改善せず，開腹手術を行った。肝右葉

に存在する腫瘤を穿刺吸引し，イチゴミルク様膿

汁をドレナージした。膿汁中に赤痢アメーバの

cystを確認し，塩酸エメチンを使用し軽快した

が，副作用で心不全を認めた。症例2は36歳の男

性。39。Cの発熱で発症したが，海外渡航歴はな

い。入院時，右肺下野の呼吸音減弱と，右季肋部

に圧痛を認めWBCは12，100。腹部エコーで肝右

葉に膿瘍が存在，エコーガイド下にイチゴミルク

様の膿汁をドレナージした。膿汁検査でE吻一

郷08蝕み説oJ’∫加（Trophozoite）を検出し，膿瘍腔

の洗浄と，メトロニダゾールを投薬し治癒した。

症例3は29歳の男性。発熱，血疲で発症したが海

外渡航歴はない。入院時37．1。Cの発熱と右肺下

野の呼吸音減弱，肝腫大と圧痛を認めた。WBC

13，000で喀疾検査は陰性。抗生剤で症状が改善し

ないため，ブロンコグラフィー，CT，腹部エコー

を行ったところ，肝右葉の膿瘍が肺に穿破してい

ると判明した。粘血便の既往を考え合わせ，ア

メーバ性肝膿瘍を疑い，ラテックス凝集反応で陽

性所見を得た。約40日間のメトロニダゾール投薬

で肝，および肺病変は消失した。本症は赤痢ア

メーバの検出で確定するが，臨床症状，血液学的

検査，CT・エコー検査等が診断の助けとなる。

特にCT・エコーによる肝膿瘍の診断と，免疫学

的血清検査（ラテックス凝集反応）が有用である。

治療には薬物療法と，ドレナージ法の併用療法が

効果的である。最近登場したメトロニダゾールは

塩酸エメチン等に較べ副作用もなく著効を示す。

また，ドレナージ法では，．エコーガイド下穿刺法

が混合感染や侵襲も少なく良い。

神戸大学第2外科および関連15施設で，過去10



61　日本国内で感染したと思われるメジナ虫症

　　の1例について

　　　小林　昭夫，片倉　　賢，浜田　篤郎

　　　　　　　　　　　（慈恵医大・寄生虫）

　　　鈴木　昭男，幡場　良明

　　　　　　　　　　　（慈恵医大・附属研）

　　　田代　　直　　　（慈恵医大・二外科）

　　　吉田　　昭　　　　　（東芝沼津診療所）

　最近我々は，本邦人として初めてのメジナ虫

（D耀側㎜」螂〃3ε4勉㎝廊）症の1例を経験した。

これは今までに全く報告のない日本国内での感染

と考えられる点で，今後に問題を残すものと思わ

れる。

　症例：42歳の日本人男性。工場技術員，静岡県

三島市在住。昭和58年7月29日，突然全身に及ぶ

じんま疹の発現をみた。抗ヒスタミン剤の投与を

受け発疹は消退したが，同年8月初旬より右下肢

ふくらはぎの部分の腫瘤に気づく。臨床所見にお

いて右腓腹筋部に4．1×4．5㎝大の無痛性の軟

かい腫瘤が認められた。腫瘤はさらに増大したた

め，同年8月26日切開したところ，内部より多量

の黄色粘稠な膿汁の排出をみるとともに，30cm

ほどの細長い虫体が膿瘍内壁から得られた。臨床

検査成績では，好酸球増多症（20％）以外は特記

すべきものはない。

　虫体の同定：摘出された虫体は長さ29㎝，幅

1．5㎜，乳白色の細長い雌の成虫で，頭部と尾部

は欠如していたが，子宮内に多数の幼虫を包蔵し

ていた。虫体の筋組織は，半月状の筋細胞群とし

て2カ所に限局する独特の構造を呈していた。子

宮内の幼虫は長さ平均654μm（53－710μm），幅

25μm（22－26μm）で，尾部は細く長く体長の

1／3を占め，また肛門よりやや後方に1対の大き

いphasπ亘dsが認められた。以上の所見からこの

虫体をD廻傷狸億」欝耀4伽ε”廊と同定した。

　考察：患者にとって発症の7年前に中国へ旅行

したのが唯一の国外旅行であるが，本虫の潜伏期

が10－14カ月であるということから感染は中国で

はなく日本国内で起こったものと推定される。し

かしこれまでわが国にはメジナ虫の自然感染例の

報告はない。その後，患者は発症のほぼ1年前に
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2度にわたって生きたドジョウ（おそらく輸入ド

ジョウ）を丸呑みしていたことが明らかとなり，

60年前とはいえ韓国でドジョウの丸呑みによると

考えられる人体感染例がある点に鑑み，今回の症

例がこれらのドジョウを介して感染したという可

能性も否定できない。

62　リベリアからの農業研修員に認められたマ

　　ンソン住血吸虫症の1例

　　　松村　武男，宇賀　昭二，小西　英二，

　　　中尾　雅春　　　（神戸大・医・医動物）

　　　佐伯　　進，馬場　茂明

　　　　　　　　　　（神戸大・医・二内科）

　国際交流が一般化するにつれて，熱帯感染症の

機会も多くなり，多様化の像を呈している。マン

ソン住血吸虫の分布は，熱帯アフリカ，南米，西

インド諸島その他に広く分布しているが，本邦で

の報告は，これまで3例に限られている（難波ら，

1978：林ら，1980）。私どもは，最近アフリカか

らの農業研修員で，日本滞在中に本症と診断され

た1例を報告する。

　症例　28歳，男，リベリア人，農業研究者，主

訴：右側腹部の不快感，鈍痛，食欲不振。現病

歴：来日以前は水田作業に従事していたことがあ

る。1984年5月31日に，海外受託農業研修員とし

て来日した。同年7月頃より上記主訴が出現し，

某病院で胃透視等を受けるも原因不明であった。

紹介により同年11月21日，当教室にて検尿，検便

を施行，後者よりマンソン住血吸虫卵と鈎虫卵を

検出した。身体所見では，肝を1／2横指触知した

他は異常なし。第2内科外来で行った検査所見で

は，19％と好酸球数増多を認めたが，肝機能等は

異常を認めなかった。寄生虫学的検査では，日本

住血吸虫抗原，ウェステルマン肺吸虫抗原10，000

倍希釈液で膨疹8×8㎜，10×9㎜と陽性を示

したが，Ouchterlony検査では，日本住血吸虫抗

原に対して陰性であった。消化管の検索では，

胃・小腸には寄生虫の虫体等は認めなかったが，

注腸造影にてS状結腸部にポリープを認めた。し

かし患者が早期に帰国したため大腸内視鏡検査，

直腸生検は施行できなかった。治療として，Pra・

ziquantel3，600mg，コンバントリン⑭7錠を投与
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したが，患者の帰国により，その後の経過は不明

である。

　結語：本邦で4例目のマンソン住血吸虫症を報

告し，本邦でこれまで報告されている3例と比較

検討した。海外との文化交流が盛んになるにつれ，

海外から日本国内に持ち込まれる輸入寄生虫疾患

の可能性は増加しており，的確な診断のもとに早

期に適切な治療を行うべきである。

63Praziquantel，NiclosamideおよびMe・

　　benJazoleの小形条虫に対する駆虫効果の

　　実験的研究

　　　牧　　　純，斉藤　七瀬，柳沢十四男

　　　　　　　　　　（北里大・医・寄生虫）

　Praziquantel（PQ），Niclosamide（NA）および

Mebendazole（MB）の小形条虫幼虫，および成虫

に対する駆虫効果を比較検討した。

　材料と方法：♀ICRマウス（4週齢）に，脱殻

した小形条虫卵を100個ずつ胃チューブで与え，

絨毛内幼虫に対しては感染後1－3日（d1－3）に，

成虫に対してはd12またはd12－16にPQ（東京

女子医大・和田芳武先生より恵与），NA（バイエ

ル薬品より恵与），MB（ヤンセンより恵与）を

1％Tween80で懸濁したものを経口投与した。

PQは25mg／kg／日の1回または連日の投与を

行った。PQのみは感染後1，2，3，4，5，6，7，9，

または14日に25mg／kg，1回の投与をも行った。

NAとMBは100，500mg／kg／日の1回，または

連日の投与を行った。対照群には1％Tween80

のみを与えた。d18－19に実体顕微鏡下で腸管に

残存する虫体の頭節数を算定した。

　結果と考察：絨毛内の幼虫に対する効果は，い

ずれの薬剤投与においても認め難かった。成虫に

対する効果は，以下の成績であった。PQは25

mg／kgの投与で完全な駆虫効果を示し，Tho㎜s

and　G6mert　（1977，Z．Parasitenk，52，117＿127）

の結果と一致した。NAは500mg／kg1回の投与

で中程度の効果（回収虫体減少率48％）がみられ

たが，100mg／kg／日1回の投与，および連日投与

では効果は低度（回収虫体減少率はそれぞれ25％，

33％）であった。MBの1回投与による効果は

100mg／kgのみならず，500mg／kgにおいても低

度（それぞれ9％，15％）であったが，100mg／

kg／日の連日投与により完全な駆虫を認めた。PQ

のみについて検討した投薬時期と効果の関係では

感染後5日以降の投薬で完全な駆虫効果を認めた。

64　兵庫県下における児童の寄生虫卵保有者の

　　疫学調査

　　　中尾　雅春，松村　武男

　　　　　　　　　　（神戸大・医・医動物）

　　　角田　沖介　　　　　（神戸逓信病院）

　　　前島　健治　　　（兵庫県予防医学協会）

　現在，わが国では，学校保健法第4条に基づき

学童の健康診断の一環として，寄生虫糞便検査が

行われている。今回，我々は，兵庫県下市町村に

よる保育園児，幼稚園児，小学校の児童の糞便検

査，および嶢虫検査を実施する機会を得，神戸市

と他の地域の学童の腸内寄生虫卵保有率について

分析・検討を加えた。

　調査対象と方法

　寄生虫糞便検査：神戸市内にある保育所，幼稚

園の園児と小学生，合計91，776人を対象とし，セ

ロファン厚層塗沫法を用い，昭和58年9月から昭

和59年3月の期間に実施した。嶢虫検査：神戸市

とその周辺市町村（6市と淡路島）の保育所，幼

稚園児と小学生，合計162，157人を対象とし，ウ

スイ式，嶢虫検査セロファン2回採卵式で実施し，

1回でも虫卵陽性であれば陽性と判定した。

　調査成績

　寄生虫糞便検査：1）寄生虫卵保有率は男子

0．052％，女子0．082％と若干女子に多かったが，

統計的に有意差はなかった（忽02＝3．074）。2）神

戸市内の地域別の比較では，東部，北部の区に若

干多い傾向があるが（0．07～0．12％），西部の区

はやや少なかった（0．03～0．05％）。3）寄生虫卵

の種類別の保有者数では，嶢虫27件（44．2％），

以下鞭虫15件（24．6％），横川・異形吸虫10件，

回虫9件の順であった。

　肝囲検査2回法による嶢虫卵の保有率：1）神

戸市内嶢虫卵の保有率は，幼稚園，小学校とも約

6％であったのに対し，保育園は約10．6％と高値

であった。2）神戸市以外の保有率では，市町村

問にかなりばらつきを認めたが，淡路島地区との
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保有率に差を認めなかった。

65　タイ国で分離された病原性大腸菌と赤痢菌

　　の薬剤感受性とβ一ラクタマーゼ産生性

　　　田中　　光，河野　　茂，重野　芳輝，

　　　山口　恵三，斉藤　　厚，原　　耕平

　　　　　　　　　　（長崎大・医・二内科）

　　　S．Wongwa㎡ch，S、Ramsiri，

　　　K．Vatcharas血g㎞，0．Rachはacha血chai

　　　　　（タイ国医科学局・臨床病理学部）

　材料と方法：タイ国医科学局の臨床病理学部に

おいて確認された病原性大腸菌の146株と赤痢菌

の186株を用いて，11種の各種抗生剤に対する薬

剤感受性試験，ならびにそのβ一ラクタマーゼ産

生性について検討を加えた。薬剤感受性試験には

ミュラーヒントン寒天培地による寒天平板希釈法

を採用し，接種菌液にはトリプトソイブイヨンに

よる一夜培養液の1，000倍希釈液を用いた。また，

β一ラクタマーゼの定性試験はニトロセフィンお

よびpHディスク法の定性試験は，ニトロセフィ

ンおよびpHディスク法を用いて行った。

　成績：全体的にみた場合，オフロキサシン

（OFLX）に最も強い抗菌活性が認められ，全株

0．05μg／m’以下の濃度で菌の発育が阻止されて

いた。また，セフチゾキシム（CZX）にも同様に

著明な抗菌力がみられ，セファゾリン（CEZ）の

それに比較すると明らかに優れていた。赤痢菌に

ついてみてみると，OFLXおよびCZXの抗菌活

性が最も優れていたが，コリスチン（CL）も

1．56μg／mJの濃度で全株の発育を阻止しており，

前二者に次いで優れた抗菌力を示した。しかし，

ST合剤（ST）およびミノサイクリン（MINO）の

抗菌活性はやや劣っていた。病原性大腸菌に対し

ては，OFLX，CZXの他ナリジキシン酸（NA）に

強い抗菌力が認められた。一方，アンピシリン

（ABPC），クロラムフェニコール（CP），テトラ

サイクリン（TC）などに対しては，極めて高い頻

度で耐性株が存在していることが明らかとなった。

　β一ラクタマーゼの産生性は，ニトロセフィン

法では，赤痢菌の80％，病原性大腸菌の93％で観

察されたのに対して，ペーパー法（pH法）では，

その頻度がやや低い傾向にあった。

66最近のらいの新患について

　　　熊野　公子，村田　洋三

　　　　　　　　　　（神戸大・医・皮膚科）

　　　原田　禺雄　　（国立癩療所邑久光明園）

　わが国のらいは，年々その発生数の減少をみて

いる。昭和50年から59年（10年間）に届出された

わが国の新患数は総計505例で，そのうち沖縄は

335例（66％）をもつ。59年の総患者数8，407人，

菌陽性者数973人（12％）であり，新患数35例であ

る。一方，昭和50年から59年に兵庫県に届出され

た症例は12例で，その6例を神戸大学皮膚科で

扱った。また近畿北陸をサービスエリアとする国

立癩療養所邑久光明園で，昭和52年から60年に9

例の新発生患者を扱った。この2施設のうちの12

例につき，その臨床的および既往歴による特徴を

みると，わが国全体の新患の持つ特徴を表わして

いると思われる。即ち，4つの特徴を示す。1〉出

身地：沖縄およぴ南西諸島に多い。昭和59年度35

例中24例（69％）が沖縄および南西諸島出身者で

ある。自験例12例中，沖縄2例，奄美2例，東南

アジア2例である。2）発病年齢：高齢化してい

る。昭和59年度，50歳以上の発病者21例（60％）。

自験例では，50歳以上11例（92％），その中で60歳

以上は10例（83％）である。3）病型：沖縄県症例

では類結核型（T）が多く，それ以外では，らい

腫らい型（L）が多いが，ボーダーライン群（B）

として発病する症例も増加している（40％）。59

年度では，L型11例，B群11例，丁型13例である。

自験例では，B群7例，L型5例，丁型0例であ

る。4）正しい診断治療が開始されるまでの年数

が長い。自験例では8例に5年以上を必要として

いる。

67膠原病患者における抗ATLA抗体

　　　中山　志郎，石川　隆之，矢部　博樹，

　　　永井　謙一（神戸市立中央市民病院・

　　　　　　　　　　　　　　免疫血液内科）

　　　矢田　久美

　　　　　（神戸市立中央市民病院・輸血部）

　目的：成人丁細胞性白血病（ATL）の病因にウ

イルスが密接に関与することが最近明らかとなっ
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たが，本ウイルスがATL以外の疾患の原因とも

なりうる可能性を考えられることから，各種の膠

原病患者についてもATLウイルス関連抗原
（ATLA）に対する抗体の測定を試みた。

　対象と方法：全身性エリテマトーデス（SLE），

進行性全身性硬化症（PSS），多発性筋炎，皮膚

筋炎（PM・DM），シェーグレン症候群，リウマ

チ様関節炎（RA），ベーチェット病などの膠原病

並びに類縁疾患203例，および対照として鉄欠乏

性貧血と急性感染症67例，また白血病，悪性リン

パ腫，骨髄腫，再不貧，特発性血小板減少性紫班

病（lTP）などの血液疾患193例についても抗

ATLA抗体を測定した。ATLA抗体の測定には，

ゼラチン粒子による凝集反応試薬セロディアー

ATLAを用いた。

　結果：患者合計465例中32例（6．9％）が抗体陽

性で，この32例中22例（68．8％）は輸血の既往

を有していた。またこの22例中3例がHBs陽性

であった。疾患別の抗体陽性率は，SLE3／58
（5．2％），　PSS　1／28　（3．6％），PM・DM　O／9，

シェーグレン症候群4／12（33．3％），RA2／55

（3．6％），ベーチェット病0／25で，この中で輸

血歴を有するのはSLEの3例のみであった。血

液疾患での陽性者はAML7／23（30．4％），ALL

O／4，ATL2／2，MDS　O／11，CML1／9（11．1％），

B－CLL　O／6，T－CLL1／1，NHL1／30（3．4％），　ホ

ジキン病0／3，骨髄腫1／14（7．1％），再不貧2／16

（12．5％），ITP1／26（3．7％），骨髄線維症1／3

（33．3％）などであったが，陽性者はATL2例お

よびT－CLLとNHLの各1例を除き，全例が輸

血の既往を有していた。対照とした鉄欠乏性貧血

や急性感染症67例での陽性者は0であった。また

兵庫県赤十字センターから供給された赤血球濃厚

液286本についても測定したところ，1本のみが

陽性であった（0．3％）。

　結論：抗ATLA抗体陽性率は輸血歴を有する

患者で極めて高率であったことから，輸血との関

連性が示唆された。また輸血とは無関係にシェー

グレン症候群，PSS，RAで陽性率は高値であっ

た。特にシェーグレン症候群における陽性率は極

めて高率であったが，本症は膠原病の中でも最も

高頻度にリンパ腫を合併することが知られている

こと，および病因としてEBウイルスやサイトメ

ガロウイルスなどのウイルスの関与が推測されて

いることも考慮すると，ATLウイルスが免疫不

全状態を惹起することなどを介して，本症の発症

に本質的に関与している可能性が推測される。

68　EI。ISAによる局所筋肉中のハブ毒の定量

　　（2）一局所における抗毒素の中和効果につ

　　いて一

　　　野崎　真敏，山川　雅延，冨原　靖博

　　　　　　　（沖縄県公害衛研・ハブ支所）

　我々はELISA（酵素免疫測定法）を応用すれば，

ウサギ皮内注射法の1／100～1／1000レベルまで

毒素が定量できることを前大会で報告したが，今

回はハブ咬症治療へのELISAの応用の第2報と

して，局所筋肉中における抗毒素の中和効果につ

いて検討した。

　中和実験は，あらかじめ抗毒素を静注した体重

2～2．5kgのウサギの大腿外側広筋中にハブ毒を

注射，1／4，1／2，1，3時間後に屠殺して当該筋肉

および周辺の筋肉中の遊離の毒素量を測定し，対

照と比較した。

　その結果，沖縄ハブ抗毒素（T＿78）1．OmJ（抗

HR－1＝600単位，抗HR－2＝1，000単位，抗致

死＝700単位）静注1時間後にハブ毒200μgを投

与したウサギの局所残留毒素量は，15分後二

3．55μg，30分後＝L45μg，1時間後＝1・00μg，で

15分後にはすでに遊離の毒素は殆ど検出されず，

抗毒素1mJは15分以内で大腿筋に注入されたハ

ブ粗毒200μgをほぼ完全に中和した。またハブ

粗毒500μgを投与したウサギでも，15分後＝

161．39μg，30分後二88．25μg，60分後＝33、59μg，

3時間後＝1．41μgと15分で激減，60分で大部分

が中和され，3時問ではほぼ完全に中和された。

このように注入された毒素が，比較的速やかに中

和されたにもかかわかず，局所筋肉中にはかなり

激しい出血を認めたが，その範囲は対照より小さ

く，受症後速やかに充分量の抗毒素が静注されれ

ば，広範囲の損傷は防げるようであった。

　なお，ハブ抗毒素（1．Om’）を静注したウサギ

の血中抗体価（抗HR－1価）は6．40u／mJ（4．57～

7．83）であった。抗体価はELISAで測定した。
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69　ハブ毒とその筋壊死因子による血圧降下作

　　用一低濃度の場合一

　　　鎭西　　弘（東京医歯大・医・医動物）

　　　峰下　　哲，山本　憲男

　　　（東京医歯大・難治疾患研・臨床薬理）

　　　中西均　（帝京大・医・薬理）

　ハブ咬傷による死の直前に，血圧の急激な降下

の症例があるとされている。ハブ生毒に比べて低

濃度の毒液および毒より分離した筋壊死因子

（MNF）によっても血圧降下が認められたので報

告する。

　材料と実験方法：麻酔下のイヌ（雑種成犬，

♂）とラット（Wistar系，♂）を用い，前者には

ハブ毒を静注して腎血流量と血圧を，後者にハブ

毒，MNF，さらに血圧降下作用を検討するために，

抗ヒスタミン剤，カリクレイン阻害剤およびハブ

毒と抗血清との混合液等の投与による血圧の変動

をみた。

　結果と考察：ハブ毒をイヌに静注（100μg／kg）

すると急激な血圧降下と腎血流量の増加がみられ

たが，短時間内に投与前の血圧レベルに戻り，こ

れと対応して腎血流量も回復した。MNFのラッ

トヘの静注（100μg／kg）では，イヌと同様に急激

な血圧降下が惹起されたが，その回復には時問を

要し，MNFの量が多いことと，種による差違と

も考えられる。ラットに対するMNFの血圧降

下作用は，イヌに対してハブ毒による場合と同様

に低濃度でTachyphyla】dsがみられ，同一個体で

の同一条件による実験結果に再現性の乏しいこと

が見出された。ラットヘのMNF投与前後に

Diphenhy㎞eとPromethazineの静注で，ヒス

タミン，およびヒスタミン以外の，組織からの遊

離が示唆されたが，統計処理では，前者は有意差

がなく，セロトニンも有意差なしの結果ではある

が，P＝0．12で前者よりも遊離している可能性が

大きい。しかし，ヒスタミンの場合，分散が大き

いことから，その遊離を全く否定することはでき

ない。Trasylolを用いた実験では，カリクレイン

の遊離は認められなかった。今回の一連の低濃度

のハブ毒によるラットにみられた血圧降下作用は，

ハブ毒に含まれる出血因子によるものではなく，

少なくともMNFが関与していることが，ハブ毒

と抗血清との混合液による中和実験で明らかに

なった。

70　ヤマカガシ抗毒素の試作およびその臨床効

　　果について

　　　川村　善治，沢井　芳男

　　　　　　　　　　　　（日本蛇族学術研）

　ヤマカガシ（1～hの鋤h醜移吻％s）は，わが国で

は本州，四国，九州に生息し最もふつうにみられ

るヘビであるが，最近はこのヘビによる全身性の

出血および血液凝固阻止等を呈する重症例の報告

があり，昨年10月には急性中毒による死亡例が発

生するに至った。そこで我々はウサギを用いてヤ

マカガシ抗毒素の試作を行い，かつ重症例の治療

に応用して，その効果を確かめることができたの

で報告する。

　ヤマカガシ毒の不活化：ドウベルノイ腺を摘出，

磨砕して抽出した毒液を凍結乾燥後，1／60M

PBS（pH7．0）で4mg／m1の毒液を作り，ホルマ

リンを1週間隔で0，5％ずつ2回，1％1回加え

て無毒化後，ホルマリンを透析除去したものを抗

原とし，ウサギを免疫した。ウサギの免疫方法：

2．5～3，0kgのウサギ17頭を使用した。初回免疫

量は1頭当たり4mgのヤマカガシ毒トキソイド

を，同量のフロインドアジュバントと共に2mJ

を大腿背面の左右の皮下に注射し，4週後に追加

免疫としてアジュバントを含まないトキソイドを

1週間隔で3回，2，3．2，および5mgに増量し

ながら注射し，さらに粗毒を1ないし2週間隔4

回，5，5，8，および4mgの注射を行い，最終

免疫1週後に16頭のウサギから全採血を行った。

免疫期間は約4カ月を要したが約800mJの粗血

清を得た。使用した総毒量は1頭当たり36．2mg

であった。血清の精製法：粗血清の蛋白量を5％

に調製，Na2SO4飽和溶液（pH7．0）を70％にな

るように加え，38℃，2時問放置した後に6，000

rpm，15分遠心し，その沈殿を17％Na2SO41’で

2回，洗浄遠心を反復，沈殿を0．1M　Tゴs－HC】

緩衝液（pH8．0）750mJに溶解した。さらにこの

溶液100mJにNa2SO4を15gの割合に加え，

38℃，30分放置後，遠心し，その沈殿を同一緩衝
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液600mJに溶解，さらにNa2SO490gを加え，

同様の処理を行った。その沈殿を0．85％食塩溶液

250m1に溶解し，脱塩のため流水透析を行った

血清320m∫にNaClを0．85％，フェノールを

0．25％マーゾニンを0．01％，グリシン3％を加え

た後に無菌濾過を行い，、無菌，安全試験を行った

後に，10mJずつ分注して凍結乾燥した。抗毒素

血清の蛋白量は2％，pH7．0であった。中和試

験：0．1mJの精製抗毒素血清を，同量の段階希

釈毒と混合し，37℃，1時間放置した後に0．2mJ

ずつを1群4匹ずつのマウスの尾静脈に注射し，

48時間後の生死からLD50値を計算した。

　その結果0．1m1の精製血清のLD50は114．95

μgで毒のLD50は2．66μgの43．2倍に上昇し，

毒の最小致死量（3．87μg）の26，9倍の毒量（104

μg）を中和することができた。毒の最小出血量

はウサギの皮内注射法では0．078μgで，マウス

筋注法では5．0μgであった。昭和60年6月17日

に受傷し，全身の皮下出血，歯銀出血，血尿およ

び止血時間およびPTTの延長FDP値の上昇，
およびフィブリノゲン値の低下等を呈した重症例

に対し，6月19日に本血清20mJを静脈内注射を

行った結果，6月20日からはこれらの出血症状が

改善され，血液の凝固系の異状も回復にむかい，

患者は7月1日に退院した。この結果本血清は受

傷後50時間以上を経過した重症例に対しても有効

であることが明らかにされた。

71虫刺創の病理組織学的研究（第2報）

　　　E．A．Jalall’2，谷　荘吉L2，

　　　佐藤　喜一1，堀田　　進1，

　　　上村　　清3　（金沢医大・熱帯医研1，

　　　　　　同医動物2，富山医薬大・病理3）

　目的：我々は，第25回本学会において，イエカ

の刺咬創に関する経日的な皮膚の組織変化を報告

した。すなわち，初めに1回の吸血をうけると，

その部の皮膚乳頭下層に7日目頃，好酸球が出現

してくる傾向にあることを述べた。今回は，蚊の

吸血の機会を増やすとどのような変化が皮膚に見

られるかについて実験を行ったので，報告した。

　材料および方法：実験動物としてHardey系白

色モルモラトを使用した。背部を剃毛し，約2×

2cmの被刺咬創部（以下，吸血部と略記）をマー

クし，頻回の曝露部位とした。曝露は富山医薬大

上村研究室で飼育しているコガタイエカC漉寛

師惚物名纏勧s　spp，に吸血させた。すなわち，

吸血部を3－4匹の蚊に1回5分間吸血させた。

これを1週に1回の割合で定期的に行い，2カ月

間継続した。この間，吸血部を肉眼的に観察した。

発赤が現れた後，直ちに同部の皮膚を切除し，固

定後，病理組織学的検索の目的で通法に準じパラ

フィン切片を作成し，また一部は透過型電顕

一（TEM）による観察標本とした。パラフィン切片

はHE染色とPAS染色およびPinkusのOrcein－

giemsa染色を施し，光顕的に観察した。いずれ

の標本も無処置モルモット皮膚標本と比較し，虫

刺創の組織学的変化を求めた。

　成績：蚊の刺咬創は初めは確認される程度であ

り，24時間後に消退した。しかしながら吸血を継

続していくと，8週目頃より発赤（Erythema）が

早く現れ，消退しにくい状態になった。12週目で

は，その発赤が総ての吸血部に直ちに現れるよう

になった。発赤の大きさは多くの場合，径5～10

㎜であったが，最大のものは20㎜に達した。

この部の特徴的な病理組織学的所見はMast　ce皿

とEosince皿が皮膚乳頭下層に出現したことであ

る。すなわち軽度から中等度の各種の細胞浸潤

の中にOrcein－giemsa染色で，Mast　ce皿とEosin

ce皿を鑑別できた。TEMによる観察で，この両

細胞を確認した。

72　広東住血線虫卵の微細構造について

　　　宇賀　昭二，荒木　万嘉，松村　武男

　　　　　　　　　　（神戸大・医・医動物）

　演者らは過去に広東住血線虫卵の初θ伽o培養

に関する研究を行った結果，本線虫卵は初o伽o

の条件で良く発育し，培養の8日目にはフ化して

第一期幼虫にまで発育することを明らかにした。

この方法を用いることにより，発育段階の同調し

た多数の虫卵を入手することが可能となった。そ

こで本実験では広東住血線虫卵の形態，特に卵殻

の微細構造を明らかにする目的で，子宮内虫卵や

伽o伽oで培養した各発育段階の虫卵を用い透過

型電子顕微鏡による観察を行った。培養虫卵はす
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でに演者らが報告した方法（Uga召’砿，1983）に

従い，培養後それぞれ1，3，5および7日目のも

のを用いた。

　子宮中部および下部卵：子宮中部より得た虫卵

の卵殻の電子密度は低く特記すべき点は認められ

なかったが，下部卵の卵殻表面には多数の突起物

が認められた。それらは長さ0．15μ，幅は基底部

で0．03μ，先端部で0．05μであり，ほぼ0．3μ

の間隔で多数密生していた。

　1日目卵：この時期になると卵殻表面の突起物

の先端に1～3本の繊毛を有する様になった。こ

れら繊毛の平均長は0．15μ，ほぼ真直で先端の

尖った“針状”を呈していた。

　3日目卵：卵殻表面の突起の数およびその形状

は1日目卵のそれに似るが，その先端の繊毛が消

失した突起が散見される様になった。

　5日目卵：繊毛の消失した突起がその割合を増

し，突起の数自身も減少してきた。

　7日目卵：卵殻および突起の電子密度は低下し，

繊毛はほとんど認められなくなった。突起はその

長さを減じ，全体の数も減少してきた。

　以上の観察結果と本線虫の生活史とを考え併せ，

これら卵殻表面に認められた構造物は虫卵自身を

肺の血管内に栓塞させ固定させる働きを有してい

るものと考えた。
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27 Establishment of a field research centre for surveillance on common comrnunicable 

diseases and malrrutrition in a rural viuage in Ghana S. Isomura et al. 

28 A sero-epidemiological study on common communicable diseases in children aged 3 

rrionths-3 years in a rutal viuage in Ghana, West Africa S. Isomura et al. 

29 An epidemical survey in Malawi T. Kimura and S. Akao 
30 The experience of the provided medical care by the third team of JMTDR on the 

Etbiopian drought people in the camp of adyhrus shelter at Makale S. Talai et al. 

31 Infection rate of intestinal protozoas and helrninths of Japanese in the tropical under-

developing countries. Recent two years observation K. Fujita et al. 
32 Diseases of Japanese residents in West and East African countries - Report of 

traveuing medical consultation N. Rikitomi et al. 
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General　presentation

1　COMPARATIVE　STUDY　ON　SUSCEPTIBILITY　OF　AEP五IS
　　ALBOPICTθ8TO　INFECTlON　WITH　CHIKUNGUNYA
　　　　　　　VIRUS；SOME　FACTORS　INVOLVED
　　　　　　　　　　　　lN　SUSCEPTIBILITY

　　　　　　　　HIRosHI　YAMAMsHI　AND　EUl　KoNIsHI

Kobe　Gakuin　Women’s　Junior　Co皿ege　and　Department　of　Medical　Zoology，

　　　　　　　　　Kobe　University　School　of　Medicine

　　Eight　geo望aphic　strains　ofA召ぬsαめψ∫o伽s　were　examined　for　susceptibility　to　oral　infection

of　ch批ungmya　v㎞s．　The　highest　susceptib皿ty　was　observed血the　Oahu　strain，indicatklg　a

mean　v㎞s　titer　of10α3PFU／mosq．14days　after血振ection．　Individual　semiquantmcation　of

v㎞s　amounts　by　nuorescen　andbody　technique　resulted　kl　a　large　propor廿on　of　high－dtered

mosquitoes．　To　study　ths　phenomenon　further，v丘us　growth　in40rgans　was　compared　be－

tween　the　Oahu　strain　and　the　Hyogo　strain，moderate　in　suscepdbihty．　In　the　Oahu　strain，low

通rus　titers　were　found血the　midgut　and　foregut　of　aH　mosquitoes　on　day3，and　then　l　of7

samples　on　day7showed　infectivity　also　hl　the　salivary　g㎞d　and　brai11．　On　day14，high　titers

were　observed㎞a皿orgIms　of　more　than50％of　mosquitoes．　On　the　contrary，Hyogo　mos－

quitoes　had　less㎞ecdon　rates　even　on　day14．

2　ELECTRON　MICROSCOPIC　STUDIES　ON　THE　SUSCEPTIBILITY
　　　　　　　　　　OF　ARBOVIRUSES　TO　MOSQUITOES

　　　1．　MULTIPLICATION　OF　CHIKUNGUNYA　VIRUS　IN　THE
　　　　　　　SAHVARY　GLAND　OF　AEPES　ALBOPIC7乙6

　　So写DARTo　SoEDARTo1・2，TAKEo　MATsuMuRA2，HIRosHI　YAMANIsHI3

　　　　　　　　　　　　　　姻DEUIKoNlsHI2

Depa血ent　of　Parasitology，1Mrlangga　University　School　of　Medidne，Surabaya，

　　Indonesia1，Department　of　Medical　Zoology，Kobe　University，School　of

　　　　　　Medicine2and　Kobe　Gakuin　Women’s　Junior　Co皿ege3

　　A8吻sαめの‘o伽s　as　we皿as　A8吻sσ聯ガis　an㎞portant　vector　of　ch亜tmgunya　and　dengue

虹ruses．　These　transmission　mechanism（s）are　not　cla面ed　yet．

　　Electronmicroscopicobservadonsofthes皿職yglandsoM6伽σ1妙露伽infectedwidl
chikmgunya　vkus，compa血g　with　those　oL46鹿sσ卿ψ≠∫infected　with　dengue　v㎞ses，were

presented．

　　No　fin（㎞gs　of　the　vh：us　budding　from　the　ce皿surface　of　the　CHIK一血艶cted　mosquitoe’s

saHvary　glands　were　obtained　as　shown　hl　DEN－in∬ected　ones，in　contrast　to　the　fin（hngs　of　the

mamma㎞ce皿s　such　as　Vero，KB，IMR，J－111and　BHK－21ce皿s　infected　with　CHIK．
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3　SUSCEPTIBILITY　OF劉0■OR丑｝WC丑17ES　SPLE煕PEハ6
　　　　　　　　　TO　DENGUE　VIRUS　TYPE2

　　　NORIMl　YAMAMoTo　AND　AKIo　OHYAMA

Deb頒ment　of　Microbiology，Kansai　Medical　University

　　To　elucidate　the　susceptibmty　of　To∬o名勿πoh伽s　to　Dengue　v㎞ses，we　have　used　Tτ．

脚伽swbchisaco㎜onno血ematop㎞gousmosq面to血Sou㎞EastAsia．Wehavecom－
pared　the　susceptibmty　of　Tz．砂伽4θπs　to　Dengue　vkus　type2（D－2）with　that　ofsuckl㎞g　mouse

Imd　ce皿Hnes（Vero　cen　or　C6／36ce皿）．　D－2stocked　v㎞ses，1075PFU／mJ　of　w丑dtype　vimses

（BR　OO6and　BR116）and　prototype　v㎞s（Tr1751）were　used　in　this　expehment．　In　order　to

compare　the、susceptibihty　of3hosts（翫．砂伽4伽s，suck㎞g　mouse　and　Vero　cel）．　Three　D－2

血uses、were　assayed　by　these3hosts．

　　The　results　were　as　fonows．The　titers　of　BR　OO6were10＆8MID50／mJ（By　T彫．吻8η一

吻”s），101’9LD50／mJ（by　suckhng　mouse）and107’5PFU／mJ（by　Vero　ceH）．　Titers　of　BR116

were　s㎞肋r　to　those　ofBR　OO6respectively．And　the　titers　ofTr1751were10軌2MID50／mJ，

10＆1LD501mJ　and10牝8PFU！mJ　respectively．　Tz．甥επ吻”s　showed　the　highest　susceptibihty

飢nong3hosts．　Three　D－2v㎞ses　rephcated　in　T瓢．砂」6編θ”s，suck㎞g　mouse，Vero　ceH　and

C6136ce皿．　The　vh：・al　yields　in　them　were　assayed　with　Vero　cen　by　plaque　assay　method．

Two　wndtype　vkuses　showed　s㎞皿a㎡ty　hl　thek　replication，that　is，the　v廿al　yields　were10＆3

PFU／mJ　in　T瓢．砂」伽4θ”s，106●5PFU／mJ　in　suckhng　mouse　and1072PFU／mJ　in　Vero　cel　and

C6／36cen．　The　v圃yields　of　Tr1751were　about　the　same　yields　as2w皿dtype　v㎞ses　in7比

ψ∫召”42”s　and　ce皿㎞es　but　not　in　suckl血g　mouse．　That　is，D－2rephcation　was　best　in　T飢

砂」醜鹿”s．　Fulthemlore，titers　of3D－2v㎞ses　in　the　head　and　thorax　of　Tκ．砂」ε”4顔s　were

increased　graduany　unt狂day15．　Especia皿y　the　illcrease　of　the　v辻al　titers　in　the　head　were

prominent　and　the　max㎞um　titers　were108’o　to10＆4PFU／g　on　day15．

　　From　these　data，we　can　conclude　that　T暫．砂」8π4伽s　is　susceptible　to　D－2，especially　the

head　of　t1丘s　mosquito　is　the　most　susceptible　part．

4　AN　EPIDEMIOLOGICAL　SURVEY　OF　MOSQUITOES　AND
　　　　　ENCEPHALITIDES　IN　KARACHl，PAKISTAN

　　　　　　　KIYosHI　KAMIMuRAl　AND　TosHIAKl　TAKAsu2

Department　of　Pathology，Toyama　Medical　and　Phamlaceutical　Universityl　and

　　　Department　of　Neurology，Nihon　University　School　of　Medicine2

　　ln1983the　field　study　team　of　encephahtis　visited　Karachi，Pakis旋m．　Using　spray　sheet

co皿ection，12，636fem副e　and7，952male　mosquitoes　were　conected．　C％」傷加肱θ痂砿勿”漉％s，

the　p血cipal　vector　ofJapanese　encephalitis　and　WN　v㎞s，was　disthbuted　all　over　Karachi．　lt

wasabmd㎝t血s㎜erseason丘omJ田ytoAu即st，mditsco㎜onbree血9Placeswere
ground　pools　of　riverside，rice　fields，and　swamps．　、4．”のh召」8s　s妙hθ”s4the　p血cipal　vector　of
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副面a，wasr肛e血rooms．加．s吻燃wasabund㎝t丘omJ皿ytoOctober，mditsco㎜on
breed㎞g　places　were　gro㎜d　pools，cesspools　and　ditches　in　human　habitations．　ノ164gsα8寂ゆあ

wasab㎜d㎝t血s㎜erseason血血dto㎜肛ea．Itsco㎜onbree血gp蛤ceswerewater
伽ks．C”伽sg吻麟61備appe跡ed回seasons㎝ditsco㎜onbree血gplaces
were　cesspools　and（Htches　hl　human　habitations　with　dkty　water．

　　In140f　the55encephahlis　cases　at廿1e　Karachi　Civ丑Hospi1訓dur㎞lg　the　one－year　period，

the　aetiology　was　identmed　serologica皿y，illcluding3Japanese　encephaHtis（：ases．　The　positive

rate　of　sera丘om280non－neurological　patients　and　healthy　volunteers　was75％for　JEV．　The

㎜tibodyposi廿verateofse㎜血creasedJulytoMarchforJEV．

5　CHNICAL　AND　EPIDEMIOLOGIC　STUDIES　ON　JAPANESE
　　　ENCEPHAHTIS　IN　CHIANG　MAl　AREA，THAII」AND，
　　　　　　　　　　　　　IN　THE　YEAR　OF1984

HARuMI　SHlsHIDo1，AKIRA　IGARAsHI2，KEIKo　BuNDo2，PIEN　CHIowANIcH3，

　　BooNsoN　PoNEPRAsERT3，PINIT　LIMsuKoN3，JIRAPoRN　SuPAwADEE3

　　　　　　　　　　　　　AND　SuPIN　METHEEDoL3

Department　of　Intemal　Medicinel　and　Department　of　Virology2，Institute　for

　　　　　Tropical　Medicine，Nagasaki　Uhiversity，and　Faculty　of

　　　　　　　　　　　Medidne，Chiang　Mai　University3

　　Japanese　encepha出is（JE）is　an　exnraord血arny　serious㎞ec廿ous　disease　because　of　high

mortahty　and　poor　prognos圭s　with　neurological　sequelae．　Since　the　last　large　epide㎡c　in1966，

number　ofJE　inJapan　dramatica皿y　decreased．　Encepha五tis　presumably　due　toJE　vims　infection

somet㎞es　occurred　in　other　parts　of　Asia　than　Japan．

　　We　conducted　cHnical　and　epidemiologic　studies　onJE　in　Ch㎞g　Mai　Area，Northem　Thai－

land．These　data　were　obtained　from　statistics　of　Provincial　Health　Omce　of　Chiang　Mai　and

Chiang　Mai　University　Hospital（CMUH）and　from　clillical　investigations　of　hospitahzed　patients

in　CMUH．

　　JE　was（hagnosed　de面tely　by　virological　methods．　Patients　withJE　tended　to　have　higher

艶ver　than　those　with　dengue　v㎞s　illfections．　The　JE　patients　showed　leukocytosis　as　wel　as

low　Na　and　low　Cl　probably　due　to　SIADH．The　mean±S．D．ofce皿comt　in　cerebrospinal

nuid（CSF）was249．5±163．6／㎜3；mononucle肛ce皿s，75．2±24．1％；prote血content，67．1±

31．3mg！dJ；glucose　leve1，60．0±12，0mg／dJ（s㎞ultImeous　blood　glucose　level，102．4±34．4mg／

dの．　The　CT　scan　was　examjned　in　a　fbw　patients　with　JE　and　demonstrated　gener曲zed　brain

edema．In　diagnosing　JE，IgM一肌ISA　against　JE　antigen　apPeared　to　be　more　specific　and

sensidve血dicator，espec血皿y　hl　CSF．
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6　STUDIES　ON　THE　VECTOR　MOSQUITOES　AND　ISOLATION　OF
JAPANESE　ENCEPHALITIS　VIBUS　AT　HILL　TRIBE　VIH。AGES
　AND　AROUND　CHIANG　MAI　CITY　IN　NORTHEBN　THAILAND

　　　　　　　　　　　　　AKIo　MoRII　AND　AKIRA　IG蝋sHI2

Department　of　Medical　Zoology，Nagas田d　University　School　of　Medicinel　and　Department

　　　　　　of　Virology，Ins行tute　for　Tropical　Medicine，Nagasaki　University2

　　Vector　mosquitoes　of　Japanese　encephahtis（JE）v㎞s　were　coUected　by　hght　traps　at㎜

出be　vi皿ages　and　around　Chiang　Mai　City　in　Northem　Tha丑and　in　Jme　to　July，1984，and

attempts　were　made　to　isolate　JE　v㎞s．　In㎜tribe　v皿ages　above1，200m　altitude，the

number　of　vector　mosquitoes　co皿ected　were　not　plenty，even　when　the　settlements　are　located

near　paddy　fields．　Around500m　altitude，the　number　of　vector　mosquitoes　conected　in㎜

tribe　v皿ages　were　less　than　that　aro㎜d　Chiang　Mai　City．JE　virus　was　not　isolated仕om

mosquitoes　conected　in　hi皿tribe　v血ages．On　the　other　hand，in　the　pigs廿es　aro㎜d　Chiang　Mai

City，JE　v㎞s　was　isolated　ffom　l　pool　of　C％」㏄吻ε‘oo砂加’α，5pools　of　C飢師翅初o名伽oh郷

and　l　pool　of　C鑑即」∫伽s．　It　seems　that　the　transmission　ofJE　v血1s　by　vector　mosquitoes　is

more　frequent　at　the　beg㎞ng　of　rajny　season　than　in　the　middle　of　rainy　season．

7　DETECTlON　OF　JAPANESE　ENCEPHALITIS　VIRUS　BY　IMMUNE
　　　　　ELECTRON　MICROSCOPY　FOR　RAPID　ISOLATlON
　　　　　　　　　　　　OF　VIRUS　FROM　MOSQUITOES

　　　SATARo　FuRuI，KENII　W欄q　AND　IwAo　TANABE

Section　of　Bactehology　and　V丘ology，Kyoto　Prefect皿al　hlstitute　of

　　　　　　　Hygienic　and　Env止onment丑1Sciences

　　㎞mune　electron　microscopy（IEM）for　detection　of　Japanese　Encephahtis　vinls（JEV）hl

C6！36cen　culture　was　attempted．The　method　of　IEM　using　staphylococcal　protein　A　per一

㎞edwasoぼmo面edproced肛eof出ese㎜一血一ag肛d血sionmethodof㎞derson㎝d
Doane（1973）．In　this　method，samples　consisted　of　crude　culture　supematant　were　tested

曲ectly　and　were　not　lysed，pu面ed　or　concentrated　hl　any　way，and　many　v㎞s　particles　could

be　detected．　These　pa血cles　were　ident面ed　as　JEV　by　enhanced　trapPh19，coagulation　and

at惚c㎞ent　ofandbodywhch　showed　decoradon　oh面ons．These　results　may血dcate　that

JEV　in　C6／36ce皿culture　can　be　detected　by　IEM　witllin1．5hours．
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8 THE INFLUENCE OF SUCKLING MOUSE PASSAGE 
ON WILD STRAINS OF DENGUE VIRUS TYPE 2 

AKIO OHYAMA, YuKIO OHSUGI, KOUHEI MAEDA 

AND TOYOKO YoSHIKl 

Department of Microbiology, Kansai Medical University 

We have reported the pathogenicity and sensitivity of wild type strains of dengue virus type 

2 (D-2) by iutraperitoneal (i. p. ) and intracerebral (i. c. ) inoculation into suckling mice. In the 

present study, plaque size and virulence of 2 wild strains of D-2 were investigated after serial 

passage in suqkling mice. 

D-2 wild strains of BR 006 and BR 116, isolated from DHF/DSS patients in Burma, were 

used. Both strains were passed 4 tirnes in C6/36 cells before use. ICR suckling mice of I to 2 

days were employed for virus passage, estimated of mortality and histopathological observations. 

At fixed times after virus inoculation either i. c. or i. p. route, each mouse was kiued and the brain 

was removed. The brain was used for viral titration and measurement of plaque size by plaque 

assay method using Vero cells. The other brain was subjected to the histopathological observa-

tions. These procedures were referred to every suckhng mouse passage level. 

Results were obtained as follows : 1. Though a few deaths occurred after i. c. inoculation of 

both strains without any passage in suckling mouse, mortalities increased according to passage 

levels. By the lOth passage, mortality rate reached 100% after i. c. inoculation of both strains. 

2. Virus titers in the brain were rather higher even though the viruses were at the frst passage ; 

i. e. 105~6 PFU/g. They also increased according to passage levels. By the 10th passage, 

they were l08~9 pFU/g. 3. No deaths were seen after i. p. inoculation of both strains by the 

9th passage. By the 10th passage, mortalities after iufection of both strains increased abruptly ; 

i. e. 20-40%. By the 20th passage, they were 60-80(~o. 4. The starting materials of both 

strains had heterogeneous population of plaque size. By the frst passage, plaque size of BR 

006 showed small size (av. 0.25 mm) and intermediated size (0.93 mm), wbile those of BR 116 

formed mainly intermediate size (O. 78 mm). Large size (>1.4nun) plaques were observed in 

10wer frequency in both strains. By the 10th passage, plaques of BR 006 formed mainly srnall 

size (<0.4 mm). Though plaques of BR 116 became srnaller like those of BR 006, they were 

mainly 0.4-0. 6 mm (O. 53 mm) in size. 5. The BR 006-S clone which was isolated from starting 

material of BR 006 showed more than 90% of characteristic pinhole sized plaques (O. 3 mm) even 

in the 2nd i. c. passage. 6. The BR 006 was temperature sensitive at 38.5'C when it was 

passed 10 tirnes in the brain. 7. Both of wild type parent strains produced no striking histologi-

cal changes in brains after i. c. infection. By the 5th passage, diffuse edema and extensive 

perivascular cuffs in cortex were observed. 
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9　EXPERIMENTAL　STUDY　OF　THE　AUDITORY　DISTURBANCES　DUE
　　　TO　DENGUE　VIRUS　INFECTlON（PRELIMINARY　REPORT）

　　KIIcHI　SATo，SusuMu　HoTTA　AND　HIRoMl　SAKAl

Institute　for　Tropical　Medichle，Kanazawa　Medical　University

　　The　authors　perfomed　expenments　to　c圃y廿1e　e廷ects　of　dengue　v㎞s（DV）on　the

auditory　function　in　mice．　Sb【DDY　strain　mice　received　an　intracranial　injection　of　mouse－

adapted　DV（type1，Mochizuki　strain）．Besides　general　observation　on　each　animals，the　audi－

tory　brainstem　response（ABR）was　measured　for　evaluation　of　auditoly　fmction．

　　The　results　illdicated　as　follows：　The　DV　infected　mice　died　within　only6days．　The

thresholds　of　ABR　in　the　i皿6ected　mice　were　more　elevated　than　control　mice，which　suggested

Im　auditoly　dysfunction　due　to　the　dengue　v㎞s　infection．　HistologicaUy，marked　edema　of

mucoepithehum　in　middle　ear　cavity　and　mucous　effusion　were　present　in　the　infected㎡ce．

Therewere，however，noremarkablec㎞gesintheimerear㎜derthis　exper㎞entalcondi廿on．

10CLONING　OF　M　RNA　OF　SNOWSHOE　HARE　VIRUS
　　　　　　　　　　（GENUS　B乙Wy盆▼m乙聡）

　　　　　　　　　　YuKI　EsHITA1・2AND　DAvID　H，L．BIsHop1・3

　　　Depa血nent　of　Microbiology，University　of飼abama　in　B㎞血帥am，USA1

（Present　address：Department　of　Parasitology，Teikyo　Univerisity　School　of　Medicine2

　and　Natio劇Environment　Research　Coundl　lllstitute　of　V丘oiogy，United　Kingdom3）

　　Snowshoe　hare（SSH）v㎞s　is　a　member　of　the　bunyav面dae　f田皿y　of　a血opod　transmitted

v廿uses．　The　v㎞s　has　a　genome　consisthlg　of3segments　of　RNA　that　are　designated　on　the

basis　ofsize　d丘ferences　as　sma皿（S），medi㎝（M）and　large（L）．Genetic　and　molecular　studies

have　estabhshed　that　the　S　RNA　of　SSH　v血1s　codes　ill　a　vkal－complementary　sequence　for2

gene　products，the　nucleocapsid　prote血（N，26．8×103Da）and　nonstructural　prote血（NSs，

10．5×103Da）that　are　read　from　overlapping　reading丘ames．　A　sin創e　type　of　S　mRNA　species

of　SSH　v㎞s　has　been　ident岨ed　and　shown　to　have　nonv辻al5’tem曲面that　are　some14

nucleotides　in　length　and　are　presumably　derived　from　cenular　RNA　species．　Genetic　and

molecularanalysesoftheMRNAspeciesofbmyavk』useshavedemonstratedthatitcodesfor
the　v並al　glycoproteins（Gl，115×103Da，G2，38×103Da）and　a　second　nonstructural　protei11

（NSM，15×103Da）．It　is　presumed　that　the　b㎜yavirus　L　RNA　species　codesfor　the200×103

Dalargeprote血InordertoobtainthecompletesequenceofSSHMRNAspecies，we
employed　the　clo血g　strategy：　L　V㎞s　was　grown　in　monolayers　of　BHK－21ce皿s．　2．RNA

was　recovered　from　purified　v㎞s　by　extraction　with　a　phenol－8－hydroxyquinohne一吻cresol－

chloroform　mixture．　3．Complementary　DNA（cDNA）synthesis　using　ohgonucleotide　primer，

reverse　transcriptase（etc．）．4．Molecular　clon匝ng　ofthe　derived　double－stranded　DNA　into　Pstl

site　of　the　Esoh8ηi‘h初ooだ（MC－1061）vector　pBR322，5．Colonies　contai血g　inserted　DNA
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were screened for the presence of viral DNA by hybridization assay using a 32p-labeled short 

copy cDNA probe. 6. DNA nucleotide sequences were determined on strand-separated, end-

labeled, restriction fragments containing viral DNA sequences by the method of Maxam and 

Gilbert (1980). And the SSH M RNA sequence results demonstr~te that the viral M RNA is 

4, 527 nucleotides in length, I . 5 x 106 daltons in size. 

11 SEQUENCING OF M RNA OF SNOWSHOE 
(GENUS BUNYAVIRUS) 

HAREVIRUS 

YuKI ESHITAl'2 AND DAVID H. L. BISHOPl,3 

Department of Microbiology, University of Alabama in Birmingiram, USA1 

(Present address : Department of Parasitology, Teikyo University School of Medicine2 

and National Environment Research Council Institute of Virology, United Kingdom3) 

The complete sequence of the viral M RNA (4, 527 nucleotides in length) of snowshoe hare 

virus (genus Bunyavirus, fahlily Bunyaviridae) has been determined. The data indicate that a 

single primary gene product (the viral glycoprotein) is coded in one reading frame of the viral 

complementary sequence. No other large open reading frames have been identified in either 

the viral, or viral-complementary, M RNA sequences. The protein is comprised of 1,441 amino 

acids in length, has a + 27 charge, and a size of 162,391 daltons. Some 5% of the amino acid 

residues of this protein are cysteins, although which are involved in intramolecular S-S linkaged is 

not known. Only 5 asparagine-linked glycosylation sites are predicted from the sequence, 4 are 

located in the amino terminal half of the protein. Examination of the sequence of the M gene 

product reveals the presence of an 18 residue amino acid terminal hydrophobic sequence (puta-

tive signal) and a much longer 32 amino acid carboxy proximal hydrophobic region that is followed 

by a terminal sequence rich in charge amino acids (12 out of 20 residues). The size and 

constitution of the carboxy end regions are consistent with a transmembranal and anchor function 

for the glycoprotein in the viral envelop. In addition to the ternainal hydrophobic sequences, a 

localized internal region of the gene product contains several hydrophobic sequences, 15 to 29 

amino acids in length. They may function to prevent the viral glycoprotein from leaving the 

Golgi apparatus (the site of virus maturation). Like the S RNA of snowshoe hare virus, the 

non-coding sequence at the 5' end of the M viral-complementary RNA (message sense RNA) is 

shorter (61 nucleotides) than the 3' non-coding sequence (142 nucleotides). Both RNAS have 

sirnilar 3' proxirnal purine rich sequences that may as transcription terminators. 
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12　TRANSMISSlON　ELECTRONMICROSCOPY　ON　Pハ凋乙MOCy8π8
　　　　　　　　C膿1ハ圧1AND　Pハ昭皿OCr8實S　C膿」Ml

　　　　　　　　　　　　PNEUMONIA　IN　NUDE　MICE

　MINoRu　Y㎜DA，YosHITsuGu　MATsuMoTo，HlsAo　Yos田KAwA

　　　　　　　　　　　　AND　YuKIo　YosHIDA

Depa血ent　of　Medical　Zoology，Kyoto　Prefectural　University　of　Medicine

　　The　present　paper　showed　the　morphology，hfe　cycle，and　behavior　ofP％ε％卿oσsψゑs　oα短励

（Pc）in　nude　mice　by　transmission　electronmicroscop酔　The　interaction　between　Pc　and　host

ce皿s　was　also　studied．　1．The　organisms　usuaHy　hved　on　type　I．alveolar　epithe五al　ce皿s　with

close　contact　to　them　in　the　alveolar㎞ing　layer．　They　were　not　found　on　type　II　ceHs　which

have　microv皿．　They　were　rarely　found　subepitheHa皿y。　2．Phagocytosis　of　the　orgar胎m　by

alveo勘r　macrophage　and　neutroph皿was　ffequently　seen　in　the　alveolar　lumen．　3．It　is　of

interest　to　note　that　there　were　tremendous　trophozoites　but　fbw　cysts　and　precysts　in　nude

血cecomp肛ed輌舳eres皿ts血rats㎝d㎜．On山eo比erh㎝d，we丘equentlyfomd㎞e
trophozoites　which　had　two　mclei　or　those　in　the　course　of　nuclear　division．　From　the　results，

it　is　suggested　that　development　of　Pc　in　nude　mice　is　m副y　taken　place　by　trophozoite　to

trophozoite　cycle　probably　by　b血ary　fission血contrast　to　that　of　Pc血rats血which　trophozoite

to　cyst　cycle　is　predon血ant．

13　FINE　STRUCTURE　OF　PハEσMOCrSπS　C膿刀WI　BY　FREEZE・

　　　FRACTURE　METHOD　I．CYTOPLASMIC　ORGANELLES
　　　　　　　　　　　　　　lN　THE　TROPHOZOITE

　HlsAo　YosHIKAwA1，YuKIo　YosHIDAI　AND　HIRoYuKI　MoRIoKA2

Department　of　Medical　Zoology1㎜d　Electron　Microscope　Laboratory2，

　　　　　　　Kyoto　Prefectural　University　of　Medicine

　　With　the丘eeze－fヒacture，㎞er　or　outer　membrane　halves　or　fヒactured　surfaces　of　the

cytoplasmic　organe皿es　can　be　seen　when　rephcation　ce皿s　have　cleaved　t㎞’ough　the　cytoplasm　of

廿1e　tτophozoite．

　　Nucleus　can　be　eas皿y　identmed　by　the　presence　of　typical　nuclear　pores．　The　mean

n㎜1ber　and　mean　size　of　the　pores　examined　on50ce皿s　were8／μm2and95nm　in　d㎞eter

respectively．　The　number　of　nuclear　pores　in　P．6αガ”露was　fewer　than　that　of　other　human

pathogenic　protozoa　reported　unt皿now．　In　genera1，high　frequency　of　pores　means　active

丘mction　of　the　nucleus．　Our　results　suggest　that　P．oσ短擁has　less　active　nucleus　compared

v吋th　other　protozoa．

　　Distribution　ofthe　intramembranous　particles（IMP）ofnuclear　envelope　was　heterogeneous

on　P£ace，Whereas　it　was　homogeneous　on　E　face．The　distribution　of　IMP　in　endoplasmic

reticula　was　s圃ar　to　that　of　the　nucleus　both　on　P　and　E　faces．　In　outer　mitochon（hal
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membrane，IMP　showed　somewhat　heterogeneous　distribution　both　on　P　and　E　faces．

　　In　the　cytoplasm，there　were㎜y　cytoplasmic　vacuoles，which　were　vahed　in　size　and

shape．These　vacuoles　could　be　divided　into2types，Qne　has　IMP　and　the　other　noL

14　ANTl・PABASITE　ACTIVITY　OF　NUCLEOSIDE　ANALOGS
　　IN　THE　PROMASTIGOTE　OF　L五71S出［A配L47ROP1（溢
　　　　　　　　　AND　LEIS丑盟！A～W五POハ再0γAハ研

　　OsAMu　HIRAoKA1，HIRoYAsu　SATAKE1，YusuKE　WATAYA1，

　　　　　　　　AKIRA　MATsuDA2AND　ToHRu　UEDA2

Fac皿ty・fP㎞ceu制Sciences，OkayamaUniversitylandFaculty・f

　　　　　　P㎞㎜ceu丘c田Sdences，Hokk由doUniversity2

　　A　pro血sing　approach　for　developing　chemotherapeutic　agents　that　possess　selective　toxic－

ity　toward　parasites　is　the　one　based　on　certain　unique　feat皿les　in　stmcture　or　fしmction　of　the

parasite　that　d迅er　from　those　of　the　host　cens．L．ま猶の勿and　L．伽o％痂are　incapable　of

synthesiz血9Pu血es　dεπo〃o　and　are廿lus　dependent　on㎞e　host　for　dle　source　of　pur血es．　One

hundred　t1血ty　nucleoside　analogs　were　tested　hl　the　anti－L召ゑsh吻伽毎assay．　The　results　show

that3’一deoxyinosine　is　a　potent　inhibitor　for　the　growth　of　the　promastigote　ofL．伽砂吻and　L．

吻％o”σ鉱　3’一Deoxyimsine　is　metabohzed　into　cordycepin－5〆一mono一，di一，and　tri－phosphates．

This　metabohc　conversion　provides　a　mechanism　for　the　parasite－selective　toxicity　of3’一

deoxyinosine：五励耀吻㎝1an血atethe6－positionof3’一deoxl血osine，therebyconverdng
the　nucleoside　with　a　low　toxicity　into　the　cordycepin　nucleotides　that　are　highly　to】dc　to　cells．

In　this　screening，some　fbatures　in　the　structure　activity　relationship　have　emerged．　1）Nuc－

leosides　that　are　ef6ective　have　either　r1bose　or3－deoxy貢bose　as　thek　sugar　component，where－

as　those　with2・deoxy且bose　are　ine丘ective．　2）The　py血nidine　nucleosides　are　not　e丘ective．

15　CULTURE　OF　BLOODSTREAM　FORMS　OF　TRyP盟OSOMン4BRひCEI
　　　　　　　σ盟BIE四8E；EFFECT　OF　MOUSE　FIBROBI・ASTS
　　　　　　　　　　　　　　　FROM　VARlOUS　ORGANS

　　　　PETER　JoHN　MHANDo，TETsuo　YANAGI，SHusuKE　N㎜wA，

　　　　　　　　　TosHIHmE　FuKuMA　AND　HIRQII　KANBARA

Department　of　Protozoology，Insdtute　fbr　Tropical　Medicine，Nagasaki　Univeristy

　　S血ce　H㎞8渉α」．（1977）had　succeeded血cont血uous　cultivation　of　bloodst■eam　foms　of

Tり卯”oso粥σ伽o励n姻usingfeederlayersofbo・血e丘broblast－hkecens，severalresearchers

successfblly　cultivated　T翫species　ushlg　va㎡ous　mamma且an　cells　and　sera　which　were　scarcely

a曲ble血co㎜onlaboratohes．1舳epresente即e㎞entwe　attemptedto　s㎞曲the
culture　system　for　the　cultivation　of71猷8iロ卿δ伽sθby　using　fibroblasts｛rom　mouse，fetal　bovine

and　calf　sera　which　are　ava丑able　in　most　laboratolies，and　to　examjlle　the　ab通ty　of　fibroblasts
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isolated from various organs of mouse in supporting the growth of bloodstream forms of the 

para site s . 

The modified system consists of a feeder layer of new fibroblasts derived from different 

organs of ICR mouse, MEM supplemented with 5% fetal bovine serum and 5% calf serum. The 

new fibroblasts were used for experiments within 3 months aiter the initial cultivation. Cultures 

were initiated with bloodstream forms from infected ICR mice. Stable propagation of trypano-

somes was maintained in new fibroblasts derived from brain and muscles through experirnental 

period (2 months), and a final density 2 X 107 paraistes/ml was continuously obtained every day 

from them. New fibroblasts from the heart, kidney and skin, L-cell and established fibroblasts 

from muscles couldn't support the growth. Trypanosomes were observed to penetrate and 

move actively between the fibroblasts of feeder layers derived from the brain and muscles, but 

scarcely in fibroblasts from other sources. These cultured parasites were iniective for mice and 

retained the morphological characteristics of bloodstream forms under light microscopic observa-

tion. 

16 STUDIES ON THE MECHANISM OF NATURAL RESISTANCE OF 
SPRAGUE-DAWLEY RATS TO THE INFECTION 
WITH TR YPANOSOMA CR UZI 

SACHIO MIURA, TSUTOMU TAKEucHI, KEIZO ASAMI, 

SEIKI KOBAYASHI AND EIICHI OKUZAWA 

Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University 

We have previously demonstrated that Sprague-Dawley athyrnic nude (mulmu) rats are 

higllly susceptible to the infection with Tmpanosowa cruzi, while the parasites are cleared from 

the heterozygous, thymus-bearing littermates (mu/ + ). Moreover, we have found that mac-

rophages may be responsible, at least partially, for the resistance of littermates against T. cruzi 

infection through electron microscopic studies. To investigate further the cellular mechanism of 

the resistance, production of such active oxygen derivatives as superoxide of macrophages were 

compared between nude rats and the littermates by deterrnining luminol dependent chemilu-

minescence (CL) which is produced during ingestion in phagolysosomes. Macrophages were 

cultivated at 37'C in Hank's solution supplemented with 5% FCS using a C02 incubator. Trypo-

mastigotes of T. cruzi (Tulahuen strain) were isolated with DEAE cellulose (Whatman DE52) 

column chromatography. Glutardehyde-fixed trypomastigotes and viable epimastigotes as well 

as FMLP were also employed for investigating phagocytic activity. The intensity of CL were 

deterrnined by Luminophotometer (Lab Science). 

Light microscopically, significantiy more amastigotes of T. cruzi were found in macrophages 

of nude rats than those of the littermates. The amount of CL was also significantly higher in 

macrophages of the littermates than those of the nude rats, suggesting production of higher 

amounts of superoxide and related compound in the former. The CL values by epimastigotes 

were much lower than those by trypomastigotes. These data suggest that phagocytic ability 

may be responsible for the difference in the susceptibility of these rats to T. cruzi. 
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17WITH　TIME　CHANGES　OF　LYMPHOCYTES　AFTER　BABESIA
　　　　　　　lNFECTlON　IN　MICE　PRETREATED　W皿H
　　　　　　　　　　TO渥OPLAS砿4LYSATE　ANTIGEN

TADATosHI　MrfAGAMl1，SHIN－lcHI　SEKIGucHl1，HARuHlsA　SAKuRlu1，

　　　ATsusHI　S虹To1，MoToYosHI　SATo2，TsuNEo　HIRosE2

　　　　　　　　　　　AND　NAoYosHl　SuzuKll

　　　Depa㎞ent　of　Vetenn肛y　Physiologyl　and　Department　of

　　　　　　　　C㎞ic組Radiology2，0b舳roUniversity

　　It　has　been　reported　that　To％の彪ε勉81ysate　antigen　shows　nonspec面c　resistεmce　to　babe－

siosis　in　rodents．　The　a㎞of　the　present　study　was　to　cla鵡the　histological　changes　hl　mice

which　were　treated　with　TLA　and量㎡ected　with　Bαδ8s∫α名04hα伽云　ICRσCL（8weeks　old）mice

were血iected　with100μg　of　TLA　which　was　emuls迅ed　in　Hght　mineral　o皿twice　with　a2weeks’

intervaL　Two　weeks　a丘er　the　last幻ection，the　mice　were　inoculated（工μ）with102parasitized

er抽rocytes．In　TLA　treated　mice，thymi　were　lIぱger　than　in　mtreated　control　mice　l　day

before　the血㎡ection．　In　the　course　of血fection，atrophy　of　the　thymus　was　observed　in　both

treated2md　un廿eated㎡ce　and　the　number　of　thymocytes　decreased血both　groups．　There

was　no　sign皿cant　difference　in　the　rate　of　decrease　between2groups．　Ten　days　after　the

i㎡ection，there　were　more　th｛m3t㎞es　as㎜y　Thy－1（十）cens　in　the　spleeh　in　the　treated

groupasintheun㎞eatedgroup．
　　In　the　hver，the　number　of　Thy－1（十）ce皿s　in　the　treated匹oup　increased　and　about70％of

the　mononuclear　ce皿s　were　Thy－1（十）ce皿s．

　　Histological　and㎞munofluorescence　observation　showed　that　the　mononuclear　ce皿s　hig畑y

acc皿nulated　in　the　hver　in　the　treated　group　were　mostly　T－ce皿s　but　tlhs6nding　was　not　seen　in

mtreated　controls．　The血crease　of　T－cens　in　the　spleen　and　Hver　and　the　decrease　of　those血

the　thymus　suggest　that　T－1ymphocytes　may　be　released　from　the　thymus　and、canied　to　the

spleen　and　hver　by　the　blood　ckculatiorL　Histological　damages　induced　by　the　illfection　were

mnder　in　TLA　treated　group　than　in㎜treated　control　group．These　results　suggest　that　TLA

has　some　potential　that　may　induce　the　activation　of　T－ce皿s　and　other　mononuclear　ce皿s　and　the

increaseofthe㎞muneresponseagI血sttheβσ伽副nfecdoninthehosL

18　0N　ANNUAL　CHANGE　IN　ANTIBODY　I」EVEL
　　　TO　TO盟OPL4S脇4σ0ハの111N　HUMANS

　　JuNKo　TAKAHAsHI，EuI　KoNlsHl　AND　TAKEo　MATsuMuRA

Depa血nent　of　Medical　Zoology，Kobe　University　School　of　Medicine

　　Quantitation　of　antibody　to　T砿⑫」αs耀go”4ゼ∫h1636paked　sera　co皿ected　from　general

inhabitants　in　M丑d　City　was　ca血ed　out　by　enzyme－hnked㎞m㎜10sorbent　assay　to　study　amual

c㎞ge　ill　antibody　leveL　Increase　of　O．10r　more　in　ELISA　value　was　observed　in13samples
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（2．0％）and　decrease　of　O．10r　more　in27samples（4．3％），which　colτesponded　to10．9％and

22．7％of　positive　samples，respectively．Mean肌ISA　values　of　samples　with　increase（0．496）

Imd　decrease（0．920）were　si帥cantly　d螂erent．Mean　amual　change　was　O．273in　increase

and　O．204in　decrease．　Samples　ranged　from　O．2to　O．8in　ELISA　value　before　they　increased

and　samples　were　O．30r　more　before　they　decreased．　Propo血on　of　s㎜ples　with　decrease

血creased　with血crease　of廿1ek　antibody　level，and　reached100％at　ELISA　value　of1．6，血

contrast　to　samples　with血crease　where　the　proportion　did　not　exceed20％．　This　result　we皿

provides　theoretical　illterpretation　for　maintenance　of　the　b㎞odal　pattem　in　ffequency　distribu－

tion　of　ELISA　values，espec囲y　for　the　consistent　mean　ELISA　value　in　posidve　individuals　of

VariOUs　ages．

19STUDIES　OF　SPmO盟Em盆ER㎜0研IN　A　NEW
　　EXPERIMENTAL　HOST，GOLDEN　HAMSTER

　　　A皿｛IKo　UcHIDA　AND　YosHIHIKo　MuRATA

Department　of　Env廿onmental　Biology，Azabu　University

　　Natural　h面ection　with助づ名o翅θ伽π痂π㏄8ゴhas　been　in　a　few　animals　of　the　fa皿y　Car直s　and

Fehs．　The　experimental㎞6ected　woms　revealed　the　morphological　characteristics　of　coned

uteri，separated　vag圃ope血1g　from　the　c㎞s　sac，distribution　of　testes　at　the　junction　be－

tween　proglottides，asymmetdcd　eggs　with　one　po血ted　eggs　etc．，and　were　iden面ed　as助ゴプー

ωπε伽ロθ短”σ6εづ（Rud，1819）．　This　study　was　undertaken　to　detemline　whether　or　not　a　Golden

hamster　could　be　Ule　fi】囲host　for5♪伽o”zo伽ヒz8短πα06義

20　MlGRATlON　AND　DlSTRlBUTION　OF　SPARGANA　lN　THE　BODY　OF
　　　EXPERIMENTALLY　INFECTED　ANIMALS　AND　PRESENCE　OF
　　　　　　EOSINOPHILES　IN　PERIPHERAL　BLOOD　OF　RATS

AKIHIKo　UcHIDA，MAYuMl　HoRIKAwA　AND　KIKuE　UcHIDA

　Department　of　Env廿onmental　Biology，Azabu　University

　　The　migra廿on　and　dis㎞bu廿on　pattem　of　Spargana　in　mouse　and　chicken　bodies　was

observed　after　experimantal　infection　througth　mouth．　The　migration　route　of　mice，abdorr血1al

cavity→subcutaneous　tissue→muscules　and　chickens，Route　I．abdom圃cavity→sub㎝t2meous

廿ssue，　Route　II．　abdom血圃　　cavity→branch→subcutaneous　“ssue．　Eos血oph皿es　hlcreased

ab㎜ptly　from　week　l　and　reached　a　max㎞㎜1at　week2after　illfection．　After　that，they

decreased　gradua皿y　t皿week7，and　again　they　increased　and　reached　a　maximum　at　week9．

The　eoshlophile　number　became　nomlal　at　week　ll　after　infection．
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21　A　COMPARATIVE　STUDY　OF　EOSINOPHIL　AND
　NEUTROPHIL　CHEMOTACTIC　ACTIVITIES　OF
　　　　　VARlOUS　HELMINTH　PARASITES

　　　　　YoIcHIRo　HoRII1，HIRoKuNl　NAKANIsHI1，KolcHIRo　FUIITA1，

　　　　　　　　　　　幽くoTo　OwHAsHI2AND　AKIRA　IsHI声

Department　of　Medical　Zoology，Nagasaki　University　School　of　Medicine1，Department

　　　　　　of　Parasitology，Miyazaki　Medical　Co皿ege2and　Department　of

　　　　　　　　Parasitology，Okayama　Unirersity　Medical　School3

　　Eosinoph皿and　neutroph丑chemotactic　activities　of　various　species　of　he㎞th　parasites

were　ex㎜jned　using　bHnd－we皿chemotaコds　c㎞bers，M皿P6re　fUters　and　guinea　pig　Pehtoneal

exudate　ceHs　as　dle　hldicator　ce皿s．　鋤歪π，耀凌㎎閉シ¢㏄84　0％‘拡肋s如吻σ46η惚s4　Pσ㎎o銘づ吻z雄

ωεs飽”ηαη4　P．”z砂α服々鉱　Soh器云oso”¢σブのo％あ％”z　eggs　and　Japanese　st■ahl　of　F偽o∫oJα　sp．

showed　strongeosinoph韮chemotacdc　acdvity．Ithas　beenwe皿㎞ownthat　these　were　tissue一

血vadh19Parasites　and　they　hlduce　severe　eoshloph且h血廿adons　h1廿1e　host　tissues．　Parasite－

derived　eosinoph皿chemotactic　factors　detected　in　the　present　study　we皿account　for　the　eosi．

noph遡accumulations　in　the　lesions　caused　by　parasites、　In　contrast，1）伽φZσ吻伽翅痂s　did　not

show　any　detectable　eosinoph皿chemotactic　activity．　On　the　other　hand，a皿of　the　present

parasites　showed　strong　neutroph丑chemotactic　activity．　These　neutroph且chemotactic　activi－

des　n廿ght　be　connibuted　to　neutTophn　accumuladons　around　the血vadh19Parasites，especね皿y血

early　phase　of㎞ec丘on．

22　1NFLUENCE　OF　EGG・GRANULOMAS　ON　THE　ACTIVITIES　OF
　　　　LIVER　UREA　CYCLE　ENZYMES　IN　MICE　INFECTED
　　　　　　　　　　　WITH　SC皿S70SO韻M盟80M

MAsANoBu　TANABE，NoBu鮒KANEKo，TsuroMu　TAKEucHI
　　　　　　　　　　　AND　KEIzo　AsAMI

Department　of　Parasitology，School　of　Medicille，Keio　University

　　We　have　already　demonstrated　that　the　acdvides　of　urea　cycle　enzymes，i．e．，carbamoyl

phosphate　synthetase　I（CPS－1），omithhle　carbamyltransjerase（OTC）and　arghlase，were　signi－

fiαmtly　reduced　during　the　course　ofthe血6ection　withS㎜”so漉　To　cla曲the　mechanism　of

the　reduction　of　these　enzymatic　activities，fonowing　experiments　were　attempted．　lntraperi－

tone訓㎞planta廿on　of　intact即anulomas　isolated丘om　the且ver　of㎞ected　mice　into　nom田

female　ICR　mice　caused　a　sigr面cant　reduction　of　CPS－l　activities．　Although　intraperitoneal

血lecUonofegghomogenate，cnldeextractofno㎜曲ver，spleenceHsorspleencnlde　extract

prepared丘omnon一㎞ectedno㎜飢micehadnoe丘ectontheac廿vityofCPS－linmice，injecdon
of　spleen　ce皿s　or　spleen　crude　extract　isolated　from血6ected　mice，and　of　crude　extract　of

離anulomas　showed　a　sign蛆cant　decrease　in　the　activity　of　CPS－1．　The　cnlde　extract　of　granu一
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lomas also functioned in the same manner on prirnary culture of mouse hepatocyies in vitro. 

Moreover, the supernatant fluid isolated by centriftigation of serum-free culture media of granu-

10mas significantly dirninished the CPS-1 activity in the injected mice. The active material(s) 

was partially purified by ammoniurn sulfate fractionation, DEAE-Cellulofine column chromatogra-

phy and Cellulofine gel filtration from crude extract of granulomas. These evidences indicate 

that egg-granulomas and spleen ceus may contain a material(s), which infiuences the activities of 

urea cycle enaymes in the hepatocyies. 

23 MUTAGENICITY OF EGG- AND ADULT WORM-EXTRACTS 
OF SCHISTOSOMA JAPONICUM 

AKIRA ISHI11, HIROYUKI MATSUOKAl, TOSHIKI AJll, HIKOYA HAYATSU2 

YUSUKE WATAYA2 AND SAGAE ARIMOT02 

Department of Parasitology, Okayama University Medical Schooll and Department of 

Bio-organic Chemistry, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Okayama University2 

In relation to carcinogenesis in Schistosome infections, we have examined mutagenicity of 

egg and adult worm extracts of Schistosoma japonicum (SEA and SAWA) by using the Ames test. 

Mutation of Salmonella bphimurium strain TA98 and TAIOO was assayed with or without 

addition of the liver microsome fraction (S-9). At the amounts of I -400 pg/plate of SEA and 

4. 4-1,100 pglplate of SAWA, no conspicuous enhancement was observed. In addition, muta-

tion of the other strains - S. t. strain TA97, TAI02, Escherichia coli strain WP2 and WP2uvrA 

pKMIOI - to SEA was examined. They also showed no mutation. Since it is said that some 

unsaturated fatty acids interrupt the appearance of mutagenicity in the Ames test, we used an 

adsorbent blue-cotton (Funakoshi Pharmaceutical Co. , Tokyo, Japan) to absorb mutagens from 

SEA and SAWA. However no mutagen was absorbed from these extracts. 

S-9 activities of the livers of C3H mice ufected with S. j. were exarnined. Liver S-9s were 

prepared from infected and uninfected mice sacrificed at 7, 9, 1 1, 13 and 15 weeks after 

infection. The Arnes test was carried out using 100 nmoles/plate of 2-acetylaminofluorene 

(2MF) with each S-9 preparations. With 7, 9 and 1 1 weeks S-9 preparations, no difference 

was detected between the liver S-9s from infected and uninfected mice using S. t. strain TA98. 

However, with 13 and 15 weeks S-9 preparations, the number of His + revatants using infected 

Inice S-9s were fewer than those using uninfected mice S-9s. It showed that S-9 preparations 

from the livers of S. j. iniected mice could induce less 2MF mutagenic activity than the livers 

from uniniected mice. The same result was obtained by using afiatoxin Bl instead of 2AAF. 
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24　ANTIGENIC　DIFFERENCES　AMONG　HUMAN　SCHISTOSOME
　　SPECIES　AND　STAGE　DETECTED　BY　ENZYME・LINKED
　　　　　　　　　lMMUNOSORBENT　ASSAY（ELISA）

　　　　　　　　　　　　　Yo－ICHI　ITO

Depa血ent　of　Parasitology，Kitasato　University　School　of　Medicine

　　The　use　of　enzyme一㎞ked㎞munosorbent　assay（ELISA）has　been　contemplated　for　sero－

diagnosis　and　seroepidemiological　studies血endemic　areas　of　schistosomiasis．　But　httle　h1－

foma廿on　is　av訓able　relating　the　presence　of　crossreacdvides　between　the　antigens　dedved

丘om　human　schistosome　species　and　the　d雌erent　stages　of　the　parasite．　The　present　study

was　designed　to㎞owthe　crossreacdvi丘es　betweenthe　andgens　fromS、耀％so痂andS．勿碗一

伽甥and　sera　from　mice　hlfected　with　schistosomes　or㎞munized　by　antigens．　Preparation　of

antigens　for　the　test：　Fo皿cmde　soluble　antigens　used　in　this　assay　were　prepared　from　S・

吻伽sonづadults　and　egg＄and　S．ブψo痂伽翅adults　and　eggs　obtained丘om　illfected　mice（Sm．

AWA，Sm－SEA，Sj－AWA　and　Sj－SEA　respectively）．These　lyoph皿zed　organisms　were　ground　in

a　teflon－glass　homogenizer　into　cold　ether　and　the　homogenate　was　centd血ged　at3，000rpm　for

15minutes．AftertheseprecipitateswerealsohomogenatedwithO．05Mphosphatebu∬ered
saHne，pH7．2，they　were　extracted　at4。C　ovemight．　Supematant　materials　were　obtained　by

出ecen曲ga恒onat10，000叩mforoneho肛㎝d醐yzedag㎞stPBS．Sera：Se㎜s㎜ples
were　co皿ected　from　mice㎞munized　with　Sm－AWA　or　Sm－SEA，and　infected　with250S．

㎜πsonづcercaゴae／mouse57days　before　or50S．ゴ砂伽∫o％翅cercariae／mouse4months　before

se㎜colection．ELISAwaspe丘o㎜ed血㎡crodter廿aysus血ghorseradshpero虹dase－
col加gated　protein　A，anti－mouse　IgG，IgM，IgG1，IgG2a　or　IgG2b　rabbit　sera．Results：Us－

ing　with　Sm．SEA　and　labeled　protein　A，a皿sera　except　sera　from　Sm－AWA㎞mmized　mice　had

spec皿c　antibody　detectable　in　the　ELISA．But　with　S－AWA　only　AWA一㎞mmized　mice　sera

showed　the　antibody　response．　Spec皿c　antibody　to　Sj－SEA　was　high　in　the　sera　from　S．

ゴ砂oη‘o％卿infected　mice．　When　anti－mouse　IgGl　rabbit　sera　was　used　as　the　labeled　sera，

every　antigen　showed　a　strong　reactivity　against　all　anti－sera　using　in廿亘s　expehments．

25　EFFICACY　OF　METRIFONATE　IN　SCHISTOSOMIASIS
　　　　　　　　　　　　　HAEMATOBIUM

　　　　　KATsuYuKI　SATo1，SHIN－lc田NoDA2，MAsAAKl　SH㎜A1，

　　　　　　　N．MuHoHo3，YosHIKI　AoKII　AND　ATsuo　SATo2

Depa血nent　of　Parasitology，lnstitute　for　Tropical　Medicine，Nagasaki　University1，

　Department　of　Medical　Zoology，School　of　Medicine，Kagosh㎞a　University2

　　　　　　　　Imd　Kenya　Medical　Research　Institute，Kenya3

　　Selective　population　chemotherapy　with　Metrifonate　was　can：ied　out　at　Mwachinga　v皿age

（population　about1，200）at　Coast　Province　in　Kenya，in　February　and　March，1984．The



226 

regimen was 3 doses of 7. 5 mg/kg adrninistered at intervals of 2 weeks interval. Four months 

after the completion of treatment, the villagers were re-examined for eggs in urine. The 

prevalence and intensity of infection before treaiment were 69% and 53 eggs/hour (geometric 

mean). The corresponding values after treatment were 53% and 9 eggs/hr. The parasitologic-

al cure rate was 23.2% for patients who received one dose, 31.8% for those who received 2 

doses and 38. 5% for those who received 3 doses. The cure rates of male and female patients 

were 31.4 and 38. 9% respectively. The cure rate differs much by the level of intensity of 

inflection before treatrnent. The rates were 70% for the patients with less than 10 eggs/hr and 

15. l% for those with more than 1,000 eggs/hr. When the parasitological cure rate was com-

pared between the children and adults who had the same level of intensity of infection before 

treatment, much lower cure rate was observed in children. The degree of reduction in egg 

excretion was also smaller in children than in adults. 

26 EPIDEMIOLOGY AND CONTROL OF SCHISTOSOMIASIS 
ON BOHOL, THE PHILIPPINES 

HIROSHI TANAKAl, HAJIME MATSUDA1, KAZUO YASURAOKA2, YuJI IRIE2 

KUNIOKI ARAK13, HARUO KAMrrA4, HIROSHI SHIMOMURA5 

MlNORU NAKA06, ALFREDO T. SANTOS, JR. 7 

JULIAN S. NosE~AS7 AND BAYANI L. BLAs7 

Department of Parasitology, Institute of Medical Science, The University of Tokyol, Departrnent 

of Parasitology, Institute of Basic Medlcal Sciences, University of Tsukuba2, Laboratory of 

Parasitology. Institute of Public Health3, Department of Parasitology, Akita University4, 

Department of Parasitology, Hiroshima University5, Department of Parasitology, 

Asahikawa Medical College6, and Schistosorniasis Control and 

Research Service, Ministry of Health, the Philippines7 

Schistosomiasis japonica on Bohol Island, the Philippines is iniested at restricted north 

eastern areas in 2 municipalities, Trinidad and Talibon, where 6, OOO of population are living under 

risk. Snails are infested on restricted areas of small waters therein. A schistosomiasis control 

project aiming eradication was commenced in 1981 by means of case detection, selective mass 

chemotherapy with Praziquantel and mollusciciding. 

By 1984, household surveys were completed in 6 villages, San Roque, Sto. Tomas, M. 

Cabigohan. San Agustin, San Vicente and Kinan-oan, and 1,109 households and 5, 735 dwellers 

were registered, putting the ID number to households and individual persons. Stools were 

examined for schistosome eggs in 4, I 17 dwellers and eggs were detected in 210 persons or 

5. 1%. The number of egg positives increased much with repetition of examinations by the 

cellophane tbick smear method (Kato-Katz) for the same population. By trials with different 

detection methods, it was considered that the case detection was most efficientiy performed by 

egg detection in a limited population screened by COP test. 

Patients were treated with Praziquantel at the Rural Health Office and a total of 475 people 

including suspected cases who showed only positive COP reactions was treated by the end of 

1 984 . 
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　　　Sna皿surveys　were　conducted　at4water　path　ways，Omaguin，Kinan－oan，Kasilion　and

Caombokan　and　sna∬s　were　controled　by　mo皿uscicidjng　after　cutting　vegetation　at　sna丑habitat．

In1983and1984，synthetic　moluscicides，niclosamide　and　phebrol　and　plant　monuscicide　from

1σ伽砂肋o％名昭s　seeds　were　sprayed　at　snail　infested　areas　and　it　would　be　necessary　to　moUusci－

dde　a　fbw　t㎞es　a　year　to　make　successful　sna丑control．

　　Discoveエy　ofa　new　sna丑habitat丘om　the　epidemiological　amlys垂s　was　pecuhar　aspect　to　this

project．　The　disthbution　of　COP　reaction　positives　at　San　Vicente　i111984illdicated　the　pre－

sence　of　a　new　snail　colony．　By　surveys　of　doubtf皿waters，a　new　sna皿colony　was　readily

found　at　and　around　Palawan　Swamps　at　Apao　creek，the　cercaha　posit｝ve　rate　was　fotmd　to　be

as　lhgh　as8．8％of　eo皿ected　sna∬s　and　the　colony　was　proven　to　be　the　source　of㎞ection血this

V皿age．

27ESTABLISHM】i】NTOFAFIELDRESEARCHCENTREFOR
　　　　SURVEIH。ANCE　ON　COMMON　COMMUNICABLE
　　　　　　　　DISEASES　AND　M［ALNUTRITlON　IN

　　　　　　　　　　ARURALVILLAGEINGHANA

SHIN　IsoMuRA1，RIcHARD　B．BIRITwuM2AND　ADELINE　AsoKu2

Department　of　Pediatrics，Nagoya　University　School　of　Medidne1，

　　　Noguchi　Institute，G㎞a　University　Medical　Schoo12

　　Athaltoestab雌shap血naryhealth㎝ecentrea㎞ngprospectivefieldresearchonpreva－

lenceofco㎜onco㎜圃cable面seases鋤don血cidenceof舳u面dons血c肋en血a廿opic記
rural　area　was　carried　out　in　a㎞v皿age，Gomoa　Fetteh，in　Central　Region　of　Ghana，West

Africa．　Fo】10wed　by　a　pre㎞y　cultural　and　sodo－economical　background　survey　beg血血1g

vdUI　regis1■ation　of　h血bitants，acdve　surve皿ance　on　grov曲and　hガectious　diseases，血clud血9

dianrheal　episodes　have　been　carried　out　sklce　August1982；the　preschool　chidren　are　exan血ed

weekly　and　are　monitored　on　gro航h　and　infectious　diseases．　Since　October1982，㎞muniza－

dons　with　OPV，DPT　and　measles　were　st肛tedin　ch皿dren㎜der3years　ofage．To　estabHsh

and　maintain　a　good　coverage　of　the　we皿baby　cl血ic　and　to　get　good　immunization　accept∈mce

rate，there　revealed㎜ny　problems　related　to　health　education　on　p血nary　health　care　through

dlese　c㎞cal　activi廿es血the　v皿age．



228

28　A　SERO・EPIDEMIOl。OGlCAL　STUDY　ON　COMMON　COMMUNICABI。E
　　　　　DISEASES　IN　CHILDREN　AGED3MONTHS－3YEARS　IN
　　　　　　　　A　RURAL　VILLAGE　IN　GHANA，WEST　AFRICA

　　　　　SHIN　IsoMuRA1，RlcHARD　B．BIRITwuM2，HIDEAKI　YAMAGucHI1，

　　　　　　　　MAsANoRI　ToBA3，KuNIAKI　NERoME4，Yu田I　SATo4

　　　　　　　　　　　　　　　　AND　MAKoTo　ITo5

Department　Pediatrics，Nagoya　University　School　of　Medicine1，Noguchi　Institute，Ghana

　University　Medical　School2，Department　of　Pub五c　Health，Yoko㎞a　City　Ur丘versity

　　　School　of　Medicine3，National　Insitute　of　Health，Tokyo4and　Depa血nent　of

　　　　　　　　　　　Medical　Zoology，Nagoya　City　University5

　　Serological　survei皿ances　on　measles，pertussis，pohovi］rus　type1，2，3，rotav㎞s　and　parain－

nuenza　v仕us　type1，2，3were　canied　out　in　a　rural　vi皿age㎞Central　Region　of　Ghana，West

Africa，where　no㎞munization　had　been　done　previously．　A　total　of128ch狂（ken，more　than

90％of　registered　inhabitants　aged　between3months　and3years　in　the　v皿age　perticipated

blood　sampHng　from　Ocし1982to　MaL1983．Age　distribution　of　IAHA　antibody　agaist　rotavi－

nls　disclosed　the　occurrence　of　rotav㎞s血fection㎞the　early　ir止ancy　and　the　prevalence　of　the

軸rus　in　a㎞ost　an　the　ch丑dren　by3years　of　age．　Antibodies　against　measles（HI），po五〇1，2，3

（NT），and　parainfl．1，3（HI）after　natural　hlfections　were　also　detected　in　some　ch丑dren　as

early　as　h血ncy　but　others　remained　as　seronegatives　unt皿3years　of　age．　Household　cluster－

ings　of　the　seropositives　were　observed　on　these　viral　infections．Most　ch皿dren　studied　were

seronegative　for　pe丘ussis（ELISA）and　parainH．2（HI），suggestive　for　no　recent　outbreaks　of

thediseasesintheco㎜unity．

29AN　EPIDEMlCAL　SURVEY　IN　MALAWI

　　　　　ToMoKo　KIMuRAI　AND　SHINKlcHl　AKAo2

Japan　Oversease　Coopera廿on　Volunteers，OGI　and　Dep血ent　of

　　　　Parasitology，National　Defense　Medical　Co皿ege2

　　There　are　lot　of　people　infected　by　b皿1arziasis　with　the　other　parasitic　disease　in　Malawi．

B㎞ziasis　is　now　endemic　hl　a㎞ost　a皿counthes　of　A丘ica．　The　illfection　is　aqu辻ed　through

the　s㎞1at　places，dver，pond　and　lake　where　people　contact　with丘esh　water　du血g　washklg，

血ow血g，bathing，fishing，f㎞ng　and　recreational　activities．　On　the　other　hand，they　always

㎞vepossib血廿estoget㎞ec廿ons．Thehu㎜㎞echonlevels肛eve醐ghmdhea騨ecdon
with　parasites，occuring　ma血iy　in　chidren，cause　the　actual　disease．

　　In　the　laborato坪of　B皿1alrzia　Survey，the　eggs　has　been　counted　us血g　a　plate　with　hole

which　measures　the㎜o㎜1t　of　stool．　Spec㎞ens　were　conected　every2to3month丘om

primary　school　students（from　standard　l　to8）in　Sa五ma，and　checked　prevalence　through　the

year．　Also　the　differences　of　between　pretreatment　and　after　given（㎞g　treatment　to　the

student　was　ch㏄ked．
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30　THE　EXPERIENCE　OF　THE　PROVIDED　MEDICALI　CARE　BY　THE
　THIRD　TEAM　OF　JMTDR　ON　THE　ETHIOPIAN　DROUGHT　PEOPLE
　　　　　　lN　THE　CAMP　OF　ADYHRUS　SH皿。TER　AT　MAKALE

　　　　　　　　SHoKIcHI　TANI1，ETsUll　OKuMuRA2AND　YATsuKA　IMAGAwA3

Department　of　Medical　Zoology，Kamzawa　Medical　University1，Department　of　Health　Science，

　　　Kobchi－Ga旺｛uen　Parame（hcal　Co皿ege2and　Depa」由ment　of㎞ectious　Disease　C㎞c，

　　　　　　　　　　　　The　Bokuto　Metropohtan　Hospital　of　Tokyo

　　The3rd　team　ofJMTDR（Japan　Medical　Team　jor　Disaster　Rehef）hadjoined　with　disaster

reHefto　the　Ethiopian　drought　people　in　the　ADYHRUS　Shelter　Camp　at　Makale　fromJan．23to

Feb．27，1985．　Our　team　had　provided　phmary　medical　care　on351inpatients　from　Jan．24to

Feb．23．　Out　of　the351patients　treated　with　the1肚st　aids，38patients　died．　The　major

causes　of　death　included　the　disease　of　severe　mahutrition　with　marked　dehydration，relapsing

fever　and　dysentery．Most　prevalent　diseases　were　relapsingfbver，dysenteryand　pne㎝onia．

Most　ofthe　diseases　of　the　drought　people　in　the　camp　were　infectious　diseases，which　could　be

tread　v頭dl　popular　andbiotic　therapy．

31　1NFECTION　RATE　OF　lNTESTINAL　PROTOZOAS　AND　HELMlNTHS
　　　　　OF　JAPANESE　IN　THE　TROPICAL　UNDERDEVELOPING
　　　　　　COUNTRIES．RECENT　TWO　YEARS　OBSERVATlON

KoIcHIRo　F田ITA1，SETsuKo　TsuKmATE1，KENII　KuRoKAwA1，HIRoKuNl　NAKANIsHl1，

　　　　　YolcHIRo　HoRII1，MAsATosHl　SuGIYAMA2，YosH㎜OKuwA㎡，

　　　　　　　　　　YAsuKo　OGAsAwARA4AND　TAKEo　AsAKuRA4

Department　of　Medical　Zoology，Nagasald　University　School　of　Medicine1，Department　of

　　Hygine，Juntendo　University　School　of　Medidne2，Department　of　Microbiology，

　　　　Kagawa　Nutrition　Conege3and　Japan　Assoclation五〇r　Tropic田Medicine4

　　ManyJapanese　hlhabit　in　tropical　countries　and　some　of　them　are　su∬ering　from　infectious

diseases．hl　order　to㎞ow　the　prevalence　ofthese　diseases，we　have　examined　the血fec廿on

rates　of　intestinal　protozoas　and　he㎞ths　among　the　Japanese　who　stayed　in　these　counthes，

and　we　reported　here　the　recent2years’results．　In　protozoa飴㎡ection，higher　i㎡ection　rates

were　observed　in　the　Japanese　Hving　in　Thailand，PhilipPille，Turkey　and　Jordan．　L㎡ection　rate

ofO毎毎∫σ’α魏わ」毎was　especia皿y　high．　The　most㎞portant　result　was　that2healthy　persons　of

PhilipP血e　had　cysts　of　Eπ如”zoのα痂s如砂あ6α．　LI　he㎞廿1㎞ecdon，people　i血lndonesia　and　hl

Egypt　showed　highest　infection　rates．　Namely，in　lndonesia，infections　of　Asoα短s　J％甥わ物o毎4s

and　T痂h％廊慶吻海伽名ロwas　obsenred　frequently，on　the　other㎞d，in　Egypt，infection　of

Hε陀名の勿8s　h吻猶のhiy8sπooε”s　was　promjllent　Eη飽猶oわ勉s泥”幅o％’α短s　illfection　was　found　i11

1植ghestfrequencyamongJapanesech皿dreninthemoredevelopingco㎜tdes，suchasHongKong
and　Sklgapore．
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32DISEASES　OF　JAPANESE　RESIDENTS　IN　WEST　AND　EAST
　　　　AFRICAN　COUNTRIES－REPORT　OF　TRAVELLING
　　　　　　　　　　　　MEDICAL　CONSULTATION

　　　　　NAoTo　RIKIToMI，TsuYosHI　NAGATAKE，SHINsHI　YAMAMoTo，

　　　　　　　　　　　KENJI　TsucHIHAsHI，HIRosHI　SuzuKl

　　　　　　　　　　　　　　　AND晩皿o　MATsuMoTo

Department　of　Intemal　Medicine，Institute　for　Tropical　MedidneンNagasaki　University

　　Travel㎞g　medical　consultation　has　been　conducted　forJapanese　residents　in　East　and　West

A丘ica　by　our　group　dispatched　from　the　Ministly　of　Foreign　A丘血s　since1981．　In1985，

medical　consultation　was　done　in　West　A丘ica（Zaire，Cameroon，Gabon，Central　Africa，Senega1，

Morocco）．Two　hundred　and　two　persons　were　examined，and47％of　them　were　su丘ering

丘om　some　diseases．　In　adults，diseases　of　the　hver，m副y　due　to　d曲ng（7persons），

gasthtis（7）includillg　peptic　ulcer（3）and　hypertension（7）were　prevalent．　Five　persons　had

episodes　of　Malana．In　adult　female，hyperventnation　syndrome（1），amenorrhoe（1），and　hair

loss（1）probably　caused　by　mental　problem　were　observed．

　　Compa血g　West　Africa（Zake，Gabon，C㎜eroon，Ivory　Coast，Central　A丘ica，Nigeda，

Senegal，Morocco）from1982to1983，with　East　Afhca（Sudan，Ethiopia，Kenya，Tanzania，

Zambia，Z㎞babwe，Madagascar）from1984to1985，the　ratio　of　people　suffe血g　from　diseases

was47．3％and43．7％respectively．

　　ln　West　Afdca，gastrointestinal　diseases（16．5％），s㎞diseases（16．4％），respiratoly　dis－

eases（14．8％），urogeni回diseases（11．5％），and面ection　or　parasi廿c　diseases（10．9％）ranked

hiゆ，w圭血e　hl　East　A丘ica血fection　or　parasitic　diseases（18．8％），αar（五〇vascular　diseases

（15．9％），resp辻atory　diseases　（12．9％），　s㎞　diseases　（12．9％），　and　gas廿o－hltest血al　diseases

ranked　high．

　　ln　a皿countries，malaria　or　other　tropical　hlfectious　diseases　were　obselved　fewer　t㎞we

hadexpected．

33　MENTAL　HEALTH　CONTROL　OF　THE　LONG　TERM　SOJOURNERS
　　　　　　　　　　　IN　THE　DEVELOPING　COUNTRIES

　　　　　　　HIRosHI　OHARA1，IsAo　EBlsAwA1，MITsuYo　OMoTE2，

　　　　　　　　　　　SuGIsHlOHT州12州DJ㎝SuG㎜TA3

Department　of　Pub五c　Health，Toho　University，School　of　Medidne1，Headquarters　of

　　　　　theJapan　Overseas　Coopera廿on　Vol㎜teers2and　Department　of

　　　　　　　　　　　　　Psychia往y，Hatsuishi　Hospita13

　　It　is　o丘en　experienced廿1at　various　khlds　of　psychogenic　reactions　or　psycosis　occur　hlduced

by圃一adaptation，when　one　hves　in　the　distdcts　hl　which　the　hving　env廿orment，chmate　and

㎞guage　are　a皿different　from　those　in　Japan．
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In the present study investigations were made on the cases of mental diseases which 

occurred among the Japan Overseas Cooperation Volunteers during their stay in the developing 

countries. In 1984, 2 cases of schizophrenia and one case of psychogenic reaction occurred and 

came home for treatment, but minor cases are estimated to be more. The results of Todai 

personality inventory (TPD tests which were performed before their assignment were not wen 

correlated with the occurrence of mental diseases. The results of health investigation con-

ducted on the volunteers staying in West African countries revealed that considerably high 

percentage of them were complaining of mental fatigue or hypochondriasis. 

It is concluded that mental health control is as important as the prevention against infectious 

diseases, when Japanese stay in such districts. 

34 HEALTH STATUS OF VIETNAMESE REFUGEES 
IN NARA PREFECTURE 

TOSHIMASA NISHrrAMAl, TAKEHIKO SEGAWAl, TAKAKO UNO1 

HIROSHI MORITAl, JUNKO FURUKll, YUZO TAKAHASHll 

KANJI Al(J~AWA2, HIROYUKI AMAN03 

AND TsUNEJI ARAK11 

Department of Parasitology, Nara Medical Universityl, Kansai Medical Laboratory, 

Osaka2 and Department of Overseas Medical Services, Tenri Hospital3 

During 1983 and 1984, health status of Vietnamese refugees (1983 : 56 cases, 1984 : 27 

cases) in Nara Prefecture was studied by several means, including physical examination, 

peripheral blood analysis, EKG, feces examination of hehninths, skin tests of Paragonimus 

westermani and Schistosoma japonicum and serum examination against Entameba histolytica. 

The results in 1983 was as folbws : 7 (14.9%) positive for HBSAg, 13 (27. 7%) positive for 

HBSAb, 5 (10.4%) positive for T. pallidum, 13 (27. 7%) cases with leucocyiosis, 11 (23.4%) 

cases with eosinophiha, 33 (70.2%) cases with high level lgE, 8 (14.3%) ova-positive for whip-

worm, 7 (12.5%) ova-positive for hookworm, 3 (5.4%) ova-positive for roundworm, 4 (8.5%) 

skin-test-positive for Schistosoma, 9 (19. 1%) Ab-positive for E. histolytica. And the results in 

1984 was fonows : I (4. 8%) positive for HBSAg, 3 (14.3%) positive HBSAb, I (4.8%) positive for 

T. pallidum, 5 (23.8%) cases with leucocyiosis, 4 (19.0%) cases with eosinophilia, 13 (61.9%) 

cases with high level lgE, 4 (13.8%) ova-positive for whipworm, I (3.4%) ova-positive for 

roundworm and 3 (14. 3%) Ab-positive for E. histolytica. 

Anemia and hypoalimentation were not detected in refugees in both years. 

In conclusion, the results were characterized by higher prevalence of infection with several 

intestinal parasites, HB virus, E. histolytica and T. pallidum compared with Japanese population. 
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35MEDICAL　EXCHANGE　ACTIVITY　BETWEEN　JAPAN
　　　　　　　AND　DEVELOPING　COUNTRIES

　　　　　SABuRo　UcHrビAMA，NAoKo　FuRuKAwA　AND　SEIzo　IwAI

lntemational　Center　for　Medical　Research，Kobe　University　School　of　Medicine

　　For　the　pulpose　of　surveying　the　medical　exchange　activity　between　Japan　and　developing

countries，questionna㎞g．was　conducted　in155medical，educational　and　research　institutes血

Japan．　About70％of　the　questionnake　was　rep猛ed，and　thek　answers　are　summarized　as

fo皿OWS：

　　1．On　the　table　of　regions，Southeast　Asian　countries　are　given　much　weight．Middle－

South　Ameriαm　countnes，the　number　of　whose　countries　being　the　most，the　number　of　their

Japanese　co㎜telparts　and　the　research　themes　are　numerous・　However，most　of　the　resear－

chers　actua皿y　taldng　place　in　the　exchange　are丘om　those　Asian　countries　whose　geographical

location　are　near　Japan．

　　2．　On　the　table　of　research　theme，these　on　pathogenic　microbiology，価ectious　diseases，

contagious　diseases，parasitology　rank　hi喜h．Five　hundred　and　eighty　nve　research　themes，

more　t㎞half　of　the　total　n㎜1ber　of　the　themes，were　divided　into　various　themes　because　of

廿1e　healUユc辻cunlstances　of　each　region　and　countエy．　It　reflects　the　present　condidon　of　Uユe

develoP㎞g　counnゴes．

　　　3．Medical　exchange　with　the　developing　countries　is　getting　more　active　every　year、

36　ULTRASTRUCTURE　OF　ERYTHROCYTIC　STAGES　OF
　　　　　　　　PL4SMO」01㎝40yALE　IN　MAN

　YosHITsuGu　MATsuMoTo，SH闘I　MATsuDA　AND　YuKlo　YosHIDA

Department　of　Medical　Zoology，Kyoto　Prejectural　University　of　Medicine

　　Anelectron㎡croscopicstudyofP伽甥04励o％」εin㎜supP五edinfomladonofthe㎞e
structure　of　er蜘ocytic　trophozoites，preseg㎞enthlg　schizonts，and　gametocytes．　Ultra－

structural　features　of　P．oびσ’θappeared　quite　s㎞ilar　to　those　described　in　other　mammalian

malarial　parasites．　However，some　minor　stnlctural　vahations　were　obsenled．　Parasites　did

not　show　much　ameboidicity　in　shape　but　did　show　compactness．　Ingestion　of　host　ce皿cyto－

plasm　occu置ed　cytostoma皿y．　Nucleus　contained　a　nucleolas一㎜【e　dense　region．　The　asexual

parasites　possessed　acristate　mitochondゴa　and　a　single－membraned　pe皿cle　in　addition　to　a

membrane　of　parasitophorous　vacuole．The　gamet㏄ytes，however，possessed　cristate　mito－

chondria　and　an　intempted3membraned　pelhcle　in　addition　to　a　membrane　of　parasitophorous

vacuole．
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37　ANALYSIS　OF　GAMETOCYTOGENESIS　INDUCIBLE　SUBSTANCE
　　　　　　AND　INDUCTlON　OF　GAMETOCYTOGENESIS　IN
　　　　　　　　　CULTURED　PL孟S盟00皿堀F践LCIP膿研

　　　　　TADAsuKE　ONo　AND　TosHIo　NAKABAYAsHI

Depa㎞ent　of　Protozoology　and　Parasitology，Research　hstitute

　　　　　for　Microbial　Diseases，Osaka　University

　　Up　to　date，an　attempts　that㎞duce　a面cia皿y　differentiation　of　the　asexual　stages　of　ma㎞a

parasites　illto　sexual　stages　were　unsuccessfuL　ln　the　present　expe血nent，we　recognized　the

existence　of　gametocytogenesis－inducible　activity　in　culture　supematImt　of　ant㎞alarial　antibody

producing　hybridoma　ceHs．　This　report　desctibes　the　results　of1）The　experiments　on　the

inducdonofgametocytogenesis，2）Charactehzadonoftheinducingsubstanceand3）Utras－
nMctural　obser▽adons　on　ar面cia皿y血duced　ganletocytogenesis．

　　PJαs翅04伽郷血Jo塑σn槻strain　FVO　and　FUP　were　used　in　the　present　expedment．　Two

hybrid　cel㎞es，219．5and　D21，wer今derived　from　fhsion　of　myelo㎜cen　hnes，P3－X63－Ag

8．653and　SP／10－Ag14respectively．

　　Gametocytogenesis　were　consistently　found3days　after　addition　of　culture　medium　pre－

pared　by　dissolving　powdered　RPMI　in　cult皿e　supemat2mt　of　anti－P逸砺勉n4卿an樋body　pro－

ducing　hybridoma　cens　in　place　of　dist皿ed　water．　Addition　of5－10μg　concanava五n　A　and1－5

mM　ca丘ein　or2．5－10μg　ca㎞oduhn　into　the　culture　supematImt　and　hybhdoma　ceH　lysate

supematant　enhanced　the　appearance　of　mature　gametocytes．　A　few　gametocytes　appeared

a丘er　addition　of　culture　supematant　of　myelo㎜cens，used　as　control　exper㎞ents．

　　Character　of　the　gametocytogenesis－inducible　substance　was　examined．　The　substance

was　dialyzable　in　cenulose　tube　having　pore　size　of24A　and　was　jo㎜d　not　to　be　a丘ected　by

heating　of80。C　for10min．Moreover，culture　supe㎜t｛mt　conta㎞g　the　g㎜etocytogenesis－

inducible　substance　was　fractionated　by　Sephadex　G－25column．　Fractions　containing　the　activ－

itywere　de個tely　separated．Onthe　other㎞d，fracdons　obtainedfrom　culture　supematantof

myeloma　ce皿s　did　not　contain　g㎜etocytogenesis－inducible　activity．　The行ne　structure　of

gametocytes　jnduced　with　culture　supematant　gfhybridoma　ce皿s　was　studied．A　large　mmber

of　the　multistranded　layer－bke　structure　originating　from　the　host　ce皿was　observed　in　the

cytoplasm　of　the　erythrocyte．　The　g㎜etocyte　was　surrounded　by　the　structure．　Other　not－

able　nnding　was　outstanding　increase　of　the　endoplasmic　reticulum　of　the　gametocyte　cytoplasm．
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38　A　COMPARATIVE　STUDIES　OF　THE　SUSCEPTIBIL皿Y　OF
　　　　TWO　STRAINS　OF　AVOP丑ELES　S盟P豊E四SI　AND
　　　　　　　　PL且SMOD1乙M　roELll　MσERIE四SIS

　　KAzuYo　FUπTA1・2，TAKEsHI　KuRIHARA1，ToKuKo　UMINo1，

　　　　　　　G㎜AM　WHITE2AND　GEoFF　TARGE質3

Department　of　Medical　Zoology，Teikyo　University　School　of　Medicine1，

　　Department　of　Entomologデand　Department　of　Protozoolog｝ρ，

　　　　　London　School　of　Hygiene　and　Tropical　Medicine

　　Two　stra血s　oL4π‘ψh召」8s訪砂h8π舘were　examhled　for　the廿susceptib皿ty　to　P4σs甥04伽，η

夕08漉”魯8拓8π3応（N67）under　laboratory　conditions．　The　strain　A　was　obtained　from　I皿nois

University　in　the　early197αs．　Since　then，t1丘s　strain　has　not　been㎞6ected　with　malaria

parasites．　On　the　other㎞d，the　BEECH　strajn　orig加ated　from　Delhi，lnd巨a　and　it　has　been

mI麺ntained　in　London　School　ofHygiene　and　Tropical　Medicine　since1947．Because　ofits　high

susceptibihty　to　rodent　malaha　t1丘s　strain　has　been　frequently　used　for　malaria　infection　experi－

ments．

　　ln4experiments，the　mosquitoes　were　fbd　on血6ected　mice，after　a4－7day　incubation

period　at　parasitaemia　of14．91－23．08％gametocytaemia　of　O．31－0．58％．　The　mosquitoes　were

dissected　and　the　number　of　oocysts　produced　were　cotmted　on　the8－9th　day　after　feeding．　It

was　fb㎜d　that　the　strajn　A　was　as　suscep雌ble　to　malaria　parasite　as　the　BEECH　strain．The

susceptibility　of　mosquitoes　to　malaha　was　m加ntahled　after　a　long－pe貞od　in　the　absence　of

infection．

39　SOME　BlOLOGICAL　CHARACTERS　AND　PHYLOGENY　AM［ONG
　　　THE　TAXA　OF　MALARIA　VECTOR　IN　SOUTHEAST　ASIA

　　　　　　　　　　Tozo　KANDA

Department　of　Medical　Zoology，St、Mar伽ma　University

　　Various　biological　characters　elucidated　from　morphology，hybridization　tests，cytogenetics

a皿ozyme　polymolphism　and　mit－DNA，and　wing　beating丘equency　of　mosquitoes　among　the　taxa

of　anophe㎞e　vectors　of　malaria　in　Southeast　Asia　were　phylogenicany　proved　from　the　point　of

evolutionary　genetics．　The㎜terials　were　the　m面a　vector　members　of　the　species　gmup，

series，species　complexes　distributed　in　East　Asia．　However，ths㎞ted　reports　on　the　taxa　of

theノ肋（助8」εs　J8耀oψ勿剛s　group，A”．吻謝伽麗s　group，and」4”．㎜麗’α如s　complex．

　　hl　the　J召％oo砂勿御s　group（consisted　of　morl）hological　species，」召％ooψ妙躍s　s．s．，加」σ一

加o召郷∫s，4づγ螂，and如肱s㎎08πsまs）phylogenic　relationships　and　genetic　a伽ties　among12mem－

ber　taxa　were　proved　by　morphology，cytogenetics，hybridization，a皿ozyme　polymorphism　and

mit－DNA．　They　were　detected　to　have　va面ous　genetic　af6nities　each　other．　Taxa　hl　Penillsu一

ぬrMalaysiashowedintemediatedmorpholo癖c記charactersbetween伽sandゐα1伽66繍，and
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incomplete　reproductive　isolation，synaptic　polytene　chromosomes　of　the　FI　hybrids　from　cros－

ses　between　these2and　a　taxon（CTB）of4づ耀s　or　taxa　ofわσ」σ加oε”sゑs．　The　mit－DNA　among

these　taxa　of　the伽ω診妙郷group　showed　same　molphological　pattems．1Mthou宮h　some

genetic　di丘erences　were　proved　among　these　taxa　they　are　conspec迅c　with　exception　of勘鷹os一

ρ勿郷s　s．s．and2B皿mese　taxa　The　taxa　among　the　group　had　different　genetic　relationships

and　a価ties　wit㎞the　group．　In　the加π加麗s　group　morphological　variations　were　observed

among　the　members　and　reproductive　isolations　was　demonstrated。　Cytogenetic　observations

Imd　electrophoretic　analysis　of　isozymes　and　protein　components　of　various　taxa　fromJapan　and

Tha丑and　gave　a　great　deal　of　homogeneity　among　them．　Bionomical　studies　suggested　that

痂n伽粥s．s．is　vely　adaptive　to　env動onmental　changes　and　conditions血auenced　by　malaria

control　operations　and　thek　factors．　In　the㎜o駕」α伽s　group　the2taxa　which　were　class而ed　by

their　abdo㎡nal　scale　distribution　had　reproductive　isolation　each　other，and　a　number　of　c㎞・omo－

somal　polymorpism　in　polytene　chromosomes　from　ova血n　n皿se　ceUs　of　them・

　　Beside　above　these　phylogenic　evidences，whlgbeat丘equency　has　been　proved廿1at　among

the　taxa　of　these　anophe五ne匹oups　or　complexes　genetic（Hvergences　as　one　of　sexu田isolation

has　advanced　than　the　other　genetic　characters　as　showing　fo且ows：　In　the　J¢麗卿勿御s　group，

females　were工MRニ477±5．4，KTD＝504±9．8，CTB＝530±10．2，KCHニ519±10．4，SWK±

8．2，andmales　were　IMRニ733±10．5，KTDニ707±232，CTB＝737±14．3，SWK＝728±10．5．

In　the痂π加％3complex　jemales　were　KCH－1ニ464±7．6，KCH－2ニ473±5．2，ISG＝482±8．4，

and　males　were　KCH－1ニ713±22．4，KCH－2＝709±10．5，ISG・＝787±22．2．　In翅αo％」鋤％s

complex　females　were　W－typeニ462±3．4，M－type＝418±7．4．Some　possibihties　of　these

wingbeat　frequencies　are　in　progress　of　sound　trap　method　for　their　male　mosquitoes．

40　A　CASE　OFγ1照MA1。ARIA　CURED　BY　CHLOROQUINE，
　　　　　　　BUT　NOT　BY　SUl。FAMONOMETHOXINE

YosHIHIRo　Y㎜uRA，EINosuKE　UEDA　AND　TAIKlcHl　HAsHIMoTo

　　Department　of　Intemal　Medicine，Toneyama　National　Hospital

　　InJap㎝，面ere㎞sbeena醐cωty血ob曲gcNoroq血ewMchismostco㎜odyused
against　malaゴa　in　the　workL　In1970，Yoshinaga8’oムreported　that　Sulfamonomethoxine

（SFM，Da㎞eton，Da五chi　Seiya㎞Co．Ltd．）was　e∬ective　against血」σ脚鰯卿ma㎞a　in　Kenya．

Mura㎞血αα乙and　Yamamoto6副．indicated　the　ef6ectiveness　of　SFM　against廻o伽n伽

malaria．In　the　past　conference，we　have　reported　that　intravenous面ections　ofSFM　e丘ective－

ly　cured　a　case　of血」吻α郷甥rn血ria血6ection．　ln　case　of伽砿ma㎞a，Ebisawa6如ムreported

that　SFM　was　e丘ective　in40f8cases（e丘ective　at50％），but　it　seems　to　be　less　effective

against吻砿infection　than翅o脚郷卿infection．A　case　reported　here　shows　that　SFM　was

inef6ective　agahlst　tertian　fever；the　patient　was　cured　by　the　subsequent　treatment　with　chloro－

qume・
　　P郷8”緬魏oη‘ゾ∫伽召ss：　The　patient　was　a22year　old　male　student　of　a　dental　conege

who　had　always　been　healthy．　He　flew　from　Osaka　to　New　Dehi　on　July7，1984，and　then

moved　to　Cangotory　by　bus．　He　was　engaged　in　mountain　c㎞bing　on　H㎞alaya　mo㎜1tains

betweenJuly21and　August31．　After　that，he　had　a　sman　trip　to　New　Delhi　andJaipur　and　then
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retumed to Osaka by air on September 9. During his stay in India, he had never taken any 

antimalarial drug. He had fever for 3 days in Himalaya and also had fever up to 38'C on the 

arrival day at Osaka, but each time the fevers soon dropped by taking aspirin. Thereafter, he 

had been healthy and carried on 10 km-running 3 times a week. At the begiuning of June, 1985, 

he could not take sleep enough for 3 to 5 days, since he had to study hard for the examination. 

Suddenly, he had high fever up to 40'C for 3 days and was treated with antibiotics and aspirin, 

but his fever did not drop, and then he was adntitted to our hospital on June 10. 

Process in the hospital : ' He had fever up to 40. 5'C every other day, and Plasmodium vivax 

was detected on the blood film. He received intravenous injections of 10 ml of 10% SFM 

solution once or twice a day for 5 days, but the tertian fever continued. Then, the drug was 

changed to chloroquine. He was orally given 1,200 mg of chloroquine orotinate (equivalent to 

600 mg of chloroquine base), 600 mg, 4 hours later, and 600 mg for the next 3 days. His 

temperature soon dropped below 37'C and Plasmodium vivax disappeared irom his peripheral 

blood. He got better and was discharged on June 20. We gave him 15 mg of primaquine daily 

for the further 14 days. His peripheral red blood cells decreased of malaria infection, but 

recovered I month later. 

Conclusion : From this result, SFM seems to be less effective against vivax malaria than 

against falclparum malaria, unless this case was an infection with sulfonamide-resistant malaria. 

41 CLINICAL EVALUATION OF ANTIMALARIAL REGIMENS 

KIYOKATSU TANABE1, YO~HrrO OTSUJ12, HIROSHI OHTOM03 

TOSHIO NAKABAYASH14 AND HIROSHI TANAKA5 

Departrnent of Internal Medicine, Institute of Medical Science, The University of Tokyol 

The Second Department of Internal Medicine, Faculty of Medlcine, Kagoshirna University2, 

Department of Parasitology, Gifti University School of Medicine3, Departrnent of 

Protozoology and Parasitology, Research Institute for Microbial Diseases, 

Osaka University4 and Department of Parasitology, Institute of 

Medical Science, The University of Toky05 

Our study group on the Treatment of Imported Tropical Diseases by Drugs organized by 

the Ministry of Health and Welfare of Japan have administrated orphan drugs, including antimala-

rial drugs, such as chloroquine, Fansidar, quinine (solution for an injection), and primaquine. 

There were 162 cases of malaria during the period from 1980 to 1985. Thirtynine cases were 

with falciparum malaria. They were subjected to the treatment with some different regimens : 

10 cases (26%) with chloroquine, 5 (13%) with Fansidar, and 24 (62%) with combination of 

quinine and others. Ninety-three were with vivax malaria : 34 (37%) were treated with chloro-

quine, 31 (33%) with Fansidar, and 28 (30%) with combination of these both drugs. In 71 cases 

out of the 93 (76%) of vivax malaria, a radical treaiment was taken with primaquine. After 

treatments, 2 cases out of the 39 of falciparum malaria recrudescenced and 2 cases of 93 cases of 

vivax malaria recurred 3%. 

t 
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42ACASEOFPLAS盟01）1㎝4四yAXMAI」ARIAPOSSIBLY
　　　　　　　lNDUCED　BY　BLOOD　TRANSFUSION

　　　　　KENYIcHI　YANo1，TosHlo　NAKABAYAsHI1，ToMo鮒WATANABE2，

　　　　　　　　　　TERuo　FuJIMoTo3AND　SHuNIcHI　SAKAMoTo3

Department　of　Protozoology　and　Parasitology，Research　Institute　for　Microbial　Diseases，

　　　　　　　　Osaka　University1，0saka　Red　Cross　Blood　Cente！and

　　　　　　　　　　　Depa血ment　of　Surgery，F司㎞oto　Hospital3

　　We　experienced　one　case　of　possible　transfusion　malaria．A　man　aged60，a　wrapper，had

no　histoly　of　m血ria　in　the　past．　He　was　in　a　hospital　due　to　fracture　of　the　right　femoral　neck

shlce30January1985and　had　a　plastic　surgery　of　the　right　hip　joint　on　lg　June．　He　was

nransfUsed　v再廿13red　ce皿concentrates　on　lg　June　and20n20for　the　bleed血g　at　dle　operation．

He　suf6ered　of　moderate　fever丘om5July（16days　a丘er　the　operation），and　high　fbver，nausea

and　anorexia　fどom10July，and　anemia　ffom13July．　He　was　d匝agnosed　as　PJαs吻04∫π勉吻砿

malaria　on17July　and　treated　intravenously　with　qu血血e　dihydrochloride（400mg）and　then

Fansidar（3t丑blets　for3days）．

　　Four　of5blood　donors　were　Japanese　and　had　no　relationship　to　malaria．　Another　donor

was　a　foreigner，who　stayed　in　Osaka　without　any　malarial　symptoms　after　coming面October．

1984fヒom　one　of　epidemic　co㎜tries　ofmalaria．　Vivax　malaria　would　be　possibly　ihduced　by　red

ce皿concentrate　from　the　foreign　blood　donor．　S㎞ce　persomel　interchanges　betweenJapan　and

many　foreign　countries　increased　heav皿y　in　recent　years，we　should　pay　more　attention　to

廿al1S血sion　m田頒a．

43　A　CASE　OF　PL4S盟01）1皿Oy4LEl　INFECTlON　PROBABLY
　　　　　　　AFFECTED　DURlNG　TRAVEL　lN　AFRlCA

　　　　　　TosHIo　NAKABAYAsHI1，TADAsuKE　ONo1，KENYlcHI　YANo1，

　　　　　　　　　　YAsuHIR・HgsHl幽2姻DY・sHHu現臨TA・幽2

Department　of　Protozoology　and　Parasitology，Research　Institute　for　Microbial　Diseases，

　　　　　0saka　Universityl　and　Intemal　Medicine，Prefectural　Nara　Hospital2

　　A　case　ofP．o％」召malaria　presumably　infected　in　A丘ica　is　reported．　The　patient（24－year

old㎜le）joined　a　group－travel　by　truck－van　for4months丘om　January　to　Apri11984in　A丘ica，

starting　from　South　A出ca㎜t皿Cameroons　via　several　countries．　In　July1985，he　had　a　fever

onset　and　was　admitted　to　the　Pre掩ctural　Nara　Hospita1．Ma㎞a　parasites　found　in　blood

spec㎞ens　of　the　patient　were　ident姐ed　as　P．o％」6、　He　was　treated　with　Qu血ne　hydrochlor－

ide（1．59／day，5days，oral）and　Pr㎞aquine（15mg　base／day，14days，oral）．　C㎞ical　signs　were

subsided　on　day5and　parasites（五sappeared　on　day3．　The　initial　parasitemia　was　O．3％．　Of

300parasites　counted血the　spec㎞ens，36％was　ident岨ed　as　typical　P．o昭18，29％as　atypical

Imd　the　remaining35％as　intemlediate．The　patient　took　Malapr㎞，once　a　week，for　prophyla一
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】ds　du血g　the　travel　but　stopped　it　ill　Cameroons．　He　had　no　fever　unt皿this　onset．　From

these　facts，this　malana　onset　by　P．o％」6was　thought　to　be　caused　by　recu1Tence　of　P．o昭」θ

a∬ected　hl　Af【ica．

44　A　JAPANESE　CASE　OF　UNUSUAL　PL4S躍001研肌01PAR研
　　　MALARIA　WITH　A　HIGH　MALARIAL　ANTIBODY　LEVEL
　　　　　　　　　PREVENTING　A　CRITICAL　CONDITlON

　HIRoYuKI　AMANo1，TosHIMAsA　NIsHIYAMA2，TAKEHIKo　SEGAwA2，

　　　　Yuzo　TAKAHAsHI2，TsuN町I　ARAKI2，JuN－IcHI　TAMuRA3

　　　　　　　　　　　　AND蜘oRu　SuzuKf3

Department　of　Overseas　Medical　Services，Tenri　Hospital1，Department　of

　　　　Parasitology，Nara　Medical　University2and　Department　of

　　　　　Parasitology，G㎜ma　University　School　of　Medicine3

　　We　genera皿y　have　neither　malaha　nor　persons　with　malarial　antibodles　in　Japan．There－

fbre，most　patients　with㎞ported　PJαs卿04伽吻血比ψα郷卿（Pf）malaria　become　seriously　i皿，

partly　owing　to　a　delay　in　diagnosis．　Somet㎞es　we　had　fatal　cases　of　comphcated　Pf　malaria

such　as　cerebral　malaha　because　of　a　delay　in　suitable　treatment．　In　this　report，we　present　a

case　of　Pf　ma㎞a　ill　a29year－old　Japanese　fbmale　who　was　thought　not　sehously皿because　of

her　high　malarial　antibody　leveL

　　She　was　admitted　to　our　hospital　in　November1984，suf6ering丘om　low　grade　fever。　For2

years　befbre　admission　she　had　been血Tanzania　with　her　husband，an　ecologist　of　c㎞panzees．

And　she　had　adm㎞istered　appropriate（㎞gs　herselfat5t㎞es　offebde　attack，conside血g　them

tobe㎜㎞ainspiteofherta㎞gregula’ma㎞alprophylac丘cs．Onad㎞ssion，herbody
temperature　was36．8。C　and　no　anemia，jaundice，bleeding　tendency，neurological　abnomaahty

㎝dhepatosplenome絢werefo㎜d．剛翻p肛asite曲was461ノ㎜3㎝do皿y血廿aeゆo－
c頭c　ring　foms　were　seen．　Howeverナit　was　too　d面cult　to　make　a苗eren圃diagnosis丘om

these　morphological　nndings　as　many　of　these血g　fomls　were　degenerated．　Pf　gametocytes

were　discovered3days　after　admission，and　remained　without　progression　of　symptomes．　The

Pf　malahal　antibody　titer　was×1，024－256jor3months，although　she　was　cured　by　adm血istra－

tion　of　Sulf㎜onomethoxjne，Qu㎞e，Doxycychne　and　Primaquine．

45　MALARIA　SURVEY　IN　A　RURAL　VILLAGE　IN　GHANA

　　　　　MAKoTo　IToH1，TAN　TAKAYANAGI1，SHIGEFusA　SATo1，

　　　　　　REGmARD　K．ANTEsoN2AND　MAxw肌L　A．AppAwu2

Department　of　Medical　Zoology，Nagoya　City　Universityl　and　Parasitology　Unit，

　　　　　Noguchi　Memorial　Institute　for　Medical　Research，G㎞a2

A　survey　on　malaria　was　ca1τied　out　in　a皿al　village，Gomoa　Fetteh，in　Ghana　in　both　dry
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and rainy seasons in 1984. Three plasmodiurn species : P, falclparum (P. f. ), P. malariae (P. 

m. ) and P. ovale were detected. Samples of the mixed infection with both P. f･ and P. m. were 

occasionaly observed. P. f･ was the most dominant species of the three and its positive rate 

much more exceeded in the rainy season (32%) than that of the dry season (15%). On the 

other hand, that of P. m. didn't increase conversely. 

Many larvae of Anopheles gambiae, which transmit malaria parasites in West Africa, were 

detected around the viuage in the rainy season but not in the dry season. Gametocyie positive 

rate in the P. f positive cases rose higher in the rainy season. These findings might strongly 

support the result that the P. f positive rate in inhabitants of the village advanced sharply in the 

rainy season. Sixteen percent of people examined congenitauy possessed AS-type hemoglobin. 

However, no significant differences between AA and AS groups could be found on P. f positive 

rate (This study was supported in part by JICA and by Ghana Government). 

46 SURVEYS OF PLASMODIUM IN IJEBU-ODE, NIGERIA 

EITARO HoRll, TERU~l AMAN02, RYUICHlRO MAEDA3 

TOHRU INAOKA4 AND EUGENE O. OGUNBA5 

Departrnent of Parasitology, Saitama Medical Schooll, Department of Parasitology, School of 

Medicine, Yokohama City University2. Department of Parasitology. Teikyo University 

School of Medicine3, Department of Parasitology, Asahikawa Medical College4 

and College of Medicine, University of lbadan5 

The surveys of Plasmodium were carried out in ljebu-Ode, Epe and lbadan, south-west 

Nigeria, from September to October, 1984. Thin blood films were made and examined after 

stained by Gimsa's solution. A total of 621 persons were examined and 157 (25.3%) were 

positive for Plasmodium. In 3 secondary and high schools of ljebu-Ode, 595 students (aged 

12-46) were examined and 25. 9% (24. 5-28. 3%) were positive on the average. The positive 

rate among I I workers (aged 29-60) in the water works of Epe tvas 9. 1%, and the positive rate 

among 15 persons (aged 17-40) in lbadan was 13.3% and it was lower than those in above. 

The positive rates among teenes, twenties, thirties, forties and above were 27.6%, 22.0%, 5.3% 

and 20% respectively. Most of them (21.3%) were infected with Plasmodium falctparum. 9 

(1.4%) were infected with P. nialariae. 14 (2.3%) were infected with P. ovale and 2 (0.3%) were 

infected with P. faiciparum and P. malariae. 
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47　MALARIOMETRIC　SURVEY　IN　ASHAN　REGENCY，
　　　　　　　NORTH　SUMATRA，INDONESIA

　　　　　　　　　　　　　HIDEKI　IToKAwA

Depa血ent　of　Medical　Zoology，Tokyo　Medical　and　Dental　University

　　Malariometric　surveys　were　carried　out　in　Ashan　regency，North　Sumatra，lndonesia　as

activities　of　the　health　promoting　prqiect　between　Japan　and　Indonesia丘om　Octobder1984to

May1985．An　together5，011pup丑s　of　the　lower　classes　were　examined㎞this　study　and178

positive　cases　were　found（3．6％）．　The　surveys　were　conducted　i114geographical　types　of

areas，a　coastal　area，a　paddy　field　area，a　mountainous　f㎞ng　area　and　a　momtainous　forest

肛ea．　The　results　are　given　as　fo皿ows（P．f＝P．血Zoψα耀蜘P．v＝P．”動砿）．　Coast紐area

（Kecamatan　Tanlung　t丘am　and　L㎞a　puluh）：parasite　rate5．7％（133／2，315），P．f41，P．v91，

Mix1，spleen　rate3．1％．Paddy　neld　area（Kecamatall　Pulau　rakyat）：parasite　rate2．2％

（20／926），P．f2，P．v18，spleen　rate　O．1％．Mo㎜tainous　far血ng　area（Kecamatan　Buntu

pane）：parasite　rate　O．5％（5／999），P．f　O，P．v5，spleen　rate　O．1％．Momtainous　forest　area

（Kecamatan　Bandar　pulau）：parasite　rate2．7％（21／771），P．f17，P．v4．

48　SURVEY　ON　BLACK・FLIES　S皿σL皿D盛E，

　　　　　IN　PLATEAU　STATE，NIGERIA

TERuKI　KADosAKA1，KuMNoRI　SHIwAKu1，KIYoTosHI　KANEKo1，

　　　　　　　D．M．RoBERTs2，M．0．E．IwuALA2

　　　　　　　　　　AND　HIRosHI　TAKAHAsHI3

Department　of　Parasitology，1Mchi　Medical　University1，University　of

　　　　Jos2and　Japan　Intemational　Cooperation　Agency3

　　This　survey　was　carried　out丘om　OcL1984to　Mar．1985，as　one　of　the　entomological

prqlects　in“The　University　ofJos，Medical　Research　Prqject”in　Nigeria，and　supported　by　the

UNUOS　andJICA　Larvae　and　pupae　of　a皿black一βy　species　were　co皿ected　from　around　theJos

Plateau血the　dry　season，a　total18ガvers　and　s廿」eams．　As　the　results，the　vector　of

onchocerciasis，S吻％伽卿血吻”os％卿complex　was　obtajned丘om　River　Assob　at　Bachi　and　River

Bt劫a　at　Ibandi．

　　The　foHowing　is　the　hst　of　the　black．fly　species　recorded　in　this　sulvey：S．αJco6観Pome－

roy，S．s6ho漉4顔∫Wanson，S．解㎜加初de　Mei皿on，S．o召砺oo甥％伽吻Pomeroy，S．％耽o魏％一

伽吻Pomeroy，S・顔oo”28Macquart，εσ獅20s吻漉Pomeroy，5．h総％伽卿Pomeroy，S．α鹿短

Pomeroy，S”召Zshづ，ε鹿π伽Jos駕勉Roubaud，εJo協吻”s6Grenier＆Ovazza，S吻翅πosπ卿

Theobald，complex，S、θo名砿Pomeroy，S　ooJαs一わ8Joo％擁Grenier＆Ovazza，S．徽h8劇％06sゴ

Gibbins．
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49　DETERMINATION　OF　TRANSMISSIBLE　ROUTE　AND　VECTOR
　　MITES　OF　TWO　PATIENTS　OF　TSUTSUGAMUSHl・DISEASE
　　　　　　　　OCCURRED　IN　NAGASAKl　PREFECTURE

　　　　　HIRosHl　SuzuKIll　SENJI　FuJITA2，HIRoHIDE　FuKuDA2，

　　　　　　　　　FuMI　ToRIYAMA2AND　HIRosHl　SuzuKI3

Department　of　Virology，Institute　for　Tropical　Medicine，Nagasaki　University1，

　　　Isahaya　General　Hospital2and　Department　of　Internal　Medicine，

　　　　　　Institute　for　Tropical　Medicine，Nagasaki　University3

　　Two（hfferent　groups　camped　out　on　the　same　day　at　the　same　place，the　wind－belt　of　wood

near　the　seaside血Nagasald　Prefecture　ill　Aug．1984．　And　then，few　days　after2patients　of

Tsutsugamushi－disease　occurred㎜ong　them．We　had　been　conducted　survey　on　trombicuhd

mites　fauna　in　the　camping　place　du血1g　a　period　between　Sep．1984andJme1985by　a　mont屈y

（excepted　fromJan．to　March1985）．The　survey　were　performed　especiallyfor　con㎞ation　of

the　mites　which　be　a　vector　of　Tsutsugamushi－disease血the　camp血g　place．

　　As　the　results，22males　and24fe㎜1es　of　rodent，ノ4ρ04佛％s砂顔os％s　were　captured．

From　them，6，963trombicuhd　mites　consisting　of3genera6species　asL．血加o肋，L．ρα〃∫伽吻，

L．勧7ηsh‘o，L．吻砂φ吻砥〃1．々ooh∫θπsゑs　and　O．sα伽s肱　　L．餌〃毎％卿were　collected　every

monththroughthe　surveypehod．Thisspeciesis㎞ownasoneofthemost㎞portantvectorof
new　type　of　Tsutsug皐mushi－disease．　The　results　of　this　s皿vey　were　mea血gM　because2

patients　were血fected　with　Tsutsugamushi一（1isease　by　the　bite　of　L．加〃∫4z‘”z．

50　SEROEPIDEMlOLOGICAL　STUDY　ON　RICKET7SL47BU劉Sひ0畑4σS丑1
　　　　　　　　　　　　　　1N　NAGASAKl　PREFECTURE

　　　　　YosHIE　FuKuMoTo1，HIRosHI　SuzuKI1，KEIzo　MATsuMoTol

　　　　　　　　　　　　　　　　AND　TAKuRo　Aso2

Department　of　Intemal　Medicine，InsUtute　for　Tropical　Medicine，Nagasaki　University1

　　　　　　　　　　　　　Imd　Arikawa　Medical　Association2

　　Atotalof584healthyillhabitImtsh17d逝erentareas（NagasakiCity，Sh㎞abaraCity，Oseto

Town，Fukue　City，WakamatsuTown，AhkawaTown　and　Shin－uonomeTo㎜）in　Nagasaki　Pre－

fecttre　were　examhled　for　antibody　to　Rあ々θ撚s毎’s躍s％8伽z％s雇usillg　the㎞mune　peroxidase

method．　The　Gj皿am　strain　was　used　as　antigen．　The　IgG　antibody　positive　rates　ranged　ffom

2．0（Sh㎞abara　City）to60．0％（Shin－uonome　Town）．　The　IgG　antibody　rate　at2areas（Arikawa

Town　and　Shin－uonome　Town）was　sign姐canUy　higher　than　that　at　other5areas．　In　addition，

the　level　of　IgG　antibody　dist”bution　of　these2areas　is　sign迅cantly　higher　than　in　the　other

areas．Furthemlore，IgM　antibody　was　detected　only　in　these2areas．．
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51　STUDIES　ON　HUMAN　FILARIASIS　IN　MOZAMBIQUE，
　　　　　　　　　　　　　EAST　AFRICA（3）

　　　KoIcHIRo　FUIITA1，TsuToMu　ODA2，SETsuKo　TsuKIDATE1，

　　　　　　　　　　AKIo　Mo田1，MAsAKATsu　UEDA1

　　　　　　　　　　　　㎜KEMIKURO猷WAl

Department　of　Medical　Zoology，Nagasaki　University　Schoo！of　Medic㎞el　and

　　　School　of　Medical　Tec㎞ology　and　Nursing，Nagasaki　Universiげ

　　Blood　examination　for　microfilaliae　of　bancroftian　mada　and　a　mosquito　survey　were　made

du血g　the　evening　in　Aprn1981and1982，in　a　v皿age　of　Que㎞，Mozambique，East　A血ca．

The　microfUariae　were　found　in　an　Afhcan　male．　The　wo㎜s　appeared　to　be四鰐hε名2吻加η一

〇名碗云　　ln廿1e　area，ノ1”ρρh8」8s　oo％s云8π4　Cz4」ε窪ρψ∫郷9％づ”σ％伽o彪伽andノ砿αnsoη伽％”〃わ”η応

were　usua皿y　co皿ected　by　human　baited　traps．　The　mosquitoes　were　dissected　to丘nd　the　marial

larvae．　In　Mη．％吻b”勉s　the　larvae　of　the　lst　and3rd　stages　were　found，while　in　Cエρ．

4漉切μ吻so毎伽，those　were　only　kl　the　lst　stage．　The　species　of　these　ma面ae　is　unknown．

ln　this　v皿age，this　disease　is　supposed　to　be　mainly　transmitted　by　the　mosquito　of　C鬼ρ．

9％伽σ％吻so毎嬬．

52TREATMENT　OF四〇L丑4C皿4PIPIE四πS　INFECTlON　WITH　TETRA・
CYCLINE　HYDROCHLORIDE　AND　THE　CHANGE　OF　COMPATIBIHTY
　　　　　INASTRAINOFO砒EXPIPIEハろSQ㎜QUE丑4SCL4、TひS
　　　　　　　　　　　　　　FROM　BANGKOK，THAILAND

　　　　　　　　　　　　OsAMu　SuENAGA

Reference　Center，lnstitute　for　Tropical　Medidne，Nagasald　University

　　There　is　an　evidence　that　one　of　the　cytoplasmic　factors　responsible　for　incompatibihty　in

C％伽ρψ詑πs　complex　is　a　rickettsia一魅ke　microorga通sm，四〇’わ㏄漉αρ顔8漉s，in　the　c｝旗oplasm　of

the　mosquitoes．　However，it　is　not　clear　whether　the　microorganism　is　the　only　one　factor　or

not．　To　nnd　out　other　factors，if　they　present，several　strajlls　of　different　cross血g　types　of　C鬼

ρψセ”s　complex　were　tested　to　cure　the　microorganism　by　using　an　antibiotic．　A　w丑d　type

strain　of　Cκ．ρ．g痂”卿吻s磁伽s，which　ohghlated　from　Bangkok，Tha丑and，and　is　maintained　at

the　Department　of　Medical　Zoology，Nagasaki　University　School　of　Medicine，was　cured　by

exposillg　fkst－illster　larvae　to10％，20and10％（double　treatment），and20％water　solutions　of

tetracycHne　hydrochloride　for24hours　before　foods（mouse　penets）were　added．　Two　hnes　of

the　strain　have　cured　the　wolbachia　infection　when　it　was　treated　by20％solution　ody，and　when

treated　twice　with20％fo皿owed　by10％solutiorL　Although　treated　and　aposymbiotic（or

wolbachia　free）females　produced　viable　progeny　when　mated　with　aposymbiotic　males，the

免males　produced　no　progeny　when　back　crossed　with　the　onglnal　males　with　symbiotes．　The

newly　estab丘shed　aposymbiotic　strain　is　akeady　maintained　for5generations．
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53　CHIRONOMIDS　AND　MOSQUITOES　COLLECTED　IN　THE
　　　　　　　　NORTHERN　AREA　OF　KYOTO　CITY

　　　　　　　　　　　YuKIo　SHoGAKI

Depa血nent　of　Pathology，School　of　Medidne，Kyoto　University

　　Adult　ch辻onomids　and　mosquitoes　were　coUected　usillg　a　d頭ce－baited　Hght　trap　in　the

Midoroga亜e　pond　area，and　a　hght　trap　in　the　Expe】血nental　Farm　of　Kyoto　Pre£Univ．at5

1亘ght　intervals　from　the　beg㎞直ng　of　March　to　the　end　of　November1983，These　adults　were

used　for　studies　on　the　reagenic　sensi傾vity　of　padents　with　bronchial　as㎞as．

　　A　total　of943ch血onomids，representklg14species　were　conected，among　which　Ch伽伽o一

翅％sッos配耀孟s痂was　dominant（57・4％）with　the　highest　seasonal　succession　seen　in　the　end　of

July．　Also25，505mosquitoes　were　co丑ected，representing13species，among　which　C％伽

読痂σθ痂o名勿”o加s　s％〃多魏o〆os麗s　was　dominant（97．1％）with　the　highest　seasonal　succession　seen

in　the　beg血血1g　ofJuly．　A　comparison　ofchironomids　and　mosquitoes　colected　by　dryice－baited

hght　trap（A1）and　hght　trap（A2）was　made．　Regarding　the　co皿ection　of　ch辻onomids；A1ニ78，

A2＝865，Z2ニ656．8（nニ1，α＝0．001）＞1（L827，and　A2＞A1血signm（㎜tl払　　Regard血g　the

coUection　of　mosquitoes，A1＝・24，675，A2＝830，疋2＝22，293（n＝1，α＝0．001）＞1α827，and

A1＞A2insign面canUy．

54STUDIES　ON　HEAT　ACCHMATIZATlON－ANALYSIS　OF　SWEAT
　　　　　　　　RESPONSES　IN　TROPlCAL　lNHAB皿ANTS
　　　　　　　　　　　AND　JAPANESE　SPORTSMEN一

YuJEN　FAN1，MITsuo　Kos㎜1，NoBu　OHwATARl1，JuN　lwAMoTo1，

　　　MAsAsHI　SuG㎜1，M㎜Ko　FuJlwARAI　AND　YE－WIN1・2

Department　of　Enviro㎜ental　Physiology，Institute　for　Tropical　Medicine，

　　　　　　Nagasald　U面versityl　and　JICA　Tra血ee，B㎜2

　　The　sweating　onset　t㎞e　on　the　chest　and　abdomen　of　Japanese　sportsmen　and　tropical

inhabi柱mts　were　detemlined　by　us血g　thermography　in　an　env廿onmental　c㎞ber（28。C，60％）．

The　lower丘mbs　were　immersed　in43℃ck℃ulating　water　jor30minutes，wh丑e　oral，s㎞and

room　air　temperatures　were　continuously　monitored　and　recorded　in　every　minute．　The　sweat－

ing　onset　on　the　chest　and　abdomen　were　detem血1ed　by　the　use　of　themography　pictures．

Theduradonbetweenst舗ngheatloadappHca恒onandsweatingonsetwasfo㎜dtobelongerin
tropical　subjects（n＝12，mean　onset　t㎞e　lL6min）compared　with　that　ofJapanese　sportsmen

（n＝12，mean　onset　t㎞e8．6min）．　The　rate　of　rise　of　oral　temperature　in　tropical　sublects

（0．045。C／min，△t：0．24－0．29。C）was　higher　than　that　of　Japanese　sportsmen（0．035。C／min，

ムt：0．18－0．19。C）．　lndividua皿y，the　mean　s㎞temperature　on　the　abdomen　during　sweating

was　always　lower　than　that　on　the　chest．　The　abdomen　tended　to　sweat　faster　compared　with

the　chest．　After　temオnatjng　the　heat　load，the　chest　s㎞mean　temperature　instantly　rised
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whereas　the　abdominal　s㎞mean　temperature　showed　a遜ttle　bit　de価te　dip　of　dissociation，the

physiological　sign迅cance　of　which　is　a　task　for　fUrther　hwestigation　leadhlg　to　solution　of　the

problem　of　heat－acc㎞atization．

55　STUDIES　ON　THERMOREGULATORY　RESPONSES　TO　GENERAL
　　　THERMAL　STIMULATlON　IN　HEAT　ACCLIMATED　RABBITS

M訳1Ko　FuJrwARA，NoBu　OHwATARI　AND　MITsuo　KosAKA

　Department　of　Env廿onmental　Physiology，hlstitute‘or

　　　　　Tropical　Medicine，Nagasaki　University

　　　Rabbits　were　reared　in　a　hot　enviro皿1ent（30。C，60％R．H．）fbr6months　as　a　model　of

・heat　acc㎞ated　an㎞als．　To　cla曲the　mechanisms　ofphysiological　mod姐cation　ofheat　acc㎞a－

tion，these　rabbits　were　submitted　to　general　themnal　st㎞ulation　of25℃→40℃→25。C→10。C→

25。C；the　rate　ofambient　temperature（Ta）change　was　O．5。C加in．And，change　pattems　in　the

rec堀（Tre）andears㎞（Tea）temperaturestoTadsplacementwerecompared而ththoseof
control　rabbits　which　were　reared　in　themo－neutral　con（五tion（250C，60％R．H．）．　The　vahation

of　Tre　du血g　Ta　displacement　was　O．7。C　in　heat　accHmated　rabbits，and1．4。C　in　control　group，

respec廿vely．Mealthreshold　temperature　ofTa　for　s㎞g　the　vaso曲don　ofthe　ear　s㎞

was28．90C　in　heat　acc㎞ated　rabbits，but　hl　the　control，vasodilation　already　occuITed　at　the

廿1ermo－neutra1（25。C）condition．　On廿1e　other　hand，vasoconsthcdon　hl　the　ear　s㎞occurred

at161。C　of　Ta，and　it　was30C　higher　thεm　that　of　control　group．　It　is　supported　that　after　heat

accHmation，shhlt　of　threshold　temperature　of　Ta　for　inducing　the　pripheral　vasad皿ation　and

vasoconstriction　appeared　in　order　to　prevent　the　c㎞ge　ofcore　temperature．　ln　the　anesthe－

dzed　condi廿on　with　Sodium　Pentobarbital（20mglkg，i．p．），however，d螂erences　of　pattem

changes　in　Tre　and　Tea　between2groups　disappeared．　These　differences　du血g　Ta　displace－

ment　were　obsenled　again　one　day　or2days　after　anesthesia．　From　these　results，it　is

assumed　that　fしmctional　m磁cations　in　heat　acc㎞ation　might　occurred　in　the　neuroml　mechan－

isms　which　were　influenced　by　anesthesia．

56　BACTERlOLOGICAL　AND　CHEMICAL　STUDY　OF　THE
　　DRINKING　WATER　IN　THE　TROPICAL　COUNTRIES
　　　　　＿RECENT　TWO　YEARS　OBSERVATION＿

　　　　　SETsuKo　TsuKIDATE1，KolcHIRo　F切ITA1，HIRoKuNI　NAKANIsHI1，

　　　　　　　YosHIYuKI　OKuwAKI2，MAsATosHl　SuGIYAMA3，YAsuKo

　　　　　　　　　　　　OGAsAwARA4AND　TAKEo　AsAKuRA4

Department　of　Medical　Zoology，Nagasaki　University　School　of　Medicine1，Department　of

Microbiology，Kagawa　Nut”don　Co皿ege2，Depa血1ent　of　Hygiene，Jmtendo　University

　　　　　　School　of　Medicine3and　Japan　Assodation　jor↑ropic田Medicine4

Diseases　such　as　typhus，cholera，dysentery，endemic　hepatitis　and　va亘ous　parasitosis　are
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sti皿prevalent　in　the　tropicalcomtdesl　We　focus　ouratten廿onto　the　d血面ngwater，as　itplays

an㎞portant　role　in　the　outbreak　and　transmission　of　these　diseases．We　report　here　the

recent2years　results　of　the　bactehological　and　chemical　study　of　the　d血dng　water　hl　the

vajous　tropical　countdes．　The　results　showed　that　the　d】血面ng　water　in　these　counthes

contained　a　large　amount　of　microorgar直sms，and　chlor面zation　of　drinldng　water　was　never

canied　out　except　in　some　co㎜tries　such　as　Jordan，Pan㎝a，Trinidad　and　Malaysia．Esohθ匹

励毎oo既which　suggests　the　existence　of　fecal　matters，was　isolated　very　oflen　in　the　tap　water

of　Tha皿and（26．7％），Indonesia（25．4％）and　Philippine（13．4％）and　weU　water　of　Thailand（50％）

and　Papua　New　Guhlea（16．7％）．　The　results　suggest　that　d血dng　water　ill　a㎞ost　a皿tropical

coun面esispoUutedbyfec田contaminadonwithrelativelyhighprobabmt弥

57BACTERIOLOGICAI。STUDY　OF　THE　DRlNKlNG　WATER
　　　　　　　　　　　lN　PAPUA　NEW　GUINEA

　　YosHIYuKI　OKuwAKI1，HIsAE　YANAI1，KYoKo　YuTAKA1，KolcHIRo　FしUITA2，

　　　　　　　　　　SETsuKo　TsuKIDATE2，MAsATosHI　SuGrfAMA3

　　　　　　　　　　　　　　　　AND　TAKEo　AsAKuRA4

Depa血nent　of　Microbiology，’Kagawa　Nutrition　Co皿ege1，Department　of　Medical　Zoology，

　　　　　Nagasaki　University　School　of　Medicine2，Depa血nent　of　Hygiene，

　　　　　　　　　Juntendo　University　School　of　Medicine3and　Japan

　　　　　　　　　　　　　Association∬or　Tropical　Medic㎞e4

　　Forty　s㎝ples　of　d血面ng　water　were　coUected　in　many　Papua　New　Guinian　regions　in

September，1984．　Total　colonl¢s　and　coHfom　group　from　d創dng　water　were　counted，and　the

enteric　bacteria　and　its　related　bacteda　were　detected　in　s㎜ples．We　can：ied　out　the　quantita一

丘ve　test　oftotal　colonies　and　co五fom　group　co㎜ts，using　M皿pore　Sampler　set．As　to　total

colonies　comts，1ess　than102／mJ　of五ving　bacteria　were　found　in260ut　of40samples（65％），and

cohfo㎝group　counts　were　not　detected　ln280ut　of40samples（70％）．　The　most　frequently

detected　species　of　bacteda　were　Psθ麗吻卿oησsσθnゆπosαand　Psε％吻勉o犯αs”昭あのh歪磁．

However，the　entehc　bacteria　were　not　detected．　The　results　of　tests　for　sensitivity　against

isolated　Ps8翻b”zo”αs磁n岬物sαwere　sensitive　to　Gentamyc㎞．

58ANALYSIS　OF　DRINKING　WATER　IN　THE　SHELTER　ON
　　　　　　　　VICTIMS　IN　MAKALE，ETHIOPIA

　　　　　　　ETsusHI　OKuMuRAl　AND　SHoKIcHI　TANI2

Dep蜘ment　of　Health　Science，Kohchi－Gakuen　P肛amediαU　Co皿egel　and

　　　Department　of　M尋dical　Zoology，Kanazawa　Medical　Co皿ege3

　　The　quaHty　of　d血由ゴng　water　on　vict㎞s　were　examilled　in　each　area．　An　hlcrease　of　total

bacteda，E．ooll一望oup㎝dh曲essofwaterweresho刃mmco㎜o皿y．As㎞ul伽eousdetec一
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tion　of　NO2－N　and　NH3－N　were　fo㎜d　here　and　there．　Therefore，we　would　Hke　to　assert　that

these　drinldng　water　is　contaminated　by　the　activities　of　many　hunger－vict㎞s　in　the　shelter、

These且ndings　suggest　that　diverse　infectious　deseases　spread　more　and　more　in　these　spe面c

ch℃㎝stances．

59　1NTESTINAL　AMOEBIASIS，REPORT　OF　SIX　CASES

MAKoTo　Y㎜MuRA1，MITsuRu　SuzIsHl1，SHINJI　HoRI1，TAKAsHl

　　NARABAYAsHI1，TADATsuGu　OHNo1，TAKAsHI　SIMoYAMAl

　　　　　　　　　　AND　TAKEsHl　NlsHIMuRA2

　The4th　Depa血ent　of　Intemal　Medidnel　and　Department　of

　　　　　Medical　Zoology2，Hyogo　Co皿ege　of　Medidne

　　We　experienced6cases　of　intestinal　amoebiasis　in　these8years．Five　cases　were　male

and　one　was免male　and　the　age　ranged　from38to53years．　A皿cases　complained　of　bloody

mucous　stools．　Four　cases（67％）had　a　history　of　travel　to　endemic　areas．　The　feature　of

endoscopic　finding　was　multiple　thly　ulcers　with　central　white　yenowish　coat　su灯ounded　by　shght

elevation．　Detectabihty　of　E”如”ωのσh応加’廊08was100％（6cases）in　the　colonic　mucosa

廿冨ou窪h　colonofiberscope　and67％（40ut　of6cases）hl　biopsy　spec㎞ens．　Therefore，col－

onofiberscopy　was　very　useful　ill　the　diagnosis　of　illtestjnal　amoebiasis．

60　MANAGEMENT　OF　AMEBIC　LIVER　ABSCESS

　　　HIsAYuKl　CH田ARA1，KEUI　ATAKA1，MAsAYosHl　OKADA1，

　　　　　　　KAzuoN㎜u趾1，MAsA四KIHoNDA2
　　　　　　　　　　　　AND】日【ITosHl　SANo3

The2nd　Department　of　Surgery，Kobe　University　School　of　Medicine1，

　　　　Takasago　Municipal　Hospital2and　Sumitomo　Hospital3

　　Du血g　a　past　decade3patients　with　amebic　hver　abscess　have　been　treated　in　the2nd

Department　of　Surgely，Kobe　University　Hospital，and　its　af皿ated　hospitals．　A皿of　them　were

yomg　males　who　had　inflammatory　findings　such　as　high　fever　and　leukocytosis．　Besides，

abnomlal　mass　was　con㎞ed　in　a皿cases　by　CT　scan　and　echo　examinations　in　the　region　of　the

hver．ln20ut　of3cases　dr㎞age　was　pe面med症om　abscess　cavity血レou2h　a　catheter．

Appearance　of　drainaged　nuids　were　strawberry－m皿【y　pus　indicating　to　amebic　abscess．　Eme－

dn　hydrochloride　and　Metronidazole　were　especia皿y　e丘ective　dmgs　for　this　disease．CT　and

echoe㎜励nsaswe皿as㎞molo錘c訓testwereuseMme出odstom欲edia即osisofhver
abscess．　Diagnosis　and　management　of　the　patients　with　amebic　hver　abscess　are　reported　in

deta丑．
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61 FIRST HUMAN CASE OF DRACUNCULIASIS IN JAPAN 

AKIO KOBAYASH11, KEN KATAKURA1, ATSUO HAMADA1, TERUO SUZUK12 

YoSHIAKI HATABA2, NAOSHI TASHIR03 AND AKIRA YOSHIDA4 

Department of Parasitologyl, Division of Morphology, Biomedical Research 

Laboratories2, Department of Surgery3, Jikei University School of 

Medicine and Toshiba-Numazu Hospital4 

The patient is a 42-year-old Japanese engineer residing in Shizuoka, Japan. He developed 

generalized urticarial reaction on 29 July 1983. He was given antihistamine by injection and the 

exanthema receded. In the folbwing week, he noticed the presence of a tumor at the right leg. 

By palpation, the tumor measured 4. I X 4.5 cm and seemed to be located on the gastrocnemical 

muscle, without tendemess to pressure. However, in the following days it was felt that the 

size of the tumor increased. A surgical operation was therefore performed on 26 August. As 

a result, the tumor was found to be a hrge abscess containing yellowish pus. By removing the 

pus and scratching inside wall of the abscess, a white-colored worm-like substance was obtained. 

Laboratory data showed normal values except for eosinophilia (20%). 

The removed specimen was fixed in 10~fc, formahn. On examination, it was a long, slender 

female worm of white color, measuring 29 em. Iong by 1.5mmwide. Neither head nor tail were 

found. The uterus of the worm contained nttrperous embryos. The cross section of the gravid 
~sty female revealed that somatic musculature is of ~ong coelomyarian type and is divided into 2 

semilunar shaped fields. The embryos in the utertis measured 654pm (range, 530 to 710pm) 

in length by 25pm (range, 22 to 26pm) in width. The tail is long and filiform, measuring about 

one-thrd of entire length of the body. The embryo provides large paired phasmids on the tail. 

These figures of adult and embryos correspond to those of Dracunculus medinensis. 

For him, China was the only foreign country where he had visited 7 years before occurrence 

of the clinical symptoms. It is unlikely that he might have acquired the infection in China 

because 7 years are too long for the prepatent period of this parasitic disease, which is estirnated 

at 10-14 months. Therefore, he might have been infected at some place in Japan, although 

there had appeared no report so far on the occurrence of Dracunculus infection among man and 

anirnals. 

It is told that he had swauowed loaches raw twice at a restaurant in Numazu, Japan, about 

one year before the clinical manifestation. It is not known that this might have been the cause 

of the infection and also that whether these loaches were domestic or imported ones. Although 

no particular survey was made on those loaches for the presence of Dracunculus medinensis 

larvae, we can not neglect the possibility that Dracunculus larvae might have been brought into 

Japan through live loaches from some other countries and happened to cause the infection as was 

the cause reported about 60 years ago in Korea. 
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62 A CASE OF SCHISTOSOMIASIS MANSONI OF 
AGRONOMIST FROM LIBERIA 

TAKEO MATSUMURAl, SCHOJI UGA1, EUI KoNISH11, MASAHARU 

NAKAO1, SUSUMU SAEK12 AND SHIGEAKI BABA2 

Department of Medlcal Zoologyl and The 2nd Department of Intemal 

Medicine2, Kobe University School of Medicine 

An increase in international travel between tropical countries and Japan has resulted in a rise 

of the incidence of various tropical disease in Japan. 

Schistosomiasis mansoni has mainly been distributed in areas such as Africa, South America 

and West India. Until the present tirne, only 3 cases of Schistosomiasis mansoni have been 

reported in Japan (Nanba et al. , 1978 ; Hayashi et al. , 1984). A recent case of an agronomist 

from Liberia diagnosed as Schistosomiasis mansoni during his stay in Japan wili be presented 

here. 

Case : A 28-years-old man from Liberia, agronomist. 

Chief complaint : discornfort and dull pain around the right lateral abdomen, Ioss of appe-

tite. 

Present history : Before he came to Japan, he worked at a paddy field in Liberia. He 

came to Japan on May 31, 1984, as an agricultural trainee. In the beginning of July 1984, he 

noticed right lateral dull pain and loss of appetite. He came to our laboratory on November 2lst 

and urinalysis and fecal examination were executed'. Shistosoma mansoni and hookworm eggs 

were discovered in the feces. 

On physical examination, a 1/2 finger-width protrusion of the liver was palpable on R. M. C. 

L. On peripheral blood examination, eosinophilia (19%) was recognized in spite of no disorder 

in the liver function. In parasitological examination, an antigen skin test for Schistosowa japoni-

cum showed positive reaction (8 X 8 mm), but Ouchterlony method (using S. japonicum antigen) 

showed negative. In an intestinal survey, no parasitic body was seen in the stomach or small 

intestine, but a sigmoid colon polyp was found. Fiberscopic examination and a biopsy of the 

rectum could not be performed, because the patient left Japan. As therapy, Praziquantel 3, 600 

mg, and Pyrantel pamoate 700 mg were administered but the effects of the drugs were unknown 

because of his departure from Japan. 

Conclusion : A case of Schistosomiasis mansoni was reported and has been discussed. 

This was the fourth case of S. mansoni in Japan. The more common cultural exchanges be-

tween tropical countries and Japan becomes, the more the possibility of imported parasitic 

disease increases. 
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63　COMPARATIVE　EFFECTS　OF　PRAZIQUANTEL，NICLOSAMIDE
　　　　　　AND　MEBENDAZOLE　ON　LARVAL　AND　ADULT
　　　　　　　　　　　丑yME四〇LEP181VAM41N　MICE

　　　JuN　MAKI，NANAsE　S飢To　AND　TosHlo　YANAGIsAwA

Department　of　Parasitology，Kitasato　University　School　of　Medidne

　　Anthe㎞ntic　e丘ects　of　Praziquante1（PQ），Niclosamide（NA）and　Mebendazole（MB）on

larval　and　adult伽伽oJ砂飽”α”σin　mice　were　studied　as　fo皿ows．　Four－week・old　females　of

ICR－strain　mice　were　each　inoculated　ora皿y　with100shel－removed　eggs　using　a　stomach　tube，

medicated　as　below　and　autopsied18－19days　post－infection　under　a　stereoscopic血croscope．

PQ　given　at25mg／kg12days　post－hlfection　showed　complete　ef6ectiveness　against　adult　H．

紹紹．　This　result　was　s圃ar　to　that　of　Thomas　and　G6nnert（1977，Z．Parasitenk．，52，117－

127）．NA　and　MB　given　at500mg／kg12days　post－hlfection　was　not　very　e価ective　against

adult　H．紹㎜if　any　activity　was　seen（mean　worm　reduction　was48％and16％，respectively）．

At100mg／kg／day　for5consecutive　days（12－16days　post一血fection），the　ef6ectiveness　of　NA

against　adult　E．ησnσwas　low（mean　woml　reduction：33％）wh狂e　the　effectiveness　of　MB

against　adult　H．n伽αwas　complete・　None　of　the　dmgs，PQ（25mg／kg／day　for3consecutive

days），or　NA，MB　or　bithionol　addidonany　examined（500mg／kg／day　for3consec面ve　days）had

sign面cant　ef6ect　on　cysticercoids　of　E．καnαpresumably　ill　the　intestinal　v皿i　when　they　were

given1－3days　post－h植ection．　PQ　given1，2，3，4，5，6，7，9，120r14days　post－h面ection　at25

mg／kg　was　completely　ef6ective　in　the　e㎞nation　of　E．π伽σwhen　it　was　given5days　post－

infection　onwards．

64　A　SURVEY　OF　INTESTINAL　PARASITIC　EGGS　IN
　　　　　CHILDREN　IN　HYOGO　PREFECTURE

　　MAsAHARu　NAKAo1・2，TAKEo　MATsuMuRA1，0KIsuKE　TsuNoDA2

　　　　　　　　　　　　AND　KENGI　MAEsH㎜3

Department　of　Medical　Zoology，Kobe　University　School　of　Medicille1，Kobe

　　　Teishin　Hospitai2and　Hyogo　Preventive　Medical　Association3

　　According　to　the　school　health　law，fecal　examklation　and　scotch－tape　test　of　stools　are

ca血ed　out　hlJapan．　In　Kobe　in1983，we　had　the　chance　of　conducthlg　such　tests　on　chndren　in

nursery　schools，㎞dergartens　and　elementary　schools．　Subsequently，we　compared㎞fectious

rates　and　discussed　dle　regional（雌erences血廿1e　occurrence　of　parasitic　eggs　among　ch丑dren

血oughout　Hyogo　Prefecture．

　　Method：1）Stools　from　a　total　of91，776ch皿dren　in　Kobe　City　were　examined　by　the

ce皿ophane　thic㎞g　smear　method　between　September1983to　March1984．2）A　total　of

162，157ch丑dren　in　Kobe　City，6cides　aro㎜d　Kobe　and　Awaji　Island　were　examined　twice　by

the　scotch　tape　method．
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　　Results：

　　Fecal　exam血ation：　1）The　positive　occun’ence　of　parasitic　eggs　ill　g虻ls（0．082％）was　a

httle　higher　than　in　boys（0．052％）．2）The　eastem　and　northem　distdcts　in　Kobe　City　were

more　infected　with　parasites　thall　the　westem　districts．3）The　rate　of　occtrrence　of　parasitic

eggs　was　highest　for　E鋤8π痂郷〃㎜た％」α砿s，27cases（44．2％），followed　by　T物h％短s師oh伽㎎，

15cases（24．6％）；〃i8孟㎎oη伽％5Yokogawa　and　Heterophyes，10cases；／1s6σ露s　J％卿西吻o‘48s，9

cases．　Scotch　tape　method：　1）The　infection　rate　for　E．泥”獅6π」α短s　in　nursery　schools　was

about10．6％，morethan曲t血㎞derg飢ensandelemen町schools（about6％）血KobeCity．
2）Regional（雌erences　hl　the　spread　of　E．〃θ”吻o％」α廊were　not　found．

65　DRUG　SUSCEPTIBILITY　AND　BETA・LACTAMASE　PRODUCTION
　　　OF　ENTEROPATHOGENIC　E．COLI　AND　Sπ10ELL4SPP．
　　　　　　　　　　　　　ISOLATED　IN　THAILAND

HIKARu　TANAKA1，SHIGERu　KoHNo1，YosHITERu　SHIGENo1，KEIzo　YAMAGucHI1，

　　　　ATsusHI　S鯉To1，KoHEI　H鰍1，S．WoNGwANlcH2，S．RAMslRI2，

　　　　　　　K．VATcHARAsINGHN2AND　O．RAcHTRAcHAINcHAl2

The2nd　Depa血ent　of　Intemd　Medidne，Nagasald　University　School　of　Medicine1

　　Imd　Division　of　CHnical　Pathology，Department　of　Medical　Sdence，丁圃and2

　　The　in　vitro　susceptibility　of146strahls　of　enteropathogenic　E．oo距and186strains　of

Sゐ麺8伽spp．to　ll　ant㎞crobial　agents　was　detem血ed　by　the　agar　dilution　technique．　Oflox－

acin（OFLX）was　the　most　active　agent　as　weH　as　Ce価zox㎞e（CZX）against　the　tested　organ－

isms　and圃bited　the　growth　of　a皿strains　at　the　concentration　with　O．05μg／mム　Co五stjn（CL）

showed　greater　activity　than　other　ant㎞icrobial　agents　except　OFLX　and　CZX　agahlst　Sんゆ〃α

spp．at＜1．56μg／mJ　and　against　enteropathogenic　E．oo〃at＜3．13μg／mム　Nahdbdc　acid（NA）

Imd　Kanamycin（KM）were　ef垢ective　against　ShゆJZαspp．at＜6．25μglmム　The　latter2agents

were　less　active　t㎞Ceiazohn（CEZ）but　they　were　more　active　than　TMP／SMX　and　Mino－

cycHne（MINO）againstS惚8JJσspp．However，NA　acid　showed　greater　activity　againstentero－

pathogenic　E．ooJ∫than　CEZ　or　M工NO　or　TMPISMX，respectively．TMPISMX　was　active

against　only72％ofenteropathogenicE．ooJ∫and74％ofSh卿JJαspp．at＜12．5μg／mム　Most　of

tested　organisms　demonstrated　high　resistImce　to　Ampic皿n（ABPC），Chloramphenicol（CP）and

Tetracycljlle（TC）．　All　strains　of　Sあ磐召砺and　enteropathogenic　E．oo’ゼwere　tested　for　beta－

1act㎜ase　production　by　using　nitrocefhl　assay　and　detection　paper．　By　the　nit■ocef㎞assay，

80％of　Sh魯観αspp．and93％of　enteropathoger雌c　E．ooJ’produced　beta－1actamase，whereas

incidence　of　beta－lactamase　producing　strains　was　vely　low　by　the　paper　detection　method．
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66THE　CHARACTERISTICS　IN　THE　NEW　CASES　OF　LEPROSY

　KIMIKo　KuMANo1，Yozo　MuRATAI　AND　NoBuo　HARADA2

Department　of　Dennatology，Kobe　University　School　of　Medidnel

　　　　　　and　Leprosy　Sanatorium　Oku－Komyoen2

　　Here　we　report12patients　su丘e血g　from　leprosy　who　were　found　in　Hyogo　Prefecture　and

some　neighbou血g　areas．　The　analysis　of　these　padents　suggest　the　fbHowing　characteristics

which　may　represent　the　present　status　of　af勉rs　about　leprosy　in　Japan：　1）most　cases　are

from　Okinawa　or　the　South－west　Islands，2）aged　people　preponderance，3）relatively　high

incidence　of　borderHne－group，4）taldng　long　periods丘om　the　onset　to　co∬ect　d匝agnosis　and

柱eatrnent．

67　STUDY　OF　AN皿・ATI・A　ANTIBODY　IN　PATIENTS

　　　　　　　WITH　COLLAGEN　DISEASES

SHIRo　NAKAYAMA1，TAKAYuKI　IsHH（AwA1，HIRosHI　YABE1，

　　　　　　KEN－lcHI　NAGAll　AND　KuMl　YADA2

De蜘entof㎞曲e㎜tolo蜘dBloodCente～，
　　　　　　　Kobe　General　Cen廿al　Hospital

　　Anti－ATLA（ATLA　associated　antigen）antibody　was　investigated　in　sera　ffom　patients　with

various㎞dsofconagendiseasesand曲eddisordersbyaggludnationtestsusinggeladnparti－
cles．　Seropositivity　was　demonstrated　in3cases（5．2％）out　of58systemic　lupus　erythema－

todes，one（3．6％）out　of28progressive　systemic　sclerosis，none　out　of9dermatomyositis　and

polymyositis，4（33．3％）out　of12Sj6gren’s　syndrome，2（3・6％）out　of55rheumatoid　ar廿1ritis，

none　out　of25Behget　disease，and　only　one（0．3％）out　of286healthy血dividuals．　Among　the

seropositive　patients，there　was　no　record　of　blood　transuf血sion　except3cases　of　systemic　lupus

erythemotodes．　It　is　noteworthy　that　the　ratio　is　very　high　in　Sj6gren’s　syndrome　as　compared

with　healthy　individuals　and　other　conagen　disease　patients．　This　rest旺ts　showd　that　ATL　v㎞s

might　play　a　cer面n　role　in　the　pathogenesis　of　some　Sj6gren’s　syndrome　by　inlu血g　T　ceU

血ncdons．
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68　DETERMINATlON　OF　HABU　VENOM　REMAINED　IN　LOCAL
　　　　　　MUSCULAR　TISSUE　BY　ELISA（2），STUDY　OF

　　　　　　　　ANTI・LOCAL　EFFECTS　OF　ANTIVENOM

　　　　　　　　　　　　　AGAINST　HABU　VENOM

MAsATosHI　NozAKl，MAsANoBu　YAMAKAwA　AND　YAsuHIRo　ToMIHARA

　　　Habu　Branch，O㎞wa　Pre£ectural　Institute　of　Pubhc　Health

　　Expel㎞ents　were　perfomed　forthe　studyofan廿一lo副eぜects　ofantivenom　against　Habu

venom．　Habu　antivenom（Lot　T－78）1．O　mJ（anti　HR－1：600u／mJ，anti　HR－2：1，000u／m1，

Imt皿eth組：700u／mのwas　inlected　to　the　rabbits　intravenously．　One　hour　after　hljection，rabbits

were　cha皿enged　to掘」αsオ欝」σ陀賜」∫s　with200μg　and500μg　of　Habu　venom．　Then　they　were

k皿ed　at　intelvals　of1／4，1／2，1and3hours　respectively，and　the　amount　of　venom　remained　in

the　mascu㎞r　tissues　were　detemained　by　ELISA．

　　The　rest此s　obtained　were　as　fo皿ows：　1）The　amount　of　venom　remained　in　the　local

mascu㎞r　tissue　of　the　rabbits　which　were　cha皿enged　with200μg　Habu　venom　were　decreased

to3．55μg，1．45μg　and1．00μg　after1／4，1／2∈md　l　hour　respectively．　The200μg　of　Habu

venom　were　a㎞ost　perfectly　neutraHzed　by600u　of　Habu　antivenom　within1／4hour．　2）The

amount　of　venom　remajned　in　the　local　mascular　tissues　of　the　rabbits　which　were　chanenged

with500μg　Habu　venom　were　decreased　to161．39μg，88．25μg，33．59μg　and1．41μg　after

1／4，1／2，1and3hours　respectively．　The500μg　of　Habu　venom　were　partiany　neutrahzed　by

600u　of　Habu　antivenom　withn1／4hours　and　a㎞ost　pe盛ectly　neutra五zed　within3hours．　3）

The　ch：℃ulathlg　anti　HR－1titers　of　rabbits（2，000＿2，500g）which　were珂ected　hltravenousely

with600u　of　Habu　antivenom　were6．40u／mJ（4。57－7．83）．　The　anti　HR－1potency　were　deter－

mined　by　ELISA．　4）Though　the　Habu　venom　were　almost　perfectly　neutrahzed　by　antivenom

in　the　local　mascu㎞r　tissue，the　local　symptoms　were　considerably　severe，but　m皿der　than　the

control．

69　THE　ACTION　OF　HYPOTENSlON　CAUSED　BY　HABU　VENOM　AND
　　　　　MYONECROTIC　FACTOR（MNF）ISOLATED　FROM　IT

　　　　　　HIRosHI　CHINzEI1，SAToRu　MINEsHITA2，NoRIo　Y㎜MoTo2

　　　　　　　　　　　　　　　AND　HITosHI　NAKANlsHI3

Department　of　Medical　Zoology1，Department　of　C㎞ical　P㎞cology，Medical　Research

　　　　　Institute2，Tokyo　Medical　and　Dental　University　and　Depa血nent　of

　　　　　　　　P㎞acolo副，Te時oU血versitySchoolofMe曲e3

　　It　was　found　that㎞me（逓ate　hypotension　hl　dogs　occun’ed　after　hltravenous呵ection　of

Habu（丁厩翅8名召s％耀s伽〃oθ醒4まs）venom（100μg／kg）and　in　rats　after　injection　of　MNF（100μg／

kg），and　the　pattem　of　action　caused　by　them　showed“Tachyphyla⊃ds”．Our　data　by　sta廿stical

analysis　suggest　that　the　action　caused　by　Habu　venom　and　MNF　may　be　based　on－serotonh1
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rather　than　histamine　released　from　the　tissues．　On　the　other　hand，hemoIThagic　factors　con－

tained　hl　the　venom，in　low　concentration，could　not　cause　hypotension　in　rats．

70　STUDIES　ON　THE　PREPARATlON　OF　ANTl・YAMAKAGASHI
　　　　（Rπ凶BPOP班8四〇RZ配肥）RABBIT　SERUM　AND
　　　　　　　　　　　lTS　CLINICAL　APP1。ICATION

YosHIHARu　KAwAMuRA　AND　YosHlo　SAwAI

　　　　　Japan　Snake　hlsdtute

　　Y㎝泳agas㎞，acolubhd，isaco㎜onsmke血Jap㎝．Recendy，ce舳severecasesof
the　bite　illclud血g　a　fatal　cases，have　been　repo丘e（L　This　report　deals而th　the　preparation　of

anti－Yamakagashi　antivenom　and　its　c㎞直cal　use．

　　The　Yamakagashi　venom　extracted　from　Duvemoy’s　glands　and　inactivated　by2％fom曲

was　used五〇r　immunization　of　rabbits．　Rabbits　were　injected　subcutaneously　with　one　dose　of

2．O　mJ　containing4mg　of　the　venom　and　the　same　amo㎜t　of　Freund’s　a（加vant．　Four　weeks

after　the面ection，3doses　of　p㎞toxoid　and4doses　of　the　crude　venom　at　an　interval　of　one

week．　One　week　after　the　last　shot，800mJ　of　antivenom　coUected　fヒom16rabbits　was

fractionated　by　Na2SO4．　The行nal　product　of10ml　vial　of　freeze－dried　antivenom　was　prepared

according　to　the　standared　method　of　biological　products．　One－tenth　mJ　of　the　antivenom

neutrahzed114．95μg（43．2LD50）of　the　venom．

　　It　was　elucidated　that　the　antivenom　i呵ected　intravenously㎞to　one　patient　of　severe

envenomation　was　ef6ective　to㎞prove　the　symptoms　of　subcutaneous　hemorrhage，hematuria，

gum　bleeding　and　prolonged　coagulation　of　blood．

71HISTOPATHOLOGICAL　STUDY　ON　MOSQUITO　B皿TEN　WOUND
　　　　　　　　　　　　　　　（SECOND　REPORT）

　　　　　ELYusRAR　AJALAL1・2，SHoKIcHI　TANI1・2，KIIcHl　SATo1，

　　　　　　　　SusuMu　HoTTAI　AND　KIYosHI　KAMIMuRA3

1nstitute50r　Tropical　Medicine1，and　Department　of　Medical　Zoology2，Kanazawa

　　　Medical　University　and　Department　of　Pathology，Toyama　Medical

　　　　　　　　　　　　Imd　Phamaceu廿cal　University3

　　The　authors　have　previously　reported　that　the　appearance　of　eosinophy且c　ce皿s　were　noted

inthesubpap血arlayerofthecod㎜inthehistopathologicalexaminationoftheg1血eapig’ss㎞
after　the　shlgle　bite　of　the　mosqu玉tα　In　the　present　study，the　histological　alteration　of　the

cutaneous　reactign誼er　repeated　bite　was　examined．　Expehmental　con（htions　are　as　fonow；

1）Experimental　an㎞al：Hartley　strajn　guinea　pigs，　The　ha丘in　the2×2cm　area　on　the　back

s㎞was　removed　and　exposed　to　mosquito　bite．2）Mosquito：C吻”短伽痂吻”o肋s．3）

Bite　frequency：weekly，4－5mosquitoes　for5minutes　per　bite，continued　up　to12weeks，
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　　Results：1）Thecu㎞eousreacdonas5－10㎜伽etere舳emamdwhe田was
observed　after8－12weeks．　2）Histopathological　examination　revealed　eosinophyhc　cemnmtra－

tion　in　the　sub　pap肋layer　ofthe　bitten　area．3）Eosinophy且c　ce皿s　were　clearly　demonstrated

by　Pinkus’s　Orcein－Giemsa　stain　as　also　later　proved　in　TEM　observation．4）In　our　SEM

observation，eosinophyHc　cels　camot　be　disting加shed　clearly丘om　other　blood　ce皿s．

72　ELECTRON　MICROSCOPIC　STUDY　ON　SURFACE　STRUCTURE　OF
　　　　　　　A邸σlosmo四〇アL乙6CA～～「TOハE四81S　EGG　SHELLS

　　SHorI　UGA，KAzuYosHI　ARAKI　AND　TAKEo　MATsuMuRA

Department　of　Medical　Zoology，Kobe　University　School　of　Medicine

　　The　egg　she皿s　oL4π8∫os孟猶oπ劉」％s　oσ鋤o”召”sfs　were　observed　by　means　of　a　transmission

electron　microscope．　The　eggs　used　in　this　study　were　those　recovered丘om　utenls　and　those

cultured初伽ofor　l　to7days．㎞matureeggswerefo㎜dinthemiddlepartofutemswithout
spec血c　structures．　ln　the　lower　part，㎞umerable　prqiections　were　observed　on　the　egg　shen．

On　the　lst　and3rd　days，the　pr砺ection　became　to　have　a　few　microb皿i　on　its　tip．　These

structures　decreased　in　number　with　age㎞g　of　eggs．

　　Considering　the　hfe　cycle　of　this　nematode，the　structure　found　on　the　egg　shens　seems　to

play　a　role　in　embeddjng　themselves　in　the　cap血’y．
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